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ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。

その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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　薄暗い部屋には肉の焼けるにおいが漂っていた。

　赤黒い炎の舌が脂を舐めるたびに、火勢がひときわ強くなる。立ち昇る煙が目と鼻を刺激する。衣服と頭髪にまとわりついた臭気は、しばらく取れないだろう──




　七月。梅雨が終わると同時に東京は夏に突入した。

　最高気温が日に日に更新されていく中、私は近付きつつある期末試験の気配に青い顔をしていた。驚くべきことに、裏世界探検という非日常とは関係なく、大学の単位やレポートは淡々と存在し続けるのだった。

　かつては私も疑問に思っていた。実話怪談の語り手の中には、あり得ないほど異様な体験をしたのに、それを長い間忘れていたり、まるで何事もなかったかのように元の日常生活を送っている人がよく出てくる。そんなことがあり得るのかと不思議だったけれど、自分がその立場になってわかった。

　いくら奇妙な体験をしても、いつもの生活に戻ることは可能だ。何も考えなければ、それだけでいい。あとは身体が勝手に動く。

　日常や習慣の力というのはそれほど強いのだ。人間が体温を一定の温度に保つ仕組みと同じ、恒常性ホメオスタシスというやつ。ちょっと不思議な体験をしたくらいでは、その防壁は破れない。

　一方で、二度と元のようには戻れない人もいる。

　身体を壊す人。正気をなくす人。自分の体験を誰にも信じてもらえずに、友人や家族との関係がおかしくなる人。

　人生を破壊されるような深刻なダメージに至らなくても、怪異との遭遇が、ホメオスタシスの鎧を貫いて傷跡を残すこともある。明かりをつけたままでないと眠れなくなったり、海が怖くなったり、ある時期の記憶だけ曖昧あいまいになったり。

　中には恐怖が裏返って、怒り出す人もいる。

　……ちょうど今、私と鳥子とりこの前にいる、小桜こざくらのように。




　私たちは焼肉屋のテーブルを囲んで、押し黙って座っていた。

　じゅうじゅういいながら網の上で焼けていく上タン塩を前にしても、小桜の表情は険しいままだった。

「あの、小桜さん。もういいんじゃないでしょうか……」

　おずおずと言うと、小桜は煙ごしにぎろりと私を睨んだ。

「いいわけあるか。こんなもんで許されると思うなよ」

「あ、いや、肉が。そろそろ食べてもいいんじゃないかなって」

　小桜は眉間に皺を寄せて、フンと鼻を鳴らすと、おもむろに箸を取って網から上タン塩を取った。三つも。

「あーいい匂い！　早く食べよ、空魚そらを」

　弾んだ声で鳥子が言って、箸を片手に焼き網を覗き込む。

「……おまえわかってんのか、今日の趣旨を」

　私の前に小桜が突っ込んだ。

「反省会だぞ。おまえらが反省する会、そしてあたしにお詫びをする会だ」

「オーケイ。ごめんなさい。そうでした」

　素直に返事をしながら、鳥子は牛タンを取って神妙な表情で口に運んだ。

「んんっ！　おいしー!!」

　こいつ全然反省してないな。

　そう思いつつ私も箸を伸ばした。

　……おお。確かにすごいなこれ。レモンと塩だけでこんなにおいしいものなんだ。

「次なに焼く？　順番とかってあるの？」

「なんでもいいよ、適当に焼け」

　小桜が投げやりに言ってビールに口をつけた。小さい身体に中ジョッキがやけに大きく見えて、なんだか未成年にお酒を飲ませている気分になる。本人も自覚はあるらしく、注文するとき店員さんに何か言われる前から免許証を突きつけていた。

　鳥子がトングで上ロースを並べていく。私がやるよりは手際がよさそうだ。焼肉屋に来たのは生まれて初めてだから、任せておくことにした。




　焼肉屋で打ち上げになったのは、小桜の強硬な主張によるものだった。正確には小桜の言うとおり、反省会という名目だけど。

　前回の裏世界探検で、私は鳥子を追いかけるために、小桜を危険な裏世界の夜に一人で放置してしまった。

　ひとつの街の姿を取った巨大なグリッチの上、私は右目の能力で小桜を植物の姿に変えた。夜を迎えた裏世界では、その姿の方が安全だろうと思ったのだ。あのグリッチの中では、私の認識が周囲の環境を定義していた。小桜を植物の姿で認識しておけば、裏世界の怪物の目からは逃れられるのではないかという推測に基づいた判断だった。

　もともと裏世界が怖くて仕方がないと言っていた小桜のことだから、一人にされてますます怯えて、自分を巻き込んだ鳥子と私に怒り狂っているかと思っていた。ところが鳥子を見つけて引き返し、ふたたび三人で落ち合ったときには、なんだか様子がおかしかった。ぼうっとして、声をかけても生返事。表世界に戻ってからも口数は少ないままで、家まで送り届けはしたものの、挨拶もなしで鍵をかけて閉じこもってしまった。

　大丈夫かなと思いつつ、あっという間に一週間。唐突に小桜から電話がかかってきて、出たら激昂した声でこう言われた。

「ふざッッけんなよおまえら人を舐めるのも大概にしろ!!」

　どうやらあまりにも怖い目に遭いすぎて、しばらく意識がどこかに飛んでしまっていたらしい。

「肉だ……」

　電話口で平謝りする私に、小桜はそう言った。

「肉を食わせろ。この怒りは焼肉でも食わないと収まらない」

「えっと……」

「いい肉だぞ。ちゃんとしたやつ。安い食べ放題にでも連れて行ったらおまえらの手を焼けた網に押しつけて小粋なチェックにしてやるからな」

「あの、それって私のおごりって話ですか？　あんまりお金ないんですけど……小桜さんのほうがお金持ち……」

　そこまで言いかけたところで小桜の罵声に遮さえぎられた。

　石神井公園の高級住宅街に住む大人なのに、貧乏学生におごらせるのはひどいと思う。

　そういうわけで鳥子に事情を話して、三人の打ち上げ、もとい反省会になったのだった。場所は鳥子が選んでくれて、池袋駅西口を出て少し歩いた、微妙に治安の悪そうなあたりの店になった。出費は痛いけど、確かにおいしい……。肉ってこんなに種類があるんだな。思わず頰が緩んでしまう。

「空魚ちゃん、なにニヤニヤしてんの？」

　小桜が気味悪そうに見ていることに気付いて、私は口元を覆った。

「すみません。上ロースがおいしくて」

「まあいいけど。おまえらの金だしな」

　呆れ顔で言われてはっとした。そうだ、これ私と鳥子の支払いなんだ。

「鳥子！　いつもみたいに頼みすぎないでよ」

「えー、全部平らげるから大丈夫でしょ」

「量の話じゃないよ！　ていうか平らげてるの私だからね？　鳥子、毎回頼むだけ頼んで後半落ち着いちゃうじゃない」

「空魚ががんばって食べてるの見るの好きなんだよね」

　なんですって？

　予想外の返事に二の句を継げないでいるうちに、いつの間にか頼まれていた特上カルビが来てそれどころではなくなってしまった。

　網の上で焼けていく肉を三人で争うように取って、舌の上でとろける柔らかい脂を味わっている合間に、鳥子が改まった口調で言った。

「えー、今回の件、真面目な話、悪かったと思ってます。空魚はもう来てくれないと思ったし、まして小桜まで捜しに来てくれるなんて思わなかった。巻き込むつもりじゃなかったのに、ごめん」

　私と小桜はもぐもぐ口を動かしながら、黙って鳥子を見つめた。

　小桜が肉を呑み込んで、つまらなそうに言った。

「あたしらが勝手に追いかけてきたのが悪いみたいな言いぐさだな？」

「そうじゃないよ」

「もう少し信頼してくれてもよかったんじゃない？」

　私も不満を表明する。

「信頼……してるよ！　だけど、これ以上私の勝手に付き合ってもらうのは悪いと思って」

　鳥子の口調が言い訳がましくなった。あれ、いつもより打たれ弱いぞ、こいつ。

　ちょっと意地悪な気持ちになった私の口から出た声は冷たかった。

「頼りにならないと思ったから一人で行ったんでしょ？　助けに来るとも思ってなかったんだよね？　あれだけ何度も二人でピンチを切り抜けてきたのに、ひどくない？」

「それは、ごめんって……」

　あえて鳥子の方を見ないまま言ったけど、困っているのが隣から伝わってくる。

　どうしよう。

　なんだかちょっと、楽しい。

「空魚ちゃん」

「はい？」

「言っとくけど、おまえはもっとひでーからな」

　調子に乗りかけていた私に向かって、小桜が棘のある口調で言った。

「空魚ちゃんを信頼してたんだけどな。あたしを〝安全な状態〟にしてくれるって言ってたからさ」

「は、はい」

「そしたらなんだよあれ……花畑みたいなところに、一人で取り残されてさ」

「花畑？」

「気付いたら空魚ちゃんはいなくなってるし、どっかから水が流れる音がして、周りでたくさんの人がなんか言ってるような気がして、でも誰もいなくて、ここにいちゃいけないってわかってるんだけど、なのにどこにも行く気にならないんだ」

　小桜がぼんやりした口調で言った。目はどこか遠くを見ていて、真っ赤に燃える炭火の前にいるのに、二の腕にはびっしり鳥肌が立っていた。

「脚に根が生えたみたいに動かなくて、その場に立ったままぼーっとしてるうちに、周りの声がうるさくなってきて耳を塞いだら、今度は夜空の星がだんだん意味のある形に見えてきてさ、それがめちゃめちゃに怖くて。声も怒ってるみたいになってくるし。気が遠くなってきて、でも多分、これ意識を失ったらおしまいだって思ったんだよ、だからしゃがみこんで、ひたすら地面を見つめて、周りに立ってる誰かにごめんなさい、ごめんなさいって言い続けて……気付いたら、おまえらがいた」

　小桜が目をつぶって、ふーっ、とため息をついた。

「戻って来れたからいいけどさ、あれマジでヤバかったんじゃねーかな……。空魚ちゃんどうするつもりだったの、あたしがあそこで発狂してたり、死んだりしてたら」

「あのときは……大丈夫だと思ったので……」

「へえー？」

「大丈夫じゃ、なかったですね、はは、は」

　きりきりと吊り上がった小桜の目に射すくめられて、愛想笑いが先細りに消えていく。

「小桜、空魚は私を捜すために仕方なく──」

　鳥子が口を挟もうとした途端、小桜がカッと目を見開いた。

「うるせー！　おまえがそこで空魚ちゃんをかばったら、絡んでるあたしが悪いみたいな雰囲気になるだろ！　被害者はあたしで、悪いのはおまえら！　言い訳するな！」

「す、すみませんでした」

　私が頭を下げると、小桜は感じの悪い顔でふんぞり返った。

「空魚ちゃんさあ、どうせあたしのことなんかなーんも考えてなかったんでしょ」

「さ、さすがにそんなことは」

「あたしだけじゃない、冴月さつきのこともそうだ。鳥子から聞いたぞ、冴月の顔をしたやつを躊躇ちゆうちよなく撃ったってな」

「あれは人間じゃなかったですし……」

「裏世界が人間にどんな影響を及ぼすかほとんどわかってねーんだぞ。おまえ、それくらいは頭に浮かんだよな。本物の冴月に関係する何かかもしれないって可能性は当然考えただろ。考えた上で無視したんだよな。本当は他人のことなんかどうでもいいんじゃないのか。自分以外に関心ないんだろ、違うか？」

「小桜……」

「鳥子は黙ってろ」

　即座に遮られて鳥子が眉をハの字にする。

　悪かったという思いはあったけど、言われっぱなしでムカムカしてきた。鳥子と小桜が、冴月さんについて私の知らないところで話していたのも気にくわなかった。

　景気づけにビールをあおって、空になったジョッキを机に叩きつけると、私はぐいと身を乗り出す。

「そこまで言うなら、私もお訊きしますけどね！」

「お？　なんだ逆ギレかよ」

「ずっと気になってたんですけど小桜さんってなんなんですか。認知科学者、でしたっけ？　ほんとですか？　ずっと家にいて、なんの仕事してるんですか？　教授って歳じゃないですよね、いくらなんでも。研究職がぜんぜん金にならないことくらい私でも知ってるんですよ。何やって食ってるんですか。あの百万はどっから出てきたんですか」

「……おまえらに渡した金のことか？」

「そうですよっ！　もしかしてヤクザマネーですか？　だから銃とかぽんぽん出てくるんですか!?」

　小桜が私に胡乱うろんな視線を向けながら、鳥子を指でチョイチョイと招き寄せて訊いた。

「鳥子、空魚ちゃんって酒癖悪いタイプ？」

「お酒は弱くないと思うけど。キレるとテンション上がっちゃうんだと思う」

「なにこそこそ話してるんですか！」

「聞こえよがしって言うんだよ、こういうのは」

　小桜が面倒くさそうに言って、焼き網の隅のエリンギを皿に取って口に運ぶ。

「その詮索に関しては、余計なお世話だ……と言いたいところだが、まあ気になるよな。ヤクザマネーじゃないから安心しろ」

「じゃあなんなんですか」

　考え込むように宙に視線をさまよわせてから、小桜は心なしか慎重な口ぶりで言った。

「──裏世界の情報を交換している、民間の団体があるんだ。あたしはそこに加盟していて、資金も多少はそこから出てる」

「えっ!?　初耳！」

　鳥子が目を丸くした。私も同様だ。

「なんですかそれ、どうして今まで言わなかったんですか？」

「言う必要あったか？　あたしはそこで他の研究者と専門的な話をやりとりしてるだけだ。鳥子は冴月を捜してるだけだし、空魚ちゃんは金が稼ぎたいだけだろ」

「人聞き悪いこと言わないでくれません？」

「おまえは人聞きよりももっと別のところを気にしろ」

　どこだろう、と私が思っていると、隣の鳥子が机の上に身を乗り出した。

「もしかして、冴月もそこに所属してたの？」

「というか、そこにあたしを引っ張り込んだのが冴月だ。ぶっちゃけ、あたしは勝手にいなくなった冴月の代わりを務めてるにすぎないんだよ」

　小桜が怒ったように言って、網の上で焦げ付いたカルビの破片をさらっていった。鳥子は何か言おうとしたみたいだったけど、結局やめて、切なそうに目を伏せた。

　なんだか湿っぽい雰囲気になってしまった。不完全燃焼な気分でため息をついて、私は小桜に訊ねた。

「……まだ肉食べます？」

「食べる」

「食べる」

　二人が声を揃えて答えた。

　おまえには聞いてないぞ、鳥子。




　覚悟はしていたものの、精算した勘定がかなりの金額だったので、私はスッと酔いが醒めてしまった。二人で割ったのに、鳥子は気分良さそうに左右に揺れて歩いている。憎い。

　帰りは私が埼京線、鳥子が山手線、小桜が西武池袋線だ。鳥子が当然のように、小桜を改札まで送ると言い出したので、私もなんとなくついていくことにした。

　池袋駅の雑踏を抜けて、西武線地上改札口に着いたところで、小桜が唐突に言った。

「空魚ちゃん、今晩うち来ない？」

「え？　行きませんけど、なんでですか」

「一人で帰りたくない」

　こちらを見上げて、拗すねたようにそんなことを言うので、私は困惑する。

「漫喫とかに泊まっていくといいんじゃないですか」

「じゃなくて、一人になりたくない」

「…………？」

　私が首をかしげていると、業を煮やしたように小桜が声を大きくした。

「怖いんだよ！　一人でいるのが！」

「だからなんで怒るんですか」

「怒ってねえ！　わかれよ！　またあの三人のおばさん来たらどうすればいいんだ」

「ショットガンで撃てばいいのでは」

「おまえは人の心がない女だ！」

　小桜が憤然と私に指を突きつけた。

　むっとしている私の隣で、鳥子が心配そうに小桜の顔を覗き込む。

「私がついていこうか？」

　せっかく鳥子が親切に言ってくれたのに、小桜は首を横に振った。

「おまえはいい」

「なんで!?」

　私は小桜をなだめようと、なるべく穏やかな声を出す。

「さっき約束したじゃないですか。明日鳥子と二人で、次の探検の相談に行きますから。うっかり撃たないでくださいね」

「怖かったら電話してきていいからね！」

「はあー、ったく、人をガキ扱いしやがって」

　小桜が吐き捨てて背を向ける。改札へ向かうその背中に、鳥子が声をかけた。

「お肉おいしかったね！」

「……ごちそうさん」

　そう言って面倒くさそうに手を挙げた小桜の姿は、あっという間に人波に呑み込まれていった。

　隣で心配そうに見送っていた鳥子を横目で見て、私は言った。

「鳥子ってさ、めちゃめちゃいい奴だよね」

「ほんと？　照れる」

　ふふん、という顔で鳥子が胸をそらし、思い直したように付け加えた。

「でも、一番優しいのは小桜だと思うよ」
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　翌日、土曜日の午前十一時。私は約束通り、石神井公園にある小桜の家を訪ねた。チャイムを鳴らして反応を待つ。

　巨体のおばさん三人組にあれだけ攻撃されたはずの玄関のドアは健在で、ドアノブからもがたつきは感じなかった。代わりに、木材の表面にも、硬い金属部分にも、搔きむしったような細かい爪痕がたくさん残されていた。人の手か、あるいは獣の爪か──体験した現象と痕跡の不一致に首をひねっていると、家の中から足音が近付いてきた。

　扉を開けて顔を出したのは鳥子だった。私同様、探検用の身軽な服装だ。迷彩のパンツに、薄手の黒い長袖。肩口に流れる金髪が黒によく似合っていた。

「噂の三人のおばさんが来たかと思った」

「何年か待ってくれれば、一人のおばさんにはなるよ」

「あはは。私も合わせれば二人だね」

　靴を脱いで小桜屋敷に上がり込む。いつも暗かった廊下に、珍しく明かりがついていた。隅に溜まった埃が目立つ。

「暗いの怖いんだって、小桜」

　私が訊く前に、鳥子がそう言った。

「寝るとき睡眠薬飲むようになったみたいだし、心配」

「そうなんだ」

　巻き込んでしまった手前、多少の罪悪感は私にもある。

　ただ怖がっているだけなら気にしないんだけど、実害が伴うのは問題だな。

　廊下の突き当たり、左のドアが小桜の部屋だ。右側の戸口の向こうも明かりがついていて、ダイニングキッチンがあるのが見えた。飾り気のない分厚い白木のテーブルに、椅子が四脚。一人暮らしにしては大きな冷蔵庫の隣には、空のコーラのペットボトルが詰め込まれたゴミ袋が積み重なっていた。

　小桜の部屋は、前に来たときとほとんど変わらなかった。一つだけ違うのは、ショットガンが机のそばに剝き出しで置かれていることだ。意外なことに照明はついておらず、明かりは何面もあるマルチディスプレイの光だけだった。

　椅子の上にちょこんと座って、積み本のタワーに取り囲まれている小桜の姿を見ると、この部屋だけ明かりをつけないままの理由がなんとなくわかった気がした。ここはきっと彼女にとって居心地のいい巣穴なのだ。狭くて暗くて安心できる、小桜だけの秘密基地。

「小桜さん、玄関の扉──」

「わかってる。もう交換を頼んだ」

　私を睨む目が、それ以上何も言うなと語っていたが、気付かないふりをして続けた。

「──あれ、やっぱり狸の仕業だったんじゃないですかね」

　小桜が意表を突かれたように目をしばたたく。

「……ああ？」

「意外と辻褄合っちゃいませんか？」

「ふっ」

　小桜が失笑してかぶりを振った。

「何言ってんだ、バカ……いいからさっさと本題に入れ」

　そう言って向き直った小桜の目元は、さっきより心なしか緩んでいる気がした。

「おまえらが裏世界に行くのは勝手だけど、あたしはもう絶対行かないからな」

「ですよね。わかってます」

　私は鳥子と顔を見合わせて頷いた。

「今日来たのは、次の探検──きさらぎ駅米軍救出作戦の相談のためです」




　ソファの前に置かれたローテーブルから物を全部どかして、私は持ってきた紙を広げた。

「いい加減、地図が必要だと思ったんですよ」

　覗き込んできた鳥子と小桜に向けた言葉は、少し言い訳がましく聞こえたかもしれない。

　紙の上には、私の手になる裏世界の地図が記されている。大学で拝借してきたＡ３のコピー用紙に、細いサインペンでざっくり描いただけの地図──それなのに、読書用のベッドサイドランプの柔らかい光に照らされているのを見たら、なんだか物語に出てくる魔法の王国みたいに思えてしまった。その連想が少し恥ずかしかったのだ。

　実際に記されているのは、魔法の王国なんてかわいげのあるものじゃない。八尺様のうろつくグリッチの草原、くねくねの出没する沼地、時空のおっさんや人間大の奇妙な植物が繁茂するゴーストタウン……。既知の場所だけでも充分すぎるほど剣呑けんのんだ。

　鳥子が髪をかき上げながら視線を上げて、私と目が合うとニッと笑った。

「宝の地図みたい！」

「……やっぱりそう思う？」

　私が言うと、鳥子は瞳をきらきらさせて頷いた。

「どういう神経してんだ、おまえら」

　小桜が鼻白はなじろんだように身を引き、私は逆に身を乗り出して地図の真ん中を指差す。

「これが神保町から行ける骨組みビル、米軍の言うエントリーポイントです。長いんで仮に〈ゲート〉とか呼びましょうか。東のバッテンは私が最初に使ってた大宮のゲート。裏世界の地理って全然こっち側とは似てないんですけど、それなりにかっちりしたランドマークがあるように思ったんですよ。特にゲートは安定してるように見えます。大宮のゲートが使えなくなってからも、裏世界には跡が残ってました」

「大宮のはもう機能してないんだよね？」

　鳥子が訊ねる。

「うん、だからバッテン。鳥子と小桜さんは何度も裏世界に行ってるし、私より詳しいと思うから、知ってる情報をここに追加してもらえばいいかなって。どう？」

　反応がなくなったので、私は顔を上げた。二人ともじっと地図を見下ろして、なんだか感慨深げな顔をしている。

「鳥子？」

「あ、うん、ごめん。冴月もこんな地図作ってたなって」

「ちまちま手帳に描いてたな……もっと大きい紙に描けって言ってたのに」

「思い出話はいいです」

　私はぴしゃりと遮った。

「っていうか鳥子、地図があるんなら最初から出してくれない？」

「もうないよ。冴月が持っていっちゃったから」

「どこに……ああ、本人と一緒にロストしたってことね。オーケー」

　雑にまとめたら、二人に不満そうな目で見られた。知らんがな。もう冴月さんに対する二人の感傷はどんどん無視していこうと思う。

　サインペンを渡すと、鳥子と小桜はためらいがちに地図に手を伸ばして、代わる代わる情報を書き加えていく。骨組みビルの西側にいくつか建物のマークが追加され、北側のゴーストタウンの先には山に登る道が描き込まれた。西の湿地帯の南側には水路らしきもの。とはいえ、期待したわりに、劇的な新情報はなかった。

「これだけ？　小桜さんはともかく、鳥子は十回くらい行ってるはずだよね？」

　拍子抜けした私が訊ねると、鳥子は肩をすくめた。

「最初は冴月に連れられて、安全確認しながらちょっとずつ行動範囲を広げていったんだ。冴月がいなくなってからは思い切って足を延ばしてみたけど、そのあとすぐ空魚に会って、あとは知ってるとおり」

「なんだ。じゃあ私とあんまり変わらないじゃん」

「むしろ空魚の方が大胆だよ。最初に逢ったとき、いきなり死にかけてたし」

「あれは大胆というか……」

「空魚ちゃん、きさらぎ駅はここでいいのか？」

　小桜が地図の南西に描かれた長方形を指差した。

「正確な位置はわかりませんけど、とりあえず端はじっこに描いておきました」

「あれから半月は経ってる。海兵隊の人たち、もうさすがに限界だと思う」

　心配そうに鳥子が言う。私も頷いて続けた。

「なので、助けに行くならラストチャンスかなと」

　沖縄での訓練中に裏世界に迷い込み、きさらぎ駅で立ち往生した在日米軍海兵隊ペイルホース大隊の生存者は、私たちが出くわしたときには既にかなり消耗していた。全滅は時間の問題だろう。

　小桜が不審そうに眉をひそめた。

「どういう風の吹き回しだ？　言っちゃ悪いが、空魚ちゃん、無関係な他人を助けに行くために危険を冒すタイプだとは思えないんだが」

「助けに行こうって言い出したのは私」

　鳥子が手を挙げて言った。

「もちろん私だって、彼らのことを全面的には信用できないよ。でも、あんな場所で孤立してるのを放置するのはダメだと思う」

　熱のこもった声で、鳥子が言った。

「なるほど……空魚ちゃんの目があれば、グリッチを回避しながら彼らを誘導して、入って来たゲートまで連れて行くことができると踏んでるわけか」

「そうです。そこまで行けば、鳥子の手を使って表世界に戻ることもできるはずです」

「確かに可能かもしれない。だけど相手は軍隊だぞ、それも外国の。おまえらが会ったドレイクとかいう中尉の言葉を信じるなら、公開情報に存在しない秘密の部隊だ。たとえ無事に彼らを沖縄に帰すことができたとしても、トラブルに巻き込まれる可能性は高い」

「だからって見捨てられる？」

「──おまえはそういう奴だったな」

　小桜が無表情で呟いて、私に目を戻した。

「空魚ちゃんも付き合いがいい……」

「正直言うと、他にも目論見もくろみがあります」

「なんだ？」

「銃です。新しい銃がほしい」

「……なんで？」

「化け物相手にマカロフ一挺だとさすがに心許こころもとなくなってきました。ライフルとかショットガンとか使ってみたら強かったので、米軍の銃と弾薬、分けてもらおうかと」

　小桜は鳥子を睨んだ。

「これもおまえが言い出したのか？」

「違うよ。私はもうＡＫ持ってるし」

「あ、もしかして小桜さん、他にも銃隠してたりします？」

「いや、ない」

「鳥子は？」

「冴月と裏世界に行ってたとき、見つけた銃を向こうで隠しておいたことはあるけど……もう一回同じ場所に行けるかどうか自信ないな」

「じゃあやっぱり、米軍に分けてもらうしかないですね」

　小桜はなんともいえない表情で私を見て、諦めたように言った。

「……撃ち殺されないことを祈ってるよ」

「私もついてるから、大丈夫だよ」

　鳥子の言葉は根拠なんかないんだろうけど、それでも心強かった。

「しかし、そもそもどうやって行くつもりだ？　きさらぎ駅に通じるゲートは見つけてないんだろ？」

　もっともな疑問だ。

　それについては、私に一つ考えがあった。
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　土曜の新宿の街を、サバゲーに行くような格好の女二人と、引きこもりの中学生みたいな女が、人ごみに揉まれながら歩いている──私たちは客観的にはそう見えただろう。ランチタイムの居酒屋に入り、席に着いても、小桜の顔には不満の表情が貼り付いていた。

「このあたしが、昼飯食うのにわざわざ新宿まで出るなんてな」

「いいじゃん、たまには。何頼む？」

「鯖味噌」

「私は豚肉ショウガ定食。空魚は？」

「え？　ああ、唐揚げかな」

　上の空で答えながら、私は店内を見回した。ランチタイム営業中の居酒屋はほとんど満席に近い。昼と夜ではだいぶ雰囲気が違うけど、間違いなく、前に入った店だった。

　いつの間にか夜の裏世界に足を踏み入れてしまったあの日、私と鳥子が打ち上げをした居酒屋。今は見たところなんの異常もない。厨房から犬の声も聞こえてこないし、忙しく立ち働く店員の言動もまともそうだ。

「本当にやる気なのか、ここで」

　疑わしげに小桜が訊ねる。

「やります。また夜に行くのは嫌ですし、試すならランチタイムしかありません」

　私はリュックサックから、ジップロックに入れた女物のつば広帽を取り出した。八尺様の残した異物だ。きさらぎ駅のときの偶発的な裏世界エントリーは、これが原因だと私は推測していた。今日ここへ来たのは、あのときの条件を再現することで、意図的に裏世界へ入るためだった。

「ねえ空魚、条件同じにするなら、私がやったほうがいいんじゃない？」

「いや、今回は私がやってみる。うまくいかなかったらお願いするよ」

　ジップロックの中身に目を凝こらしながら、私は答える。なんの変哲もない、折りたたまれた帽子にしか見えないのだけれど、よく見るとやっぱり銀色の燐光に縁取られている。

　実のところ、私がやると言ったのには理由がある。ガイガーカウンターとか、繊維サンプルからの化学物質検査とか、小桜が一応チェックしてくれて特に異常はないということだったけど、それでも着用者の身に害が及ばないとは言い切れないからだ。鳥子が一回、私が一回、使用はそれだけに留めておきたい。

「小桜さん。私たちがこれで裏世界に行けたら、またこの帽子買い取ってもらえます？」

「行けたとしても、帽子が原因とは言い切れないだろ。そこの出入り口や、この店そのものに問題があるのかもしれない」

「だとしたらお客さんみんな消えちゃうでしょう」

「あるいは、おまえらが原因という可能性もある。裏世界に一度行くと、〝癖がつく〟のかも」

　その指摘は痛いところをついていた。何度も裏世界に行ったことで、私と鳥子は、向こう側に引っ張られやすい体質になっているのでは──？　そんな考えが頭をよぎったのは一度や二度ではなかった。時空のおっさんと遭遇したときなんて、明確に向こうからの接触だったし。

「でも、だとしたら、小桜さんもたいして条件は変わりませんよね」

「あん？」

「だからまず、小桜さんに先に店を出てもらいます。それから私と鳥子が帽子を使用してから店を出ます。それで小桜さんが表の世界に留まったままで、私と鳥子だけが裏世界に入れたとしたら、これは帽子のせいだという可能性が高いと思うんですよ」

　小桜が目を剝むいた。

「おまえそれを確かめるためにあたしを連れてきたのか!?　そうやって人を実験台に──」

「ち、違いますよ！　だいたい一緒に来るって言い出したの小桜さんじゃないですか」

　そう、あれだけ文句たらたらだったくせに、わざわざ自分から新宿までついてきたのは小桜なのだ。人聞きの悪いことを言うのはやめてほしい。

　小桜は不満そうに顔をしかめた。

「まあいい。首尾よく裏世界に行って、帰ってこれたら買い取ってやるよ」

　私はほっとして頷いた。こっちは生活がかかっているのだ。




　定食を食べ終わるのは、小桜が一番早かった。漬け物に手を付けずに残していたので、もらって食べていると、小桜は椅子を引いて立ち上がった。

「じゃあ、先に出るぞ」

「うん、また後で。空魚、私の漬け物も食べる？」

「ちょうだい」

「漬け物そんなに好きなのか？」

「残すのが嫌なだけです」

「空魚、ほんとにきれいに食べるよねー」

　鳥子がニコニコしながら言った。褒められてると素直に解釈していいのか、これは？

「あたしはヨドバシ寄ってから帰るから、帽子使ってもダメだったら連絡しろ」

　小桜はテーブルに千円札を置いて、一人で店を出て行った。

「あれは三人で帰りたいってことなのかな」

　鳥子が首をかしげた。その発想はなかったので私は戸惑う。

「一人で帰るのが怖くて？　夜ならともかく、まだ昼の一時だよ」

「怖いっていうか、誰かといないと不安なのかも」

　そういうものだろうか。あんなに人に対する態度が悪いのに。

「じゃあこっちもそろそろ行こうか。鳥子、準備オーケー？」

「オーケイ」

　私はジップロックを開けて、折りたたまれた帽子を取り出し、慎重に広げて──そっと、頭に載せた。

　その私を、鳥子がスマホで撮っていた。

「……何してんの」

「空魚が珍しい格好してるから」

「似合ってる？」

「えっと……」

　鳥子が返事をためらったので、私は察して帽子を脱いだ。

「やっぱいい。何も言わないで」

「あっ、そうじゃなくて、むしろ似合ってるんだけど。うーん」

　なにやら言いにくそうに唸うなっているので、私は鳥子のスマホの画面を覗き込んだ。

　写真に撮られた私の帽子は、確かにある意味似合っていた。

　本来なら高原の避暑地で風に吹かれるお嬢さんにでも相応ふさわしいであろう、大きな白いつば広帽は、今日の私の服装──黒インナーとカーキの長袖シャツに合わせたことで、草むしりとか畑の手入れをするお母さんみたいな雰囲気を醸し出していた。

「うん、これはこれでかわいいよ。サファリガイドとかに見えないこともないし」

「何も言わなくていいってば」

　もう絶対かぶらないからな。私は心にそう誓いつつ、帽子を乱暴に畳んでジップロックに戻した。

「もうしまっちゃうの？」

「この前の鳥子も長時間かぶっていたわけじゃないし。店がおかしくなる前にさっさと出よう」

「あっ、そうだね」

　前回の状況を忠実に再現するなら、店内の様子がおかしくなるまで待つべきかもしれない。だけど、どうしてもそんな気にはなれなかった。逃げ場のない屋内で、周囲の人間の頭がおかしくなるまで待機するなんて、こっちがおかしくなってしまう。

　私たちは席を立って、重い荷物を肩に掛けると、緊張しながらレジで支払いを済ませた。店を出たときには、特に異常は感じられなかった。

　外の通りも元のままだ。経験上、裏世界移行時の異常はまず言語に現れる。道行く人の会話、ランチタイムの呼び込みの声、看板の文字などに注意を払いつつ、ゆっくりと駅までの道を歩き始める。

「鳥子、この前って帽子かぶってから変化に気付くまで、どのくらい時間差があったっけ？」

「かぶったのが店に入ってすぐだったよね。あのときは三時間くらい飲んでたかな」

「それが関係あるとしたら面倒だなあ。三時間もこの人ごみを行ったり来たりするのはさすがに……」

　夏のさなか、特に今日は探検用に荷物も背負っているからますます厄介だ。

「……なかなか変わらないね」

　鳥子が呟いた。

「うん……」

　だんだん自信がなくなってきた私は、アスファルトに目を落として、すれ違う人々の足元を見ながら言った。

「今回はうまくいかなかったのかな。ごめん」

「や……そうでもないみたいだよ」

　不意に、鳥子の声が張りつめた。

　顔を上げると、いつの間にか、辺りには誰一人いなくなっていた。

「は？」

　呆気にとられた私の目に飛び込んできたのは、アスファルトからランダムに生えた鉄筋の群れだった。長さはどれも五十センチくらい。錆びてひん曲がった鉄筋からは色とりどりの紐が垂れ下がって、どこからか吹いてくる風に揺れていた。今の今まで、私はこれを人間の脚だと認識していたのだ。

　街並みも変わっていた。通りに面した商店のガラス戸は、色あせたカーテンや紅白の幕で覆われ、中から調子外れな演歌のような音が聞こえてくる。カラオケなのか、メロディに合わせた唸り声がひとくさり続いて、単調な拍手が沸き起こった。

「空魚、見て、看板」

　角のハンバーガー屋だった建物の看板は、まったく判読できなくなっていた。例の言語阻害現象だ。ガラスの向こうがやたら暗く見えると思ったら、店内がまるごと水槽になっている。床一面に、人の腕くらいあるエビに似た甲殻類が積み重なって、ピンと張った触角を蠢うごめかせているのが見えた。

　どちらからともなく、私たちは身を寄せ合っていた。鳥子が小声で訊ねてくる。

「これ、裏世界……なの？」

「多分、まだ違う。中間領域じゃないかな」

「空魚が言ってた、時空のおっさんがいる〈おっさん世界〉ってやつ？」

「……ネーミングに関しては後悔してる」

　変貌した街並みを、私たちは歩いていく。あのときは駅への道を辿たどっている途中で裏世界に移行したから、今回も同様の方向を目指した。

「鳥子、変化の瞬間気付いた？」

「ううん、ほら、さっきすれ違った変な着ぐるみがぶつぶつ言ってて、なんか汚れて臭かったからさ、嫌だなと思ってそっち警戒してたんだ。遠ざかってから前に目を戻したら、もう変わってた」

「着ぐるみなんていた？」

「いたでしょ。あんな変なの初めて見た。沼で溺れかけたみたいにべしょべしょだったな」

　下を向いていたとはいえ、そんなやつが通ったらさすがに気付きそうなものだ。今となっては確かめようもないけど。

「エレベーターとか戸口とかを通るのとは違って、この方法は時間がかかるんだな……。中間領域もなんだか嫌な感じがするし、早く通り抜けちゃいたいんだけど」

「んー、でもほら、神保町のエレベーターも、途中で存在しないはずの階が見えてるよね。あれも同じなんじゃない？」

「あっ、そうか！」

　鳥子に連れられて最初にエレベーターに乗ったときのことを思い出して、私は納得する。あの真っ暗なフロアも、中間領域の一部だったのかもしれない。

「かかる時間が長いか短いかの違いはあっても、実は私たち、必ずこの領域を通過してるのかも。鳥子、頭いいね」

「ほんと？　照れる」

　まんざらでもなさそうに鳥子が笑った。

「だとしたら、なるべく移行にかかる時間が短いゲートを見つければいいのか。この辺のどっかにないかな、もうあの帽子かぶりたくないし」

「今度探してみる？」

「それもいいかもね。私の目があれば見つけられるかも……おっと」

　またもや気付かないうちに、周囲の状況が変わっていた。ビルだと思っていたものは灰色の岩に。地面は草ぼうぼうの未舗装路に。

　そこからの変化は早かった。足元に走る二本の轍わだちが、次第に濃くなる草むらの中に呑み込まれていく。道が途切れて足を止めたときには、私たちの前にも後ろにも、一面の草原が広がっていた。裏世界に到着したのだ。

「おおー。成功したね、さすが空魚」

「うん、よかった……って言っていいのかな」

　いいわけがなかった。本当にヤバいのはここからなのだ。

　足元の草は濃い緑色だ。裏世界の草原は枯れた色だとしか思っていなかったから、少し意表を突かれた。季節の変化によるものだろうか。

　疑問は横に置いて、まずは右目のカラコンを外す。周囲をぐるりと見回して、近くに脅威が見あたらないことを確認した。

「オーケー、とりあえず大丈夫そう。見張ってるから先に準備して」

「お願い」

　鳥子が荷物を下ろして、分解した状態で収まっていたＡＫ‐１０１を手早く組み立てた。髪を後ろでくくってキャップをかぶり、革手袋をタクティカルグローブに替えて、荷物を背負い直す。

「オーケイ、次は空魚」

　鳥子がＡＫを取って立ち上がり、見張りを交代してくれる。私もリュックサックから装備を取り出して身につけた。いつもの通り、マカロフは太股のホルスターに収める。

「準備できた。行こう」

　立ち上がって、私たちはすぐに移動を開始した。なんだか熟練の兵士になったみたいでテンションが上がる、とか思っている時点で熟練でもなんでもないのだけれど。この前みたいに化け物に襲われるのが怖かったので急いだだけだ。

　東側が直線上に小高くなっていて、あれが線路だろうと見当が付いた。風に揺れる草むらを、グリッチを避けながら、急ぎ足で突っ切っていく。

　今回は新しく、新装備の釘袋を導入した。本来は鳶職とびしよくや大工さんが腰に下げる道具袋で、中にはボルトが一摑み入れてある。昼間は右目でもグリッチが見づらいことがあるから、投げて確認できるように、保険の意味で持ってきたものだ。八尺様のときに出会った肋戸あばらとのやり方を真似したのだけれど、私にはちょっと重くて歩きにくかった。

　急いでいるときは投げるよりも目に集中してしまうし、失敗だったかな。むしろ昼間の視認性を上げることを考えた方がいいかもしれない。

　鳥子を先導して土手を上り、線路の上にたどり着いて一息。視点が高くなったので、もう一度あたりを観察しておく。

　西も東も遠くまで草原が広がっている。昼間だからか、この間のような化け物の姿は見あたらなかった。東のずっと遠くには、大きな丸っこい塊がいくつも連なってゆっくりと移動しているのが見えたけど、生き物なのか、それ以外なのか、ここからでは判別がつかない。北を見ると、レールは林の中に消えている。南はしばらくまっすぐに続いてから、ゆるやかに西へカーブしている。多分きさらぎ駅はこっちの方だったと思う。

「大丈夫そう。行こうか……」

　そう言って鳥子に目を戻したら、いつのまにか三十センチくらいの距離で顔を覗き込まれていたのでびくっとした。

「……空魚、やっぱりカラコンないほうがいいよ。その目きれいだよ」

「えっ……な、なにいきなり。やだよ、目立ちすぎるって」

「いいじゃん目立っても」

「よくない！　鳥子くらい美人なら様になるかもしれないけど、私のなりで目だけオッドアイにしてたらオタクっぽすぎて痛い」

「目以外もちゃんとすればいいじゃん？」

「簡単におっしゃいますね？」

　こいつ美人って言われて否定しなかったな……。

「変なこと言わないでよ、もう。いいから行くよ……っと、忘れてた、その前に」

　私はもう一度リュックサックを下ろして、白いタオルを取り出した。

「これ、ライフルに結んどいて。白旗代わり」

「撃たないでくださいって？　白いの見えるかな。黄色とかオレンジの方がよくない？」

「黄色だと白旗だと思わないでしょ」

「そんな形式にこだわらないと思うな……」

　ぶつぶつ言いながらも、鳥子がタオルをＡＫの銃身に結んで担いだ。

「ま、いきなり撃ってくることはないと思うけど。念のためだよ」

「念のためね」

　白旗を掲げて、私たちは線路を歩き出した。
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　穴の空いた白旗を掲げて、私たちは線路の脇に伏せていた。

「いきなり撃ってきたね……」

　鳥子がぽつりと言った。

「あ、あぶなーっ！　死ぬとこだった！」

　日に焼かれた砂利が熱いけど、顔を上げる気にはなれなかった。一瞬の出来事でまだ頭が追いついていない。線路をだらだら歩いていたら、ピュンと空気を切り裂く音がして、バッとタオルがはためいた。ん？　と思った直後、長々と響く銃声が耳に届いた。鳥子に引っ張られて斜面に倒れ込んでから、ようやく撃たれたことに気付いたのだ。

　そろそろと前方を窺おうとした途端、頭上をまた弾が通過して、タオルに新たな穴ができた。

「ひっ……ちょっと酷くない？　助けに来たんだよ私たち！」

「向こうはこっちが人間かどうかというところから疑ってるだろうからねえ」

　鳥子が仰向けに姿勢を変えて、青空を背景にはためく白旗を見上げた。

「殺す気だったらもう二人とも死んでると思う。二発撃って、どっちもタオルに命中させてる。いい腕」

「立っても大丈夫だってこと？」

「そこまで確信はないなー。ちょっと私が試してみていい？」

「どうぞ？」

　鳥子がＡＫを下ろして、引き金に指をかけたので、私は耳を塞いだ。

　一発、二発、三発。短い間隔で撃ってから少し開けて、また三発。今度は一発ずつの間隔が長かった。それからふたたび、短い間隔で三発。

　草原に銃声の反響が吸い込まれていく。

「……ＳＯＳ？」

「知ってるモールス信号、これしかないんだ。ママにちゃんと教わっておけばよかった」

　鳥子が恥ずかしそうに言った。

「救助を求めているわけじゃないけど、少なくとも、話が通じることだけは伝わる……といいな」

　鳥子がもう一度ＡＫを掲げた。破れた白旗が風になびく。今度は銃弾は飛んでこなかった。私たちは顔を見合わせて、そろそろと立ち上がった。

　線路に戻ってまた歩き始める。鳥子がＡＫを掲げたままなので、私も両手を上げておいた。だんだん疲れてきて、言われてもいないのにホールドアップしたのを後悔し始めたころ、前方の線路が途切れているのが見えた。

　近付くと、線路が土手ごと大きくえぐれていた。崩れた箇所を見下ろすと、ねじれたレールと枕木が散らばる中に、電車が一輛、真っ黒に焼け焦げて横たわっていた。

　顔を上げると、途切れた土手の反対側に、海兵隊の兵士が何人も、こちらに銃口を向けていた。真ん中の顔に憶えがあった。巻き毛と物憂げな目付きが印象的な若い男──ウィル・ドレイク中尉だ。前回よりもさらに憔悴した顔には、信じられないとでも言いたげな表情が浮かんでいる。

「あっ、どうも」

　目が合ったので、私はつい頭を下げる。しまった……我ながらもうちょっとかっこいい登場の仕方があったのでは？　まるでアパートの隣の住人に出くわしたみたいな、気の抜けた挨拶をしてしまった。

「あなたがたは……あのときの？」

「待たせてごめんね、助けに来たよ」

　私の代わりに、鳥子が言った。




　電車の残骸を迂回して海兵隊と合流した私たちは、やつれて汚れきった兵士たちに囲まれてきさらぎ駅に向かった。

「生きてたんですね。二人とも電車に轢ひかれたのかと思ってましたよ」

「間一髪でしたけどね。あの後、皆さんは？」

「あなたがたがあの怪物を倒してくれたので、かなり士気が持ち直しました。とはいえ物資の不足はどうしようもなく、エントリーポイントへの帰還方法を模索するうちに十二人が犠牲になりました」

「それは……」

　なんと言っていいものか。私たちに何かできただろうか？　もっと早く来ればよかった？　でもこいつら私たちを殺そうとしてたしな。こいつらというか、グレッグ曹長が。

「あの。他の人に会う前に伝えておきたいんですが、私、こんな目をしてますけど、化け物じゃないです。鳥子もそうです」

「わかりました」

　中尉があっさりと頷いたので、逆に戸惑ってしまう。

「え、納得するんですか」

「この地に来てから納得など一つもしたことがありませんが……正気を失った我々の仲間は、もっと凶暴でしたし、その行動は不安定で意味不明でした。あなたがたとは違う。それに、あの怪物を撃ち殺したのも……」

「グレッグ曹長はそう思っていないのでは？」

「いや……彼はもう……」

　中尉が言葉を濁したので、嫌な予感に襲われる。

「何かあったんですか」

「あのとき、目の前であなたがたが〈人肉列車ミートトレイン〉に轢き殺されたと思って、彼は精神のバランスを失ってしまったんです。独断で攻撃に踏み切り、爆薬で線路を吹き飛ばして一輛を破壊することには成功しましたが、そのときに車内から出現した〈拷問猿モンキーシャイン〉との戦闘で命を落とし……」

　私は鳥子と顔を見合わせた。

「いや、すみません、あなたがたが気に病まれる必要はないです。あのとき彼は既に、限界が近付いていた。自分がアザーサイドに呑まれて心を失うことを誰よりも恐れていましたから、戦闘で死ねたのは、彼にとってはむしろ幸運だったと言えるでしょう」

　……そう言われても。

「これまであの電車は、われわれの仲間を何人も連れ去っていきました。彼らが内部に囚われたままに見えたので、ずっと攻撃を躊躇ためらっていたのですが、曹長はそのラインを踏み越えたということです。もっと早く実行に移すべきだったのかもしれません……」

　中尉が悔やんでいる横を歩きながら、私は別のことが気になっていた。曹長が裏世界の存在を破壊できたということを、どう捉えるべきかだ。

　私の目は、たぶん、認識のレイヤーをチューニングすることで裏世界の化け物に銃弾を命中させることができる。曹長の使った爆薬が電車に効果を発揮したということは、彼は自分の認識を電車のレイヤーに合わせられていたことにはならないだろうか。

　精神のバランスを崩したからそうなった？　つまり……狂気に陥ることによって、人間は裏世界の存在に近付いていくのか？

　考えているうちに、中尉と私たちを中心にした隊列はきさらぎ駅に到着した。昼間に見ると、田舎の廃駅そのものだ。夏になったからか、線路脇の草がだいぶ伸びている。表世界と違うのは、蟬や鳥の声がまったく聞こえないところだ。

「じゃあ、もう電車は来なくなったんだ」

　鳥子が言うと、中尉は平板な口調で答えた。

「いえ。まだ来ます」




　改札を抜けて野営地に入ると、兵士たちの驚きの声が私たちを包んだ。

　あのときの二人だ、死んでなかったのか、あの目は一体なんなんだ──みたいなことを口々に英語で言い合いながらも、遠巻きに私たちを凝視している。昼の光の下で見ると、みんな頰がこけて目も落ちくぼみ、かなり消耗しているのは明らかだ。

　中尉は説明を求める声を受け流しながら、私たちをテントの一つに導いた。

「少佐、入ります」

　中に入ると、長身のレイ・バルカー少佐が、素早く立ち上がった。色素の薄い目が、油断なく私たちを睨ねめつける。

「君たちは──」

「〈ザ・ガールズ〉が、われわれを助けに来てくれましたよ、少佐」

　中尉がなぜか自慢するような声でそう言った。いつのまにか私たちは、そんな二つ名で呼ばれていたようだった。
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　当然のことながら、私たち二人が海兵隊を助けに来たという話は、少佐には疑いをもって受け止められた。ところが、私がグリッチを──彼らの言うベアトラップを見ることができる、と口にした瞬間、少佐の顔色は変わった。

「本当なのか。それなら状況はまったく違うものになる」

「脱出できますよ、少佐」

　中尉が熱のこもった口調で言った。線路で合流したとき、中尉には私の能力を実演済みだ。少佐は冷静さを保っているように見えたけど、手を机について椅子に座り込んだ。

　机の上には、彼らが犠牲を出しながら探索した野営地周辺の地図がある。ちゃんとグリッドが引かれた上に、草原の中を走る線路や駅舎、防衛線が描き込まれていた。

　想定されるエントリーポイント──彼らが訓練中に裏世界に迷い込んだゲートは、ここからおよそ五キロ行った森の中にあると推測されていた。たった五キロ、だけど不可視の地雷原に取り囲まれた、絶望的に長い五キロだ。

　少しの間黙って考えていた少佐は、不意に鋭い目つきで私と鳥子を見上げた。

「とてもいいニュースを持ってきてくれた。本当だとしたら、君たちほど頼りになる騎兵隊はいないな。だが、ひとつだけ教えてくれ。なぜ前回それを言わなかった？」

「あー……それは」

　当然の疑問だろう。特に何十人という部下の命を預かる上官としては。私が答えに詰まっていると、鳥子が横からぶっきらぼうに言った。

「あのときはみんなピリピリしてた。下手なことを言ったら撃たれてたでしょ」

「誰がそんなことを──」

　言いかけて、少佐は中尉と目を見交わした。

「──ああ、その危険はあったかもしれないな」

　ふーっとため息をついて、少佐は目を閉じた。

「確かに、その通りだ。すまない。われわれを救うために、この地獄に戻ってきてくれたのだとしたら、感謝の言葉もない」

「いいんですけど、その代わりお願いが」

　改まったお礼を言われて居心地が悪くなった私は、思わず口を挟んだ。

「できることはあまり多くないと思うが、なんでも言ってくれ」

「ほんとですか！　じゃあ、銃くれませんか」

「銃……？」

「あ、弾も一緒に。余ってたらでいいんですけど」

　少佐と中尉の表情に困惑の影が差す。焦って前のめりで喋っていたら、鳥子に袖を引っ張られた。

「空魚、空魚」

「え、なに？」

「もう少し話の持っていき方があると思うの……ちょっと代わるね」

　鳥子が私の前に出て英語で話し始めた。たちまち少佐と中尉の顔に理解の色が浮かんだ。シュア、シュア、オフコースユーニードガンズヒア。バットノーグレネード。オンリースモールアームズ。オーケイ？　ノープロブレム。サンキューソーマッチ。話はあっという間にまとまったようだ。

「いいってさ」

「何言ったの？」

「手持ちの武器が心許ないから、脱出するあいだ貸してくれって」

　私と変わらないじゃないか。ちゃんと説明しようとしてたのに。

　納得できないでいるうちに、少佐が中尉に言った。

「偵察に出ている者は？」

「いません。生存者は全員野営地にいます」

「よし。明るいうちに動くぞ。撤収準備にかかれ。何人か私のところによこせ。君は彼女らを〈ドッグハウス〉に案内してから撤収作業を監督しろ」

「了解イエッサー」

　中尉はビシッと敬礼してから私たちに向き直った。

「一緒に来てください。まず武器庫に案内します」

　中尉について外に出ながら、鳥子が私に文句を言った。

「空魚は話を急ぎすぎなんだよ」

「英語は結論から話せって言うじゃない」

「空魚が喋ってたの英語じゃないじゃん」

　微妙な表情の鳥子と肩を並べて、私たちは中尉の後を追った。




「あなたがたの体格に合う銃があればいいんですが」

　武器庫として使われているテントの中で、中尉は言った。

　ラックに並んだ銃は確かに大きなものが多く、いざ目の前に並べられると迷ってしまう。

「私は弾だけ分けてもらえばいい」

　鳥子が弾薬の積まれた棚に近付いた。

「これ、いい？」

「五・五六ＮＡＴＯですよ？　トリコさんの銃はＡＫでしょう？」

「これ、ＡＫ‐１０１なんだ。口径小さいから最初は五・四五かと思った。黒いから変なＡＫだとは思ってたんだけど」

　背後の呪文みたいな会話を聞き流しながら、私はウェポンラックを物色する。拳銃はマカロフがあるから必要ない。ショットガンは少し魅力的だ。小桜の持っていたレミントンに似たやつがある。

　映画でよく見るタイプのアサルトライフルがずらりと並ぶ棚を睨んでいると、話を終えた鳥子と中尉がやって来た。

「Ｍ４ですね。われわれには手に馴染んだ銃です」

「ちょっと私には大きいかな……。この前ここで私が撃った銃ってどれでしょう？」

「Ｍ14のことでしょうか」

　中尉が銃身の長いライフルを取ってくれる。この前きさらぎ駅で、鳥子に支えてもらいながら撃ったやつだ。改めて持ってみると……やっぱり重い。持ち歩くのはしんどいかもしれない。

「これのもうちょっと軽いやつないですか？」

「すみません。狙撃銃はそんなに種類がないんです」

「空魚、ライフル好きなの？」

　鳥子が興味深そうに訊ねた。

「私の目と相性がいいんじゃないかなって」

　きさらぎ駅の怪物を撃ったときのように、スコープ越しに右目の能力を使って狙撃ができれば便利そうだと思ったのだ。

「もちろん、ちゃんとした狙撃なんかできる気がしないから、真似事にしかならないだろうけどね」

「ある程度距離が取れればいいということなら、これはどうです？」

　中尉がラックから引っ張り出したのは、形はＭ４とそっくりだけど、銃身が短めでコンパクトな外見のアサルトライフルだった。

「Ｍ４　ＣＱＢＲです。持ってみてください、Ｍ14に比べるとだいぶ軽いでしょう？　屋内での取り回しをよくするためにＭ４のバレルを短くしたものですが、ソラヲさんが想定する使い方ならむしろ使いやすいかと。人との撃ち合いを目的としているわけではありませんよね？」

「は、はい。化け物を相手にするときに使いやすければそれで。近付かれる前に撃ちたいってだけです」

　急に饒舌になった中尉に戸惑いながらも私は答えた。中尉は大きく頷いて続ける。

「わかりました。もちろん集弾性グルーピングは狙撃銃とは比べものになりませんが、スコープで補いましょう。他にオプションパーツはつけますか？」

　ご一緒にポテトはいかがですか、みたいなノリで言われた。

「ええと、よくわかんないのでお任せで……」

「じゃあ、こんな感じでどうです？　ＡＣＯＧの四倍スコープ、レイルハンドガードにヴァーティカルフォアグリップ、ＭＡＧＰＵＬのＣＴＲストック……」

「わ、ちょ、え」

　中尉がスーパーの棚から食料品を取るような気軽さで、次々とパーツを取っては私に手渡してくる。

「ドットサイトとかシュアファイアとか、要るかな……重くなるからかえって邪魔かもしれませんね。やめましょう。なるべく軽い方がいいですよね？」

「あっ、はい」

「これ、トリコさんなら取り付けられますか？」

「まあ、多分」

　鳥子もびっくりしたように答えた。

「よかった。他に必要なものはないですね？　それじゃ、ついてきてください」

　中尉は武器庫を出て、急ぎ足で次の目的地へと向かう。新しい銃と、雑多なパーツを抱えて、私たちは小走りについていった。

「あの、こんなに気前よくもらっていいんですか」

「ええ、どうせここにあるものはほとんど持って行けませんから」

　野営地の中はだいぶ慌ただしい雰囲気になっていた。駆け足で進む海兵隊員の隊列とすれ違って、端に駐められた何台かの車のところへ向かう。ジープに似た大型の車や、荷台のある大きなトラック、ルーフから機関銃の銃身が突き出た装甲車。タイヤが外され、解体されているものもあった。

　その中に、ひときわ目立つ異様な姿の車が二台見えた。

　どちらもごつくて角張かくばった車体の上に、ずんぐりした八角柱の塊が載っている。覗き窓がたくさんついていて、装甲された展望台のようにも見えた。車体の上で何人かの兵士が溶接作業中で、けたたましい音をたてて火花が散っていた。

　なんだこれ？　鳥子に目を向けたら、知らないと首を振られた。溶接の騒音の中、中尉が口を開いた。

「イスラエル軍にナグマホンという重装甲歩兵戦闘車があります。パレスチナ自治区に入って対人戦闘をするという、限定された用途のために作られた車輛です。その特徴は、戦車から砲塔を外して、代わりにドッグハウスと呼ばれる密閉型の戦闘室を据え付けていることです。覗き窓から外を見て、全方向に銃座を向けられる、人間を殺すことに特化したハリネズミのような装甲戦闘車輛ですね」

　そんなえげつない兵器があるのか。若干引いている私に気付かないまま、中尉の説明は続く。

「アザーサイドに耐爆車輛ＭＲＡＰを持ち込んだはいいものの、ここでの脅威は爆発物や対戦車兵器を持ったテロリストではありませんでした。路上に存在する脅威という意味では、ベアトラップは即席爆発装置ＩＥＤに近いとは言えますが……むしろ現在われわれが置かれた状況は、パレスチナ自治区におけるイスラエル軍の偵察任務、治安維持任務に近いと考えました。だからこうして作ったんです、われわれのナグマホン・ドッグハウスを」

　おもちゃを自慢するみたいな口調だった。

「この、車体前部に大型のアームを備えた方が〈ゴルゴン〉。バッファロー地雷処理車をベースにしています。後ろの装甲スクールバスが〈オウルベア〉、ベースはＲＧ‐33Ｌ装輪装甲車です。どちらも装甲銃塔キットＯＧＰＫを改造したドッグハウスを備え、全周囲に攻撃が可能です。ベアトラップを踏んだら終わりとは知りつつ、最後の希望を込めて作っていた車輛でしたが、あなたがたがいれば活用できる。本当によかったですよ」

「す、すごいですね」

　かろうじてそれだけ言った。男性の自慢話に適切な相槌を打つ訓練を積んでいないので、こんなときどう返事したらいいのかわからない。

「すごいね」

　鳥子も口にしたのはその一言だけだった。それでも中尉は嬉しそうな笑みを浮かべて、誇らしげに背後の装甲と銃座の怪物を見上げた。

「ここで少し待っていてください。すぐに全員集まりますから」

　溶接作業を終えて、車輛の上の兵士たちが下りてきた。中尉がてきぱきと指示をすると、二人が残って私たちの近くで歩哨に立ち、他は駆け足で去っていった。

「……もうちょっと褒ほめた方がよかったと思う？」

「満足そうだったからいいんじゃない。貸して、空魚のそれ」

「どれ？」

「全部」

　抱えていた銃とオプションパーツを渡すと、鳥子はその場に腰を下ろして、銃をばらし始めた。私は〈ゴルゴン〉のばかでかいタイヤにもたれて、兵士たちの慌ただしい撤収作業をぼーっと眺める。テントとかどうするのかな、と思っていたけど、畳んだりする様子もない。中尉の言ったとおり、ほとんどの備品はここに置いていくつもりらしい。

　ふーん……？　これあとで回収に来たらいいんじゃない？

　二人の兵士が赤黒ストライプのケーブルを野営地中に張り巡らせているのを見ながら、装備品の略奪方法を考えていると、鳥子が感心したように言った。

「中尉さん、ほんとに軽めのパーツ揃えてくれたみたい。素の状態より軽くなるかも」

　タクティカルグローブを脱いだ鳥子の手が、器用に銃をばらしてパーツを換装していく。幽霊みたいに透明な左の指先が、楽器を弾くように銃身をなぞる。思わず目を奪われた。

「……器用だなあ鳥子は」

「銃の分解、やってみると意外と簡単だよ」

「それも親御さんに教わったの？　カナダ人だっけ」

「んー。そう。言ったっけ？」

「ごめん、小桜さんに聞いた」

「ああ。ママがね。カナダ軍にいたから」

「そうなんだ」

　軍人だったのは父親だと思っていたので、これには驚いた。そういえば銃でモールス信号を撃ったときも、ママがどうとか言ってたっけ。

「はいできた。持ってみて」

　渡された銃は、ごつごつした外見に比べると驚くほど軽かった。黒い銃身にアースカラーのカスタムパーツが映えて、意外とお洒落しやれ……かも？

「おー、確かに軽い気がする」

「でしょ。しばらく使って、物足りなくなったらさらにカスタマイズするといいよ」

「そ、そんなに使い込むかどうかわかんないけど」

「ちょっとそこ立ってて。銃両手で持ったまま」

　私を〈ゴルゴン〉の前に立たせたまま、鳥子が十歩くらい離れて、写真を撮るみたいに指で枠を作った。

「うん、似合ってる」

「喜んでいいのそれ」

「素直に受け止めてよ」

「まあいいけど。どうやって構えるの？」

「教えてあげるね。こっち来て」

　私の手を引いて、〈ゴルゴン〉と〈オウルベア〉の反対側に回る鳥子を、二人の歩哨が訝いぶかしげに目で追っていた。

「基本はストックを肩にこう当てて、スコープを覗く。左手はハンドガードを持ってもいいし、フォアグリップを握ってもいい。マガジンキャッチの前を持つ人もいるけど」

「こう？　こうかな」

　慣れないアサルトライフルに四苦八苦していると、鳥子が後ろから手を回して、私の構えを修正してくれる。

「肘をがばっと開かないで。コンパクトに構えるの」

　抱きすくめるようにして、肘を外から押さえながら、両手を銃に添えてくる。頰が触れるほど近くに鳥子の横顔がある。私ではなく遠くに向けられた視線に、目と目を合わせたときよりも、なぜか心がかき乱された。長い金色の睫毛まつげから意識を引きはがして、私は銃口の向いている先に集中しようとする。

「銃に身を隠すくらいの気持ちで。両腕が銃に固定されてると思って動けば、身体と一緒に銃もパッパッと動く」

　私を指導する口調はキビキビしていて、いつもとちょっと違う。銃の扱いを教わった相手──鳥子のお母さんが、こんな感じだったのかもしれない。

「拳銃よりも長いから、銃口どこに向けてるか常に気をつけること。撃たないときは絶対引き金に指をかけない。オーケイ？」

「お、オーケー」

「グッド！」

　弾倉の外し方とか、安全装置と射撃方式の選択とか、一通り教わったあと、私と鳥子は踵きびすを返して、元いた場所へと戻った。

〈ゴルゴン〉の前に回ったら、ずらりと並んだ完全武装の海兵隊数十人の視線が私たちを出迎えた。少佐と中尉が前に立っていて、ちょうど少佐が部下一同に向かって英語で喋っているところだった。

　少佐が私たちに目を向けて、紹介するように手を広げた。〈ザ・ガールズ〉がわれわれをアザーサイドから連れ出す道案内をしてくれる、というような意味のことを言われたような気がした。

　頰のこけた海兵隊員たちのぎらついた視線に射貫かれて、私は凍り付く。「あ、どうも」くらいは言った方がよかったかもしれないけど、絶望の縁に指一本でしがみつくような彼らの必死さは、そんなへらへらした態度で向き合えるものではなかった。

　少佐が中尉に頷いて一歩下がった。中尉が前に出て声を張り上げる。オーケイガイズ、ゲロインザヴィーコウ、ムーブイッ！

　ウーラッ！　海兵隊員が声を揃えて、いっせいに動き出した。

〈ゴルゴン〉と〈オウルベア〉のディーゼルエンジンがガロガロいって回り出した。他の動ける車輛にも兵士たちが乗り込んでいく。全員は乗れない。余った兵士たちは周囲に一定の距離を取って散らばり、前後左右に銃口を向けた警戒態勢を取った。

　寄り添う私と鳥子の前まで少佐がやってきた。

「温存してきた燃料をすべて使う。君たちが最後の希望だ。われわれを家に連れ帰ってくれ」

　気圧けおされた私は、何も言えずに頷いた。

　中尉が戻ってきて、私たちを手招きした。

「先頭車輛に同乗してください。道案内をお願いします」

　中尉に引っ張り上げられて、私たちは〈ゴルゴン〉に乗り込んだ。車高がめちゃめちゃ高い。車体後部から入り、後付けされた戦闘室に短い梯子を伝って登る。天井のハッチを開けて外に身体を出すと、かなり広い範囲が見渡せた。二階建ての家の屋根から見下ろすくらいの感覚だ。すぐ横に、巨人の使う折りたたみフォークのような、地雷処理用アームの先端が固定されている。

　私のあとから鳥子も登ってきて、銃塔の上に並んで腰を落ち着けた。エンジン音が高まって、車輛が次々に、ゆっくりと動き出す。先頭は私と鳥子と中尉の乗った〈ゴルゴン〉。三台挟んで、最後尾に〈オウルベア〉。車列はじわじわと進んで、きさらぎ駅の野営地を出た。午後三時半。日没まで、それほど余裕はない。
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　夏の草原に揺らめく銀色の燐光を見極めようと、私は〈ゴルゴン〉の上から目を凝らした。辺り一面、グリッチだらけだ。これは見えなければ避けようがないだろう。密度の濃い場所は壁のように行く手を阻はばんでいて、車輛や集団が通過できる隙間を探して迂回せざるを得ない。

　進行方向を指示するのは思ったより面倒だった。右、左、まっすぐ、ちょい右、止まって、気持ち左、五メートルバックして、三十度右……とか、最初はいろいろ試したけど、言葉で微妙な舵取りをするのは無理があった。

　最初の混乱した十五分が過ぎた時点で、私たちは野営地からまだ百メートルも進んでいなかった。これはダメだ……車内や背後の車列から伝わってくる無言の圧力に脂汗を流しながら、私はどうすべきか考え込んだ。

「空魚、大丈夫？」

　鳥子が顔を寄せて小声で訊ねてくる。

「大丈夫……中尉さん、長い棒ありませんか、ここから運転席の窓に届きそうなやつ」

「探してみましょう」

　ややあって下から渡されたのは、伸縮式の長い金属の棒だった。先端は二つに分かれて、Ｔ字型の両端は何かを引っかけられるように丸まっている。

「なにこれ？」

「点滴の袋を吊す棒だって」

　いっぱいに伸ばすと、なんとか先端が運転席の窓ガラスに届いた。

「これで指示した方向にゆっくり進んでください。止まってほしいときは二回叩きます。それ以外は一定速度で走っても大丈夫です」

　地雷処理アームの隙間に引っかけておけば、点滴棒をずっと保持する必要もなかった。近くのグリッチにボルトを投げ込むと、溶けたり光ったり、変な音がしたりして、そのたびに兵士たちがどよめいた。釘袋とボルトを持ってきたのは無駄だったかと思ってたけど、こうやって他人に危険を知らせるには便利だ。

　順調に進み始めて少し経ったとき、背後がぱっと明るくなった。

　振り返った私の目に、野営地のあった場所で膨れ上がる巨大な爆発が飛び込んできた。

　轟音と衝撃波がやって来て身体を揺さぶった。火球から黒煙が渦巻きながら立ち上っていくのを、鳥子と二人で呆然と見守ったあと、泡を食って車内に頭を突っ込んだ。

「中尉!?　野営地が！」

「はい？　ああ、そうか。さっきお二人は聞いてなかったんでしたっけ。大丈夫ですよ、意図的に爆破したんです」

　冷静な反応に面食らう。

「な、なんで!?」

「われわれの痕跡が残りすぎでしたから。忌々いまいましいステーション・フェブラリーも、これで瓦礫がれきの山です」

「そ、そうですか」

　野営地に余った物資をいただく皮算用もこれでおしまいだ。ショックの余韻が抜けないまま、私は見張りに戻った。

「空魚、どうしたの。集中してよ」

「わかってるけど……はあー」

　つい落胆のため息が出てしまう。

「……なにかよからぬことを考えてた？」

　疑わしげに言われて、私は目をそらした。

　隊列は死の草原を進んでいく。点滴棒で鼻先をつついて方向を指示すると、ディーゼルエンジンの巨獣が律儀に方向を変える。なんだか馬の鼻先にニンジンを下げているような気分だ。

　一時間半ほど経過しただろうか。徐々にグリッチの数が減って、こまめに方向転換を指示しなくてもよくなってきた。周囲には低い灌木かんぼくが目立ち始めた。濃い緑の苔こけに覆われた丘を越えると、開けた斜面の下に薄暗い森が横たわっているのが見えた。

「中尉、来てください」

　車内に声をかけると、中尉が梯子を登ってきて、ハッチから頭を出した。

「どうしました？」

「あの森、皆さんがこっちに入ってきた場所に間違いないですか」

　中尉が地図に目を落として、少し考えてから顔を上げた。

「おそらく。夜だったので、状況が完全に把握できなかったのですが、野営地との距離と方角からすると可能性が高いです」

「だったら、あと少しだね」

　鳥子の言葉に頷きながらも、中尉はなおも緊張した表情で森に目を向けていた。

　話している間にも、隊列は谷間を進んでいく。進路にグリッチはない。このまままっすぐ行けば、木立の中に入っていくことになりそうだ。

　眼精疲労で凝った後頭部を揉んでいると、後列からざわめきが伝わってきた。

　中尉が部下に状況を確認して、眉を寄せた。

「どうしたんですか？」

「誰かが来ると言ってます」

　そう言い残すと、中尉が急いで梯子を下りていく。

　誰か……？

　振り返ると、兵士たちが首を伸ばして後ろを気にしている。私たちはちょうど、ゆるやかな斜面を下っているところだ。その坂の上の稜線に、人が立っているのが見えた。

　車内では中尉が英語で部下とせわしないやりとりをしている。こうなると私にはほとんど意味がわからない。無線を使わず、後列の伝令からの報告を聞いているようだ。

「鳥子、なんて言ってるかわかる？」

　聞き耳を立てていた鳥子が、訝しげに呟いた。

「置いていかないでくれ、俺も連れて行ってくれとか言われてる……？」

「生存者がいたってこと？」

　点滴棒でフロントガラスを叩いて停車させて、私はＭ４のスコープを覗き込んでみた。スコープが短いので、ストックを肩の上に載せた方が覗きやすい。

　四倍に拡大された右目の視界に映し出されたのは、確かに人間だった。他の海兵隊と同じ格好をしている。褪せた色の迷彩服、ボディアーマーにヘルメット、私のと似た銃を提げて、大きくこちらに手を振っている。ただ、顔が見えない。光の加減か、ヘルメットの下がやけに暗い──。

　右目に精神を集中してみると、その姿は一変した。かろうじて迷彩服を着た男のようにも見えるけど、体表は枯葉に覆われた地面がそのまま起き上がったかのようにぼろぼろだ。何よりも腕がない。肩の断面は緑の苔のようなものに覆われている。顔も同じもので覆われて表情が見えない。開いた口から苔がぽろぽろとこぼれ落ちていた。

「うげ……」

　おののいていると、そいつの後ろから、稜線に新たな兵士もどきが現れた。また一体。さらに一体。続々と苔人間の数が増えていく。片脚がないもの、頭が半分欠けているもの、胴体が大きくえぐれているもの……。

「中尉──生存者じゃない！　敵です！」

　私の警告を受けて、車内で中尉が叫んだ。

「接敵コンタクト！　撃ち方始めオープンファイア！」

　その叫び声が聞こえたかのように、苔人間がこっちに向かって走り出した。ファイア！　オープンファイア！　命令が隊列の中を素早く伝言されて、最後尾の〈オウルベア〉が撃ち始める。銃塔が旋回して、突き出された銃口がいっせいに火を噴いた。

　続いて車列の周囲に散らばった兵士たちも撃ち始めた。弾丸が命中すると、苔がフラクタル状の幾何学模様にパッと散った。何発も命中させるとようやく、苔人間は赤と緑の破片をまき散らしながらもんどり打って倒れ込んだ。

「二人とも早く中へ、危険です」

　焦ったように呼びかけてくる中尉に、私は首を横に振った。

「だめです。私がここで見てないと弾が当たりません」

「しかし……」

「中尉、気にしないで撃って！　こっちは大丈夫！」

　鳥子が車内に頭を突っ込んで叫ぶと、足元のハッチを閉めて、私の肩に手を置いた。

「そばにいるから」

「うん」

　私は短く頷いて、銃塔の上に立ち上がった。見える範囲を少しでも広くするためだ。鳥子は膝をついたまま、ＡＫを構えている。足元の戦闘室から銃口が突き出されて、〈ゴルゴン〉も射撃を開始した。私も撃つべきかと思ったけど、やめた。視界が狭まる方が危険だ。この隊列の命綱は私なのだ。

「鳥子、敵が横の方から来てたら教えてくれる？」

「わかった。任せて」

　後方の稜線のいたるところから苔人間が現れて、全力疾走で坂を駆け下りては、私の右目と弾丸に捉えられてばたばたと倒れていく。絶え間ない射撃音に、耳がおかしくなりそうだ。

　取りこぼしのないように、首をサーチライトみたいに左右に振りながら必死で敵を視界に入れようとしたけど、敵はあとからあとから湧いてくる。私たちは次第に包囲されつつあった。

「空魚、ここにいるとまずくない？」

「まずいね、移動しなきゃ」

　鳥子がハッチを開けて、戦闘室の中で撃っている兵士たちの頭上から叫んだ。

「移動する！　後ろにも伝えて！」

　点滴棒でフロントガラスの正面方向を叩く。〈ゴルゴン〉が排気音を轟かせて、ふたたび前進を開始した。後方から迫る敵の群れに目を配りつつ、隙を見て前方の安全を確認する。忙しすぎる！
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　下り坂で速度の乗った〈ゴルゴン〉が、草を薙なぎ倒しながら走っていく。鳥子と二人、跳ねる車体の上から振り落とされないように銃塔の縁にしがみついた。

　すぐそばまで近付くと、二メートル近い金属のフェンスが森を取り囲んでいることに気付いた。そこに絡みつくように、錆びた鉄条網と赤い紐が何本も張り巡らされている。グリッチを示す燐光はない。〈ゴルゴン〉が突っ込むと、車体の鼻先に折りたたまれたアームが、苦もなくフェンスをぶち破った。切断された鉄条網が、ビュインビュイン鳴りながら至近距離を跳ね回る。

「頭危ない！」

　鳥子に引っ張られて、銃塔をかすめる大枝をすんでのところでかわした。バランスを崩して、二人ともハッチの中に倒れ込む。戦闘室内から外を撃っていた兵士三人の、分厚い肩、背中、尻、脚と順番に跳ね返りながら、車内の床まで転げ落ちた。

「いっ……たあ」

「だ、大丈夫、空魚」

「なんとか……」

　団子になってもがきつつも、なんとか立ち上がった。

「〈ザ・ガールズ〉、このまま進んでいいのか！」

　運転席から呼びかけられて、フロントガラスを覗きに行く。薄暗い森の中に銀色の燐光は見えない。不気味なくらいに安全そうだ。

「大丈夫。このままゆっくり走らせてください」

　運転手に言い置いて踵を返し、車内を急ぎ足で戻る。

　車体後部のデッキでは、鳥子と中尉が後方に銃を向けていた。敵を撃ちながら撤退してくる兵士たちと車輛の向こうから、大量の苔人間が迫ってくる。私の視線が途切れたせいで今にも追いつかれそうだ。デッキに出て視界が開けた瞬間、銃弾を受けた苔人間が右から左へばたばたと倒れていった。

　間に合った？　それとも誰かやられた？　何人？　頭の中にぱっと湧いてきた疑念をねじ伏せる。考えるな！　今は犠牲者の数なんか数えている場合じゃない。

　中尉がデッキの柵に銃を置いて、一発一発、淡々と撃っていく。中尉の銃は私と同じＭ４だけど、銃身がかなり長く、スコープも大きかった。発砲のたびに、かなり遠くの苔人間の頭が弾はじけて、もんどり打って倒れ込んでいく。

「……いい腕」

　鳥子が中尉を見て、ぼそりと呟いた。

〈ゴルゴン〉に続いて、後列が森に入ってくる。敵の攻勢が止み、苔人間の残骸が散乱する斜面の向こうで、たくさんの人影が稜線に立ってこちらを見下ろしていた。中にひときわ大きな影があった。シルエットになったそいつは、複雑に分岐した枝角を生やした人間型で、隣にはひょろりと細長い四肢を持つ首なしのキリンのような怪物を従えていた。

　あいつだ！　最初に夜の裏世界に入り込んだとき、私と鳥子の前に現れた化け物。四足獣の方は、海兵隊の持ち込んだロボットがグリッチを踏んで変化したものだと聞いた。

　中尉が銃口を上向けて発砲すると、枝角の間の頭部が見事に弾けた。

　やった！　と思ったのも束の間、怪物の頭部は映像を逆回しにしたみたいにぎゅるっと元の形を取り戻してしまった。

「〈角持つ男ホーンドマン〉……この一月半、われわれを執拗に狩り立ててきた、アザーサイドの狩人です」

　中尉の声からは抑えきれない怒りが溢れていたが、それに構っていられないほど、私はショックを受けていた。

　見ていたのに、倒せなかった！　確かにこの右目で捉えていたのに！

　銃弾は確かに命中していた。いったんは効果を発揮したのだ。その後で、〈角持つ男〉は再生した。どうやら裏世界には、ただ銃弾を当てるだけでは無力化できない奴もいるようだ。

「……追ってこないね？」

　鳥子がＡＫを下ろした。

　敵はそれ以上近付いてこなかった。隊列が森の奥へと進むにしたがって、〈角持つ男〉と苔人間の群れは見えなくなった。

　ショックが醒めやらない私を、運転席から呼ぶ声がした。

「〈ザ・ガールズ〉、指示をくれ！」

「は、はい！」

　我に返って、鳥子と一緒に銃塔の下まで駆け戻った。梯子に手をかけて登ろうとしたら、戦闘室の中の兵士たちに止められた。私に手のひらを向けて、来るなというそぶりをする。

「車の上が木の枝ぎりぎりだから危ないって」

　鳥子が通訳してくれた。確かに、さっき叩き落とされかけたもんな。

　運転席からの視界はあまりよくない。今のところ前方にグリッチは見あたらないけど、樹上や左右の死角に何かあっても発見が遅れそうだ。少し考えてから、私は言った。

「鳥子、私ちょっと外に出る。付き合ってくれる？」

「当然」

　鳥子が頷いた。躊躇いもせずに。

　私たちはまた車体後部のデッキに戻った。行ったり来たりだ。伝令からの報告を受けている中尉に、外に出ることを伝えると目を丸くされた。

「危険ですよ……言うまでもないですが」

「二人で行くから大丈夫です。車内からだと見通しが悪くて、かえって危ないので」

　そう言い残して、私と鳥子は、のろのろと進む〈ゴルゴン〉のデッキから梯子を伝って地面に飛び降りた。後列の徒歩の兵士たちが、驚いたような視線を送ってくる。

　急ぎ足で〈ゴルゴン〉の脇を通って前に出る。数十人の兵士と軍用車輛五台からなる隊列の先頭を、私と鳥子は歩き出した。
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　まだ日は沈んでいないのに、森の中はもう暗かった。木の葉の天蓋を抜けて射し込んでくる黄昏たそがれ色の光が、あたりをかろうじて照らしていたけれど、進むにつれて、その光もだんだん弱くなってくる。〈ゴルゴン〉のヘッドライトが点灯して、私たち二人の影を前方に長々と投げかけた。

　背後からの足音に振り返ると、四人の兵士が追いついてきた。四人は私たちに頷きかけると、五メートルくらい後ろについて、周囲を警戒しながら歩き始めた。どうやら私たちは、護衛をしてもらえるくらいには信頼を得たらしい。

　一人がポーチを探って、小さな包みを放ってよこした。

　鳥子がキャッチした包みの中に入っていたのは、二枚のクッキーだった。キャンディーコートされた色とりどりのチョコレートが、生地の中に練り込まれている。包装の素っ気なさからして、軍用の食料から分けてくれたのだろう。

　お返しとして荷物の中から、携行食として持ってきた一口サイズの塩羊羹を渡してみる。受け取った兵士が初めて白い歯を見せた。

　鳥子と二人、一枚ずつクッキーを取って、一口囓かじって、顔を見合わせる。油脂が生地に染みて、べったり甘い。端的に言ってまずい。後ろの様子をうかがうと、兵士たちが塩羊羹の包みをピッと開けて、出てきた黒い塊になんだこりゃという表情を浮かべていた。

　鳥子が顔を寄せてきてひそひそ声で言った。

「もっとちゃんとした食べ物持ってくればよかったよね！」

「あーそうねー。お弁当作ってくるとかね」

　冗談のつもりだったのに、鳥子はぱっと顔を輝かせた。

「それいい！　今度作ろ！」

「……え、マジで言ってんの？」

　私が訊き返したそのとき、ヘッドライトの光の先、行く手の木の幹の間に、朽ちかけたロープが張られているのが見えた。

　近付くと、その先は木の生えていない開けた場所になっていた。鳥子が荷物から自分のライトを出して、ロープの先を照らす。六本の太い木を結んで作られた、六角形の広場だ。中央に賽銭箱さいせんばこくらいの大きさの箱がぽつんと置かれて、銀色の燐光を放っていた。右目で見ると、賽銭箱のある場所に、何か別のものが二重写しになっているように見える。

「グリッチだ──もしかするとゲートかも」

　私が言うと、鳥子は後ろに向かって手を挙げて、ストップの合図を送った。車列が停止する。〈ゴルゴン〉を降りた中尉が急ぎ足でやって来て、四人の兵士と共に、私たちの肩越しに覗き込む。

「エントリーポイント、ここじゃないですか？」

　私が訊ねると、中尉は考え込んだ。

「そう……かもしれません。確かに、この光景、見覚えがあるような──」

　やけに曖昧な口ぶりだった。

「こんな特徴的な場所、見たらさすがに憶えてません？」

「そうなんですが、何か、記憶がぼんやりしていて」

　うつむく中尉の眉間にぎゅっと皺が寄っていた。額に浮かんだ汗が玉になって流れ落ちる。

「だんだん……思い出してきた。そうだ、われわれは確かにこの場所にいた……山の中にいたのに、気がついたらここで……そして……」

　中尉はさっと顔を上げた。目を大きく見開いている。

「……何か、恐ろしいものを、見た」

　四人の兵士たちも同じような顔をしていることに気付いてぎょっとした。記憶の底の恐怖を追体験しているみたいに、怯えたうつろな表情。夜中に悪夢で目を覚ました幼い子供みたいに、呆然と立ちすくんでいる。

　鳥子と顔を見合わせる。この怖がり方は異常だ。

「ここにいてください。見てきます」

　私が言うと、中尉はのろのろと頷いた。

　ロープを持ち上げて、鳥子と二人、広場に足を踏み入れる。

　足元でカサッと音がしたので見下ろすと、紙を踏んでいた。神社のしめ縄についている、ぎざぎざに折られた紙……なんて言ったっけ……紙垂しでだ。

　ということは、あのぼろぼろのロープは、しめ縄……？

　中央の箱に近付いていく。箱は木製、角が金具で補強されている。長い間風雨にさらされたように、錆で覆われていた。箱の上面は網目になっているけど、その下に板が敷かれていて中は見えない。側面にはチョークで家紋のような模様がいくつも描かれていた。後ろに回ると、板が外されていて、中が見えた。四本の細い壺が倒れて、一面に液体がこぼれた跡がある。そこに、ごく小さい棒状のものが置かれていたようだ。すっかり乾いた染みの中、Ｖ字型の空白が三つ。

　……これ、もしかして。

　私のネットロア知識の中から一つの名前が浮かび上がってきたそのとき、鳥子が無言で私の肩を叩いた。

　振り向いた私の喉から、ヒッというかすれた音が出た。

　広場を囲む木の根本に、顔が見えた。口をイーッと横いっぱいに開いて上下の歯を剝き出した、髪の長い女の顔。鳥子のライトに正面から照らされているのに、私を凝視する目は瞬きもしない。

　鳥避よけの目玉模様を見た鳥というのはこんな気分だろうか。異様に大きく開いた二つの目の中、丸くて真っ黒な瞳がじっとこちらを見ている。ただただ害意だけが伝わってくるその表情が、あまりにも怖かった。

　息を詰まらせたような声が、中尉たちの方からも聞こえた。私たちの視線に釣られて、見てしまったのだろう。

「こいつだ」

　喘あえぐように中尉が言った。

「われわれが見たのは、こいつだ──」

　完全に据わった目を私に向けたまま、女の顔が木の幹に沿って上昇していく。人の背丈を超えてなお伸び上がって、六メートル以上の高さで止まった。

　肩に置かれた鳥子の手も震えていた。目をそらせないまま、パニックが沸々と煮えたぎっていく。悲鳴のように私は叫んだ。

「と、鳥子──撃って！　早く！」

「りょ……了解！」

　鳥子がはっとしたように答えて、ＡＫの引き金を引いた。

　ほとんど同時に、兵士たちが撃ち始める。アサルトライフルの強烈な銃声が森の静寂を吹き飛ばした。暗さに慣れた目に銃口炎が眩まぶしい。

　撃たれた女が、下顎をだらっと下げた。チリンチリン、チリチリチリッ！　鋭い鈴の音が、ぽっかりと開いた口腔から響き渡り、一瞬、私の手足にピリッと痛みが走った。

　女の顔のそばの幹に、手がひたりと現れた。長い指を持つ左手が三つ。隣の幹にもぞろぞろと指がかかる。こっちは右手が三つだった。左右の木を支えに、六本の腕を持つ裸の女の姿がぬっと光の中に浮かび上がった。腰から下は人ではなく、てらてら光る鱗に覆われた蛇体だった。

　麻痺したような頭の隅で、私は納得していた。

　やっぱりそうだ。こいつ、知ってる。

「姦姦蛇螺かんかんだら」──三人の不良少年が立ち入り禁止の森に入り込んで半人半蛇の怪物に出遭うというネット怪談がある。姦姦蛇螺はその怪物の名前だ。字面自体が六本腕の女に蛇の下半身という外見的特徴を表しているのだろう。怪談というより、映画やゲームに出てくるモンスターのようなその外見も、直接目にしてみると圧倒されるなんてものじゃなかった。

　ひと抱えもある蛇体をうねりくねらせながら、姦姦蛇螺が広場に這い出してくる。一応は人間のパーツであるはずの六本の腕までもが、肩関節から指先に至るまで、脚のない虫のように不気味に蠢いていた。

　中尉が後ろに呼びかけると兵士たちが走ってきた。ロープの内外に散開して、次々と射撃を開始する。火線に晒さらされた姦姦蛇螺がぶるぶると身体を揺すると、何百という鈴をいっせいに鳴らしたような音がけたたましく沸き起こった。

「ああっ！」

　鳥子が鋭い悲鳴を上げた。私も、兵士たちも、苦痛に声を上げてよろめいていた。

　痛い──両手両足が痛い！　火傷したみたいなぴりぴりした刺激に、思わず声が洩れる。

　海兵隊も一様に苦しんでいた。四肢がぴんと硬直した状態で倒れて、地面でのたうち回っている兵士もいる。私の痛みもだんだん強くなってくる。まずい──！

　恐怖と苦痛に抗あらがいながら、右目に意識を向ける。姦姦蛇螺の姿が薄れ、別の様相が見えてきた。

　あれほど怖かった顔がなくなり、特徴的な六本の腕まで消えてしまった。

　そこにあるのは、連なって動いている六本の角材だった。角材といっても木製には見えない、材質不明の白っぽい物体だ。Ｖ字型が三つ繫がって、蛇とは似ても似つかない動きでばたばた、くるくると動いている。角材と角材が接した部分のみ赤く塗られているので、マッチ棒パズルに見えなくもない。表面には小さな弾痕がたくさん穿うがたれているけど、まったく動きに支障があるようには見えなかった。

「と、鳥子。後ろに、戻って」

　鈴の音と共に強まる苦痛に歯を食いしばりながら、私は言った。

「でかい銃……でかいやつ持ってきて！　これ、効いてない！」

「──わかった！　すぐ戻るからね！」

　鳥子は私の背中を一つ叩いて、よろめきながら走り出した。足音が遠ざかっていく。

　霞かすむ視界に、白い角材とクソ怖い女の顔が二重写しになる。逃げ出すこともできずに相手の視線を受け止めているうちに、ふと不審の念に駆られた。

　こいつ、なんで私にガンつけてるんだ？　目を逸そらしたら負けとでもいうように、ずっと私だけを睨め付けている。他にもたくさん人はいるのに。

　いや……、もしかして。

　こいつ、私を威圧して、目を逸らさせようとしてるんじゃないか？　正体を認識されていなければ攻撃が当たらないから、私の右目の能力を封じるために、めちゃめちゃに怖い顔でガン飛ばしてきてるんじゃ……？

　そう思った途端、自分でも驚くほどの怒りが湧いてきた。

　……舐めやがって。田舎のヤンキーかおまえは。

　怖がらせれば目を逸らすと思うなよ。むしろ殺す……私が、おまえを、この目で殺してやる！

　直接手を下すのは私じゃないけど！

　これだけ睨み合っていれば少しは慣れそうなものなのに、なぜかこいつの顔の怖さにはまったく慣れるということがなかった。それでも意地で目を逸らさずにいると、次第に視界がちかちかして、手足だけでなく、顔まで痛くなってきた。姦姦蛇螺の顔がぐわんぐわんと歪んで、距離感が摑めない。だんだん遠ざかっているようにも思える。

　待て、逃げるな、そこにいろよ。今、鳥子がでかい銃を持ってきてくれるからな。それで撃てば、おまえなんか一発だ……。

　そのとき、大音量のクラクションが、鈴の音をかき消すほどの勢いで鳴り響いた。

　一瞬苦痛が引いて、遠ざかりかけていた意識が戻る。いつの間にか私は地面に膝をついて、がっくり頭を垂れていた。はっと顔を上げると、咆え猛るエンジン音とともに、ヘッドライトを爛々と輝かせて、〈ゴルゴン〉が広場に突っ込んできた。

　折りたたまれていたアームが高々と持ち上がって、前に向けられた。その先端には九枚の歯を持つ地雷処理用の鋤すきがついている。もう一度長々とクラクションが鳴り、兵士たちが進路から転げるように退避した。荒ぶる雄牛の鼻息さながらに、排気管から真っ黒な煙を吐き出すと、〈ゴルゴン〉が飛び出した。

　全長八メートル以上の巨体が、ものすごい速度で広場を突っ切っていく。中央の賽銭箱をかすめて、私の目の前で、魔改造された耐爆車輛ＭＲＡＰが姦姦蛇螺に激突した。

　アーム先端の九枚のブレードが、白い角材に深々と突き刺さる。突進の勢いは止まらず、姦姦蛇螺はそのまま押されて、広場外縁の太い木に叩きつけられた。

　のたうち回る姦姦蛇螺の鈴の音を、エンジン音とクラクションがかき消す。アームがさらに食い込み、鈴の音が断末魔のように高まったかと思うと、バギンと凄い音を立てて白い角材がへし折れた。

　姦姦蛇螺の全身がぴんと伸びて一直線になり、電池が切れたおもちゃみたいに、ふっと動きが止まった。

　エンジン音がゆっくりと穏やかになり、停止した。ヘッドライトもフェイドアウトする。広場は急に暗く、静かになった。苦しんでいた兵士たちが、呻きながら地面から身を起こす。

「空魚！　大丈夫だった？」

　広場の外から鳥子が駆け寄ってきて、へたり込んでいた私を助け起こしてくれる。

〈ゴルゴン〉から運転手と兵士たちが降りてきた。姦姦蛇螺の死体──残骸を見下ろして口々に、アンビリーバボー、ワットアヒュージスネークビッチ、ホーリーシッ、と興奮気味に言い合っている。

　アンビリーバボーに関しては、同じ気分だった。

　鳥子の手にすがって立ち上がりながら、私は呆れてかぶりを振った。

「確かにでかいやつ持ってきてとは言ったけどさ……」

「いちばん〝でかいやつ〟があれだったんだもん」

　答える鳥子の声は隠しようもないほど得意げだった。

　中尉が駆け寄ってきて、私たちにライトを向けた。

「ああ、無事でしたか！」

「大丈夫です……やりましたね」

　ほっとして笑顔を見せたつもりだったけど、ライトに照らされた私を見て、中尉と鳥子がぎょっとしたようにのけぞった。

「え、どうかした──」

　言い終わる前に、鳥子がぱっと両手を伸ばしてきて、私の顔を挟むと上下左右めちゃめちゃに揉みしだいた。

「ばっ、ぶっ、や」

　ようやく鳥子の手を振り払って、私は大声を出した。

「やめてよ！　なにすんの！」

　私が腹を立てているのに、鳥子はほっとしたようだった。

「空魚すっごい顔してたよ。さっきの女とそっくりな顔」

「……マジで？」

　私がぞっとして自分の顔を撫でているうちに、他の兵士たちと車輛も広場に入って来た。

　少佐が〈オウルベア〉を降りて、私たちのところに加わった。中尉が不思議そうに広場を見渡しながら言う。

「確かにここです──最初にアザーサイドに入ったのは間違いなくここだ。なぜ忘れていたんでしょう」

「人間って、あまりにも怖い目に遭うと、記憶を失うことがあるみたいです。きっと皆さん、最初にあの怪物を見て、恐怖で散り散りに逃げ出したんじゃないでしょうか」

　もっともらしいことを言ってしまったけど、人間心理についての私の知識は実話怪談の収集から得たものでしかない。そうとは知らない中尉と少佐は何度も頷いた。

「そのせいで、たくさんの犠牲者を出してしまいました」

　悔しそうに中尉がかぶりを振る。

「これ以上怖い目に遭う前に、皆さんを家に帰さないとですね」

　広場の中央に歩いていって、賽銭箱の前で立ち止まった。箱の周囲の空間に見える銀色の揺らめきを指差して、鳥子に言う。

「この辺、摑んでくれる？」

　鳥子がグローブを外して、揺らめきに透明な左手を差し入れた。

「ここ？」

「その辺。で、摑んだまま歩いてみて」

　鳥子が立ち位置を変えると、賽銭箱が紙のようにぺちゃりと潰れたように見えた。代わってそこに、空間を切り取ったような平行四辺形の枠が生まれた。ゲートだ。その先には、草に埋もれた石組みと、シュロの葉が生い茂った夜の空き地が見えていた。生暖かく湿った空気がこちらに流れ込んでくる。生き物の気配を孕はらんだ、亜熱帯の空気だった。背後で海兵隊員の野太い歓声が沸き起こる。表世界の沖縄だ。

「ここから帰れます。急いでください」

　振り返って促すと、中尉と少佐が、大声で部下に号令をかけた。オールライトボーイズ、レッツゴーホーム！

　ウーラッ！　男たちが声を揃えた。

　海兵隊員たちの疲れて汚れた顔には、会ってから初めて、満面の笑みが浮かんでいた。ゲートのそばに立つ私と鳥子に、親指を立て、礼を言い、ハイタッチやグータッチを求めながら、次々と表世界に消えていく。一生分のサンキューを聞いた気がした。それと〈ザ・ガールズ〉も。ありがとう、〈ザ・ガールズ〉。おまえらのおかげだ、〈ザ・ガールズ〉。おまえらも早くここから出ろよ、〈ザ・ガールズ〉……。今までスルーしてたけど、その定冠詞つきの二つ名はなんなんだ。地味なガールズバンドか。

　慣れない笑顔を返すことに疲れて、頰の筋肉がぎしぎし言いはじめたころ、最後の兵士がゲートを抜けた。残るは中尉と少佐だけだ。

「君たちのおかげだ、本当に感謝する──」

　改まってお礼を言いはじめた少佐に手を振って遮る。

「や、いいです、いいですから早く行ってください。いつまで開けてられるかわかんないですから。話はあとで」

「そうか、では向こうで」

「じゃあ、お先に」

　中尉が私たちに微笑みかけて、表世界へと消えた。

　最後にゲートを抜けようとした少佐を、私は呼び止めて、今まで聞かないようにしていた質問を投げかけた。

「一つだけいいですか……野営地を出てからここまで、何人犠牲が出ました？」

　少佐は振り返って私を見下ろし、重々しく口を開いた。

「──ゼロだ。君たちの救出作戦は完璧に成功した。驚嘆すべき行いだよ」

　私は全身の力が抜けそうな安堵に襲われた。少佐が微笑んで、一歩進み、ゲートの向こうから私たちに手を差し伸べた。

「あとは君たちだけだ。さあ──」

「あ、すみません。私たちはこの辺で」

「なんだって？」

「もういいよ、鳥子」

　鳥子が摑んでいた空間をぱっと離すと、ゲートは閉じて、少佐の面食らったような顔がかき消えた。

　森の中にふたたび静寂が戻った。空き地の周囲に乗り捨てられた軍用車輛が、巨岩のようなシルエットを暗がりに浮かび上がらせている。

　脱出の混乱に乗じて米軍と別れるという計画は、前もって鳥子と話していたことだった。いくら友好的で、私たちに恩義を感じていたとしても、これ以上関わったら面倒ごとの方が多そうだからだ。

「誰も死ななかったって。すごくない？　私たち」

「うん。よかった……」

　鳥子がほっとしたように呟いた。

「あの人たちにも、帰りを待ってる人がいるはずだからさ。ほんとによかった」

「そーね。おつかれ、鳥子」

「空魚もおつかれ……っと、大丈夫？」

　足元がふらついて、私はその場に倒れかけた。鳥子が慌てて支えてくれる。

「はー……疲れた」

　心の底から私は言った。

「めちゃめちゃ面倒だったけど、なんとか全員、生きて還せ、た……」

　半笑いで続けたはずの言葉が揺れて、思いがけず、じわっと視界が滲にじんだ。

　あっ、やばい、と思ったときにはもう遅かった。涙がぽろぽろこぼれて、こわばった頰を流れ落ちた。

「うああ、待って待って、ごめん」

　パニックになる私を、鳥子が抱きしめる。私も抱き返した。というかしがみついた。私同様、鳥子も汗びっしょりなのに、とんでもなくいい匂いがした。

「すっごいがんばってたね、空魚」

　鳥子が私の頭を撫でながら、優しい声で言った。やめろ……そんなことされたらますます泣くじゃないか。しゃくり上げながら私は言った。

「だって、鳥子が、あの人たち、みんな助けたいなんて言うから、私」

　鳥子の腕にぎゅっと力がこもった。

「私のわがまま、聞いてくれたんだ」

「別に、いいんだけどさ。新しい銃、欲しかっただけだし」

　鳥子が少し笑って言った。

「せっかくもらった銃、一度も撃たなかったのに？」

　私は胸に顔を押しつけたままかぶりを振って、言い訳するみたいに言葉を重ねた。

「私はさ、ほんとはどうでもよかったんだ。あの人たちのこと、鳥子に言われるまで忘れてたくらいだもん。ほら、私、自分にしか興味がない、人の心がない女だから」

　途切れ途切れに私が言うと、鳥子は首を横に振った。

「そんなことない。空魚はめちゃめちゃいい子だよ、優しいよ」

「小桜さんよりも？」

　私が小さい声で訊ねると、鳥子はしばらく黙り込んだ。

「……気にしてたんだ？」

「…………！」

　顔がかっと熱くなる。抱きついているのが急に恥ずかしくなって、私は身をもぎ離した。

「ごめん、取り乱して──」

　謝ろうとしたら、鳥子が手を伸ばして、私の顔をむにむに揉んできた。

「やめ……やめろよお！　なんなの!?」

　振り払って鳥子を睨み付ける。鳥子はなんだかニコニコ嬉しそうに笑って言った。

「がんばってる空魚見てるの、好きなんだよね」

「……なんで？」

「私一人じゃ絶対無理なことも、空魚と二人ならできちゃう気がするから」

　さらりとそんなことを言われて、言葉に詰まった。収まりかけていた涙がまたこぼれそうになる。

　こっちの台詞だよ、鳥子──。

　そう言おうとして、ふと、頭の中で何かが引っかかった。

　あれ？　似たようなことを、つい最近も言われたような……。

　眉をひそめて、私は訊ねる。

「……もしかして、いつも食べきれない量注文するのもその理由？　一人だと無理でも、私ががんばって食べるから？」

「あっ……ああ、そういうこともあるかもね」

　目を泳がせながら鳥子が答えた。

　こいつ……。

　馬鹿馬鹿しくなって、私はため息をつく。

「もう……帰ろっか、私たちも」

「うん。帰ろ帰ろ。どこから戻るの？」

「戻りのことあんまり考えてなかったね。最悪ここのゲートからも帰れるけど、向こうに出たらまた米軍と鉢合わせるし……」

「めっちゃ気まずいねそれ」

「ま、ちょっと探してみようよ」

　姦姦蛇螺の残骸のそばを通って、私たちは森の奥へと足を向ける。

「ね、打ち上げ、何食べたい？」

「昨日したばっかりじゃん」

「あれは前回の分だし、打ち上げじゃなくて反省会だったもん」

「まあいいけど……もうあんまりお金ないよ。帰ったら小桜さんに帽子買い取ってもらわなきゃ」

　他愛もない話をしながら、私たちはゲートを探して、暗い森の中を歩いていった。




　──結論から言うと、私たちは無事戻ることができた。

　裏世界の夜をうろつく怪物に襲われる前に、森の中、少し離れた場所に別のゲートを見つけて、ペイルホース大隊と再会することもなく、密かに表世界に帰還した。

　だけどこのときは、まさかこの私が、太陽きらめく沖縄のビーチで、鳥子と二人きりのサマーリゾートを満喫することになるなんて、夢にも思わなかったのだ。








ファイル6　　　　　果ての浜辺のリゾートナイト
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　目を覚ましたときにはすでに日が高く昇っている時間で、カーテンの隙間から射し込む陽光が白く眩しかった。

　頭が鈍く痛む。体中が汗でべたべたする。昨日何時に寝たっけ？

「うう……あー」

　ゾンビみたいな呻き声を上げて身体を起こす。寝ぼけまなこで手探りして、いつものようにカーテンを摑み、何も考えずに引き開けた。途端、直前まで薄暗がりとエアコンの涼風によって快適に保たれていたベッドルームに、暴力的な夏の光が炸裂する。

　ベッドの上、私の隣で、鳥子が悲鳴を上げて枕に顔を埋めた。

「なんでそんなことするのぉ」

　くぐもった抗議の声に答えることもできず、私は呆然と鳥子を見下ろした。タオルケットの下で横向きに身体を丸め、枕をひしと抱きかかえた耐閃光防御姿勢を取っているため、いま見えるのは日を浴びてきらきら輝く金色のつむじだけだ。

　……なんで鳥子が私の隣に寝てるんだ？？？

　自分の身体を見下ろす。知らない柄のＴシャツを着ていた。寝起きで鈍磨した頭が衝撃から覚醒するにつれて、次々と疑問が湧いてくる。

　ここどこだ？　なんか小じゃれた木造の……なんていうんだ、コテージ？　バンガロー？　なんでこんな場所にいるんだっけ？

　それに、なんでこんなに外が眩しいんだ？　視界が白飛びするような強烈な日差し、これじゃまるで南国じゃないか──。

　──あ。だんだん思い出してきた。

　目を細めて、改めて窓の外を見回す。空は高く、完璧に青く、白々と陽光を跳ね返す建物の壁と鮮やかなコントラストをなしている。

　そうだ、私たちが今いるのは沖縄──那覇だ。ここは昨夜しこたまオリオンビールと、泡盛をちょっとだけ呑んでから転がり込んだペンションだった。

　ペンションというとリゾートっぽいけど、立地は市街のど真ん中だ。三階建てのビルの屋上に載っかった木造のペントハウスで、窓の正面にはパームツリーの列ならんだ道路を挟んで、向かいにある消費者金融の看板がでかでかとそびえ立っている。

「いま何時ぃ」

　枕を抱えたまま鳥子が訊ねる。ヘッドボードの時計を見て私は答えた。

「十時回ってる」

「んん……チェックアウトいつ……？」

「知らないよ」

　チェックインしたのも憶えてないくらいだ。

　身を乗り出して床を見ると、黒光りするフローリングに、二人分の服が乱雑に堆積していた。人間の尊厳を保った格好で寝ていたのは、理性の賜物か、はたまた脱ぐ途中で力尽きたのか……。

　水が飲みたい。シャワーが浴びたい。

　ベッドを下りて、素足に床板の冷たさを感じながらドアに向かう。と、室内に洋式便器が設置されていることに気付いて「は？」という声が出た。何度見ても洋式便器だ──ウォッシュレットつきの。ベッドルームの他の場所とは、腰の高さのついたてで区切られているだけだ。

　もしかすると私たちがペンションだと思っていたここは、おしゃれな留置場だったのか。困惑しながらドアを開けると、キッチンがついたリビングルームがあった。リビングから通じるドアの先には、洗面所もシャワーも、ベッドルームとは別の独立したトイレもちゃんとあったのでほっとした。

　トイレを済ませて洗面台の鏡を見ると、寝癖頭の自分が見返してきた。Ｔシャツには太い筆文字で「島人しまんちゆ」と書かれている。

　呆然とリビングに戻ったら、ドンキの黄色いビニール袋が二つ、ソファに放り出されているのが目に入った。中を検あらためているうちに、昨夜の記憶がさらに甦よみがえってきた……。




　私と鳥子は、裏世界のきさらぎ駅で孤立していた在日米軍海兵隊の救助に赴き、数十人の生存者を、なんとか彼らが元来た場所──沖縄の米軍演習地へと連れ戻すことに成功した。

　ペイルホース大隊と名乗る彼らを見送った後、少し離れた場所に別のゲートを見つけて、私たち二人も表世界に帰還した。それが昨日のことだ。

　私たちが見つけたゲートは、那覇市街のど真ん中、観光客が行き交う国際通りに面した雑居ビルの屋上に通じていた。

　便利な場所に出られたことを喜びつつ、銃をはじめとする探検用の装備を外して荷物にしまい込み、地上に下りた私たちが最初にやったのは、打ち上げだった。

　極度の緊張からの開放感と、いきなり沖縄に放り出された高揚で、私たちのテンションは相当高かった。まず店内が座敷になった沖縄料理の店に腰を据えた。例によって鳥子がバカみたいな量を頼んで、店の人に食べ切れるか心配されたけど、ジーマーミー豆腐、沖縄薬草天ぷら、海ぶどう、ラフテー、マンボウバター焼き、パパイヤちゃんぷるー、山羊刺、ゴーヤーチャーハンと、運ばれてくる端から二人でがつがつたいらげてしまった。お酒も何杯もおかわりして、結局二時間くらい呑んでいたと思う。その後河岸を変えて、ハシゴしようということになった。

　鳥子と一緒だと私は初めて経験することばかりだけど、飲み屋のハシゴというのも初めてだった。国際通りからアーケードを入っていって、道もわからないまま何度か曲がって、どこかの坂道の途中でバーを見つけて入って、カクテルとか頼んだ……んだっけ？　何杯目かでウイスキーのグラスをカウンターの上で滑らせて「このウイスキーは私のおごりだ」が本当に可能なのかやってみようと言い合ったかすかな記憶があるけど、実行には移さなかったと思いたい。

　……オリオンビールと泡盛をちょっとだけ、どころじゃなかった。

　ともかくそのバーを出て、近くの食堂で沖縄そばを食べて、いい時間だったので、泊まれるところを探したのだ。汗でべとべとなので着替えを求めてドンキに行って、酒の勢いで食べ物と飲み物も買って、タクシーを拾って、ネットで適当に確保した宿にチェックインした。

　その結果がこれだ。

　完全に溶けて袋の中でたぷたぷいっている棒付きアイスを摘み上げて、私はため息をついた。食べ物は他に、つまみ用とおぼしき魚肉ソーセージとビアナッツ。スパムおにぎりとタコス巻き寿司は、締めの炭水化物のつもりだったのかもしれない。飲み物は手つかずのビールが二缶、沖縄限定のチューハイも二缶。ペットボトルの烏龍茶。どんだけ呑む気だったの私たち。インスタントコーヒーがあるのはいいけど、何も旅行先で瓶入りのやつを買う必要なくない？　四十五杯分って書いてあるぞこれ。

　もうひとつの袋には、新品の下着やらＴシャツやら靴下やらが詰め込まれているようだった。酔っぱらって適当に買った着替えだろうけど、買いすぎで袋がパンパンだ。あとで中身をよく確認しないと。

　とりあえずコーヒーでも飲もうと、電気ポットに水を注いで、スイッチを入れる。ついでに、キッチン隅のコンセントに刺さっている自分のスマホを見つけたので回収した。酔っぱらいでも充電は忘れなかった、偉いぞ私。

　スマホの履歴を見ると、昨日の十九時過ぎに小桜との通話記録が残っていた。裏世界からの帰還を報告したのだろう。その後四時間以上にわたって、私と鳥子から、沖縄料理やお酒の飯テロ画像が小桜に対して断続的に送られていた。すべてに既読がつき、返信は青筋を立てて怒りを表明するかわいい動物のスタンプだけだった。

　お酒は怖いな……。しみじみそう思っているうちに、お湯が沸いた。キッチンからマグカップを見つけて、ネスカフェゴールドブレンドの瓶を開けて、コーヒーを淹れる。

　ベッドルームのドアを開けると、真っ正面に木のついたてに囲われた真っ白な洋式便器。やっぱり変だと思う。ひょっとすると私の固定観念が間違っていて、ここは便器のあるベッドルームなのではなく、ベッドのあるトイレなのかもしれない。

　香ばしい匂いを立ち昇らせるカップを二つ、サイドテーブルに置いて、私はベッドの鳥子を揺さぶった。

「鳥子、コーヒー持ってきたよ」

「コーヒー、飲みたい……」

「だから持ってきたっての」

　寝ぼけたようなことを言っているのがおかしい。

「ほら、あきらめて起きて。もう十時半だよ」

　私はタオルケットに手をかけ、一気に引きはがして──

「うわっ!?」

　慌てて元に戻した。鳥子がむにゃむにゃ抗議の声を上げて、タオルケットを引き寄せる。

　な、なんで全裸で寝てるんだこの女！

　よろよろと後ずさる足に、床に散乱した服が触れた。見れば確かに下着が混ざっている。いや待って。ちょっと待って。ということは、私は一晩中ずっと、すっぽんぽんの鳥子の隣で寝てたのか。

　ええー……。

　中高と友達の一人もおらず、他人とろくに触れあったこともない私にとって、いきなり全裸の友達と同衾していたという事実は衝撃的すぎた。

　呼吸のリズムでゆっくりと起伏するベッドの上の塊から目が離せないまま、私は立ち尽くす。

　どう考えたらいいのかわからない。

　いや、別に気にする必要はないのだろうか。もしかすると私が知らなかっただけで、世の中の人はだいたい裸で寝ているのかもしれない。騒ぐほどのことではないのかも。そもそも人が寝るときの格好に口を出す方が不作法な気もしてきた。うん、そうだ、人間誰でも、服は着てても中身は全裸なんだしな……。

「へくちっ」

　私の思考がさまよい始めたとき、鳥子がくしゃみをして、洟はなを啜すすった。枕をさらに強く抱え込んで一言、

「さむい」

　……服を着ろ！




「ほら、コーヒー熱いから気をつけてよ」

「んー」

「チェックアウト、十二時だって」

「んー」

　着替えてリビングルームのテーブルの向いに座った鳥子は、まだ寝ぼけているのか、何を言っても生返事だ。

「い……いつも裸で寝てるんだ？」

「んー。気が向いたら」

　なんだそれ。今日はパジャマの気分ね、とか、今日は開放的な気分だわ、とか、そういうこと？　私には全然わからない。

「朝ご飯、おにぎりと巻き寿司があるけど、鳥子どっちがいい？」

「どっちも」

「ええ？　わかった、じゃあ半分こね」

　包装を破って二つに割ったスパムおにぎりを手渡すと、鳥子は素直に受け取って、もぐもぐ食べ始めた。瞼まぶたが半分下りたままだ。

　鳥子のＴシャツは、紺色の地に、デフォルメされたトビウオが白い線で描かれたものだった。普通にかわいい。自分の島人Ｔシャツを見下ろして解せない気持ちになる。なんで私はこんな浮かれた観光客みたいな絵柄を選んだんだろう……。

　……浮かれた観光客そのものだったからだな、ゆうべは。

　よく憶えてないけど、何かやらかしてないことを祈りたい。

「ねー……部屋なんか変じゃなかった？」

　お、鳥子が人の言葉を取り戻し始めたぞ。

「なんかって？」

「トイレ……」

「ああ。ニューヨークスタイルらしいよ、あれ」

　チェックアウトの時間を確認するため、スマホで宿のウェブサイトを見たらそう書いてあったのだ。

「ベッドルームとバスルームが一緒になってるのがニューヨークの流行はやりだとか、インテリアデザイナーに言われてこうなったんだって」

　私の説明に、鳥子が顔をしかめる。

「騙されたんじゃない？」

「私もそう思う」

「百歩譲って、それが流行りだとして、肝心のバスがないじゃん。わかんない……なんでトイレだけあるんだろ……」

　眠気の去らない頭をなんとか起動させようとしているのか、鳥子はぎゅっと目をつぶって、眉間に皺を寄せて続けた。

「うーん、ニューヨークのセレブとかがパーティして、めちゃめちゃ酔っぱらって横になっても、気持ち悪くなったらすぐそこで吐けるように、とかかなあ……」

「ええ、そんな理由？」

「じゃなきゃ、コカインとかやって、気持ち悪くなって吐くとか……」

「ねえ、鳥子もしかして気持ち悪いの？　吐く？」

「大丈夫……ちょっとぼんやりしてるだけ。シャワー浴びればシャッキリすると思う」

「ならいいけど」

　ニューヨークスタイルだかなんだか知らないが、紛らわしいことをしないでほしい。こんな風に、日常風景の中で突然違和感のあるものを目にすると、裏世界に入る前兆かと思ってぎょっとするのだ。

　おにぎりと巻き寿司を平らげて、コーヒーを啜る。鳥子の透き通った左手を通して、マグカップの歪んだ像が見えていた。

「鳥子、シャワー浴びるなら早く行ってきなよ。あんまり時間ないよ」

「うん」

「ああ、このお酒とかペットボトルとかどうしよ。置いてったらだめだよねえ。こんな重いの空港まで持っていくの馬鹿馬鹿しいけど、今は呑みきれないし──」

「空港って？」

「え？　那覇空港」

「なんで空港行くの？」

「え、帰るからでしょ。もう月曜日なのわかってる？　今日の講義はもう諦めてるけど、明日は大学行かないと」

「せっかく沖縄に来たのに？」

　不満げな鳥子を、私は胡乱うろんな目で見返した。

「来たからなんなの」

「空魚、昨日の約束憶えてないの？」

　なんの話をしているのか全然わからない。戸惑う私に、鳥子が唇を尖らせて言った。

「海に行こうって言ったじゃない」

「……海？」

　私はオウム返しに呟いた。

「そうだよ！　沖縄のビーチだって盛り上がって、水着も買ったじゃん！」

　さっきまでの眠気はどこへやら、鳥子はきらきら目を輝かせていた。

「青い海に、白い砂浜、こんなに天気がいいんだから絶対行かなきゃ！　二人で真夏のリゾートだよ、空魚！」

　あっという間にいつものテンションを取り戻した鳥子を、私は呆然と見返した。

　水着、買った？　二人で？

　この私が、海。水着。

　ビーチ。リ、リゾート……。

「マジで……？」
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　マジなのだった。

　着替えが入っているだけだと思っていたドンキの袋の中には、水着と、タオルと、敷物と、日焼け止めと……要するにビーチで遊ぶためのセットがだいたい揃っていた。

　ゆうべの私たち、どんだけ海に行きたかったんだ。

　いったん調子を取り戻すと、鳥子の動きは素早かった。シャワーをさっと浴びてＴシャツパンイチで出てきたかと思うと、荷造りは任せてと言い放ち、入れ替わりで私を浴室に押し込んだ。

　シャワーを浴びながら、私は心の準備をしようとしていた。

　水着なんて小学校のプール以来だ。海はどうだっけ？　記憶がない。お母さんが生きていたころ、どこかの海水浴場に連れて行ってもらったらしい写真は見たことがある。でもそのときの私は二歳か三歳か、かなり小さかったから、全然憶えていない。当時はお父さんもまともだったようで、親子三人、幸せそうに写真に収まっていた。もう誰もいない実家のどこかに、今もあの写真は残っているだろうか。

　水着か……。考えるだけで怯んでしまう。昨日買ったという水着がどういうものなのか、私はまだ見ていないけど、どうしよう、ぜったい変な格好になる。だってスクール水着くらいしか知らないもん。酔っぱらった自分がまともな水着を選べたとは到底思えない。

　真夏の沖縄のビーチなどという晴れがましい場所に出るなんて、ただでさえ尻込みするのに。外に出るのは嫌いじゃないけど、それはあくまで誰もいない場所に限ってのことだ。人でいっぱいの海水浴場なんて、行きたくない……。

　どうしよう、どうしよう。お湯に打たれながら悩んでいたら、浴室の外から鳥子が声をかけてきた。

「空魚、大丈夫？　あと十五分だよ！」

「え、うそ！　すぐ出る」

「オーケイ、着替え用意しとくね」

　慌ててシャワーを止めて飛び出した。髪を乾かす暇もなく、ざかざか拭いただけでリビングに戻る。

　ドンキの袋から出てきた新しいＴシャツには鍋に入った山羊が描かれていた。かわいい。キャミソの上にＴシャツを着て、下はいつものジーンズ、足元は花柄のサンダル。頭には深くかぶれるグレーのキャスケット。カラコンが荷物のどこかに埋もれてしまったので、青い右目が剝き出しだ。鳥子はワンピースにレースつきの長いＵＶカット手袋、紺色の革サンダルに、つば広のストローハット、サングラスという完璧な夏装備だった。

　鏡に映った自分たちを見て、呆れてしまった。

「遊ぶ気まんまんじゃん！」

「海に行こうって行ったらすっごい乗り気だったもん、ゆうべの空魚」

　にやにや笑って鳥子が言った。いやいや、噓だ、信じないぞ。

　鳥子がほとんど荷物をまとめておいてくれたので、チェックアウトはぎりぎり間に合った。でも、あんまり急ぐ必要はなかったかもしれない。ペンションのあるビルの一階まで下りて、フロントに置かれた籠に鍵を入れるだけでチェックアウトは終わりだったからだ。

　エアコンの効いた屋内から外に出た途端、むわっとした熱気とともに、南国の日差しが容赦なく私たちを打った。長く浴びていると灰になって崩れ落ちそうだ。七月、沖縄の太陽は、日照の少ない秋田生まれの私にとって完全な凶器だった。

「うわー、すごいねこれは。あっという間に焼けちゃうな」

　鳥子が帽子のつばの下で目を細めた。ここは那覇中心街からは結構離れていて、どこへ行くにしても車が必要そうだ。

　直線的な道沿いに、潮風で外壁が傷んだビルが点々と連なっている。ほとんど真上からの陽光に照らされて、街並みは影を失ったように見えた。道の左右を見渡しても、歩いている人はあまりいない。考えてみたら、わざわざ一日のうちの暑い時間帯に好きこのんで出歩く人は少ないだろう。

「さっさとタクシー拾おう。歩いてたら日干しになっちゃう」

　真っ黒に日焼けしたおじさんの自転車や原付、沖縄ナンバーの車を何台も見送りながら、私たちは水分を失っていった。二人の浮かれた観光客の干物がアスファルトにへばりつくことになる前に、運よくタクシーが停まってくれた。

　私たちが担いでいる、装備一式が入った大きくて地味なリュックサックは、今の服装にはあまり似合わないものだと思うけど、初老の運転手さんは特に気にする様子もなかった。

「ビーチに行きたいんですけど、お勧めのとこってありますか？」

　鳥子が物怖じせずに訊ねる。自分では人見知りと言うけれど、こういうところを見ているとそうは思えない。ペイルホース大隊を相手にしてたときにぶっきらぼうだったのは、緊張していたのだろうか。

「はいはい、賑わってるとこがいいかねー」

「あっ、人がいないところがいいです」

　思わず口を挟んでしまった。

「誰もいなくて、静かで、穴場的な……」

「そしたらナダバルのネゾコバマに連れて行こうね、誰もいないからさー」

「じゃあ、それでお願いします」

　固有名詞はよくわからなかったけど、とりあえず頷いた。

「うん、静かなところがいいよね」

　反対されるかと思ったけど、鳥子も賛成のようだった。

「あ、でも現地にお店とかないと不便かな。途中でなんか買ってった方がよくない？」

「だね。すみません、コンビニあったら寄ってもらえます？」

　タクシーが走り出して、私たちはようやくシートに身を落ち着けた。

　中古車販売店やファミレスの並ぶ道を抜けて、交通量の多い幹線道路に出た。道沿いに米軍基地のフェンスが延々と続いている。

　ペイルホース大隊の人たちは、今ごろどうしているだろう。二度と裏世界に迷い込んできませんように。そして、万が一にも表世界で顔を合わせたりしませんように……。

　そんなことを考えていたら、フェンスが途切れて、海が見えた。

「わあ！」

　鳥子が歓声を上げた。私も思わず身を乗り出した。

　沖に向かうほど青みが増していくエメラルドグリーンの海は、ビーチやリゾートには消極的な私ですら見入ってしまうほど美しかった。

「楽しみだなあ。日本に来てからは全然海で遊んでなかったから」

　鳥子が嬉しそうに言った。

「向こうではよく行ってたの？」

「夏になると両親が連れてってくれたよ。バンクーバーに住んでたときは、サンセットビーチでパレードに参加したりして、面白かったな」

　私とは違う世界の話みたい。

「へー。私は日本海しか知らない」

「日本海って海水浴場ないの？」

「あるけど」

「今度そっちにも行ってみようよ。案内してくれない？」

「いい……けど」

　思わず言葉に詰まってしまった。実家周りの思い出が悪いのもあるけど、いま目の前に広がる沖縄の海に比べてしまうと、日本海の彩度の低さは否めない。

「……そうだ、日焼け止め塗っておきなよ。鳥子、私より肌きれいだから、油断すると酷いことになりそう」

「あ、そうそうそうなの！　赤くなっちゃうんだよね」

　鳥子の後に自分も日焼け止めを塗って、手近なコンビニでタクシーを駐めてもらった。折りたたみのクーラーボックスと氷、飲み物と食べ物を買い足して戻り、タクシーは再び走り出した。

　クーラーの効いた車内で揺られていると、だんだんぼんやりしてきた。運転手さんは静かで、カーラジオからはずっと民謡だか童謡だかが流れていた。




　あおいちちゆぬうみばたや

　あやをさがしてなちゅとぅいが

　なみぬくにからうまれでる

　ぬれたつばさぬぎんぬいる

　ゆるなちゅとぅいぬかなしさや

　あやをたずねてうみこえて

　ちちゆぬくにへきえてゆく

　ぎんぬつばさぬはまちどぅり




　鳥子は窓に頭をもたせかけて目を閉じている。寝ているのだろうか。小さな子供みたいにみずみずしい薄桃色の唇が、かすかに開いたままだ。無防備な横顔を見つめるうちに、いつのまにか車は住宅街の中の細い道を走っていた。朱色の瓦屋根や、石垣の上から、石のシーサーがギョロ目で私を見張っている。

　ふと、助手席でかさこそと音がすることに気がついた。覗いてみると、シートの上で小さな巻き貝が動いていた。

　よく見ると尖った脚と鋏が突き出している……ヤドカリだ。

　ヤドカリの周りには砂が溜まっていて、シートの上に作られた小さな箱庭のようだ。フロントガラスから射し込む強い日差しを受けて、白い砂が銀色に輝いていた。

　ちらちら揺れるその光を見ているうちに、だんだんぼんやりしてきた。

　シートに沈み込むみたいに、意識が遠くなっていく──。
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「空魚、ねえ、起きて」

　肩を揺さぶられてはっと眠りから覚めた。

「ご、ごめん、完全に寝てた」

　あたふたと起き上がって目を擦りながら鳥子に訊ねる。

「もう着いた？　タクシー代いくら？」

「わかんない……っていうか運転手さんいないし」

「へ」

　あたりに目をやって、私はようやく状況の異常さに気付いた。

「なんだこれ!?」

　私が寝こけていたのは廃車の中だった。身体の下のシートは破けてぼろぼろ、ドアは四つとも失われて、ガラスも跡形もない。誰もいない運転席には床を突き破って生えた木が葉を広げていた。助手席にはダッシュボードから溢れ出したみたいに砂が堆積している。その上に何か小さな生き物が這っていった跡があるのは、眠りに落ちる前に見たあのヤドカリだろうか。

「起きたらこうなってて、何がなんだか──」

　鳥子が困惑顔で言った。

　おそるおそる外に出る。塗装が剝げて赤錆色の地が露出した車体には、地面から伸びた植物の蔓が巻き付いていた。潰れたタイヤの下には、ヒルガオの群落が広がっている。辺り一面、緑色の絨毯のように敷き詰められた葉の上に、ピンク色の花が咲き誇っていた。

　ヒルガオに覆われたなだらかな斜面の下には白い砂浜、その先にはトルコ石のように輝く海。水平線の上には空が高く伸び上がって、雲が海の色を反射していた。遠い沖には、壁と見まがうばかりに大きな灰色の岩塊が横たわっている。

　とてつもなく静かな中に、波と、風の音だけが聞こえている。沈黙を破って、鳥子が言った。

「これ、裏世界？」

「たぶん……」

「何かヤバそうなもの、見える？」

　そう訊かれて、右目でぐるりと見渡してみた。銀色の燐光はない。

「とりあえず安全そうかな」

「オーケイ、それなら」

　鳥子が意を決したように歩き出した。

「ちょっちょ、どうするの」

「行ってみよ。表でも裏でも、少なくともビーチには着いたわけだし」

「ポジティブすぎない……？」

「だって悔しいじゃん！」

　鳥子が唇を尖らせる。

「二人で遊ぼうって来たのにさ、こんな風に水を差されて……安全なんでしょ、じゃあ行こうよ。いざとなったら銃もあるんだし」

「で、でも」

　私がためらっていると、鳥子は焦れたように言った。

「ねえ、せっかく海に来たんだよ？　こんなんでビビッてられないでしょ」

「う、うっす」

　いや、本気？　どうしても遊びたいってのはわかったけど、ここで？　戸惑う私を尻目に、鳥子は一人で歩き始めてしまった。

　しょうがない。私も荷物を担ぎ直して、鳥子の後を追った。

　浜に下りると、サンダルの脇から熱い砂が素足に触れる。グリッチや怪物は見あたらなかった。今のところ、ふつうの浜辺と同じように見える。ただし、目に入る範囲には、人っ子一人いなかった。

　砂浜は左右に続いている。右側遠くには突堤と消波ブロック、小さな灯台。左側も同じように突堤にぶつかって砂浜が途切れていた。斜面を上がったところにいくつか建物が見える。木造の二階建ては、海の家的な場所だろうか？

「着替えられるところないかな」

　鳥子が周囲を見回して言った。

「なんで？」

「なんでって、水着になるでしょ。こんな何もないところで着替えるのはさすがに」

「そ、そっすね」

　鳥子の決意は固いようだった。

「わかった。あの建物見てみようか。更衣室があるかも」

　私が斜面の上を指差すと、鳥子は頷いた。

　砂浜に足跡を残しながら斜面を上がっていく。なかば埋もれかけたコンクリの石段を登ると、舗装された道に出た。廃車や屋台の残骸が点々と連なっている。目を付けた建物は、やはり海の家だったようで、表に向かって開けた土間の先に、いくつも座卓が置かれた座敷が広がっていた。屋根の上に掲げられた看板は褪色して何が書いてあったのかわからない。

　軒先に入って店内を覗き込む。完全に廃墟だ。壁に貼られたメニューは裏世界特有の奇妙な文字になっていて、なんだか哀しくなってしまった。きっと焼きそばとか、かき氷とか、楽しそうな単語が書いてあったはずなのに、なんにも読めないし、店の人もお客さんも誰もいないし、焼きそばの鉄板は吹き込んだ砂に覆われ、かき氷の機械は床に転がってばらばらになっている。

　鳥子が荷物を探って、懐中電灯とマカロフを取り出した。弾倉を入れてスライドを引き、装塡されたことを確認する。

「どうするの」

「クリアリングしてくる」

「ま、待って。一緒に行く」

　私も自分のマカロフをリュックの中から掘り出した。ホルスターは省略。汗で湿る手のひらをジーンズでぬぐって、グリップを握りしめる。

「お待たせ。いいよ」

　鳥子が頷いた。

「私が前を見るから、空魚は後ろを警戒しといて」

「オーケー」

　荷物を軒先に置いて、海の家の土間を通り抜ける。奥に進むと暗くなったので、鳥子が懐中電灯のスイッチを入れた。

　顔のそばで逆手に持ったライトから、円錐状の光が投げかけられて、暗がりに転がったビールケースや重ねられた椅子を照らし出した。廊下に並んだ窓にはすべて、内側から黄ばんだ新聞紙が貼り付けられている。やっぱり一文字も読めなかった。

　鳥子が抑えた声で言った。

「窓ぜんぶ開けちゃおう。見張ってるから、お願いしていい？」

「わかった。床気をつけてね、サンダルだから、釘とかガラスとか踏まないように」

「オーケイ」

　劣化した新聞紙を引き破る。ガラス窓を開けて、外側の鎧戸を開け放つと、光と風が淀んだ空気を吹き払っていく。厨房、トイレ、従業員の休憩室。表の部屋をだいたい確認し終わったと思ったら、短い渡り廊下の先に大きな座敷が連なっていた。民宿を思わせる造りで、風呂場も洗面所も広く、台所の食器棚には同型の皿がたくさん。洗濯機と乾燥機が何台も並んだ洗濯室には、積み重なったリネンが埃をかぶっていた。

　窓という窓を開けながら裏口まで通り抜けるころには、一階は見違えるように明るくなっていた。床に散らばった新聞紙の破片が、風に吹かれてかさかさ音を立てている。

　鳥子がふう、と息をついて懐中電灯を下ろした。

「一階はクリア。二階も見ておきたいとこだけど……」

　二人で木の天井を見上げる。

「なんの音もしないね」

「廃墟だよねえ……」

　二階に上がる狭い階段は途中で見つけたけど、すべての段にお膳が積み上げられていて、簡単に通れる感じではなかった。ちらっと覗いてみると、お膳の上には使用済みのお皿や茶碗が載ったままで、乾いた飯粒がこびりついているのが見えた。

「まあ……いいか。ここは安全っぽいし、遊びに行こ」

「はーい……？」

　面倒くさくなったらしい鳥子が裏口からそのまま出て行く。私も後を追った。建物の後ろは鬱蒼とした林になっていて、今の格好で踏み込むのはやめた方がよさそうだ。建物の外周を回って、ふたたび表に戻った。そこで目隠しつきのシャワーブースを見つけて、私は立ち止まった。

「ねえ、ここで着替えればよかったんじゃない？」

「おー、ナイスアイデア」

　あっさりと鳥子が言ったので、私は拍子抜けする。

「クリアリングした時間無駄だったじゃん！」

「安全は確認した方がいいでしょ、無駄じゃないよ」

　二階の確認はさぼったくせに……。

　鳥子がドンキの袋から別の紙袋を引っ張り出して、私に放ってよこした。

「はい、空魚の分」

「あっ、はい……」

「どうしたの、不安そうな顔して」

「あー、うん……人前で水着になるの、小学生以来でさ。正直恥ずかしくて。変じゃないか心配」

　私が白状すると、鳥子は微笑んだ。

「大丈夫だって、私が一緒だし」

「鳥子はスタイルいいからいいじゃん──」

　そう口にした瞬間、朝方ベッドで垣間見た鳥子の寝姿がぱっとフラッシュバックして、私は動揺した。

　頰をこすって気を取り直そうとしていると、鳥子が心配そうに言った。

「あのさ、もしかして、おっきい傷とか、見られたくないタトゥーとか気にしてたりする？　だとしたら、気が回らなくてごめん──」

「へ？　あっ、いやいや、そういうんじゃないから」

「ならいいけど、もしそうだったとしても、私は、空魚の肌がどんなでも平気だよ」

「……うん」

　どうしてこの子は、あっさりとそんなことが言えてしまうんだろう。

「ね、だから、着替えて行こうよ」

　鳥子に促されて、私はこくりと頷いたのだった。
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　んんー。なるほどなー。

　自分の水着を見て、私は妙な納得感に打たれていた。

　どういうものかというと……パーカーだった。ストライプのブラトップと、短パン型のボトムスの上から、長袖のラッシュガードパーカーを重ねるスタイル。前を閉じたらいつもの格好とたいして変わらない。せいぜいジーンズが短パンになって生足が見えるようになったくらいだ。

　私っぽい、と思った。したたかに酔っぱらってもなお、あんまり大胆になれなかった自分が、少し嫌になる。

　シャワーブースについた鏡で確認して、しばらく考えてから、前は閉じずに開けておくことにした。

　ブースを出ると、ちょうど鳥子も隣から出てくるところだった。

　レースのついた黒ビキニに、花柄のカーディガン。大人っぽい上品な色気が、サングラスとストローハットでかわいい感じに和らいでいた。素材もいいから、めちゃめちゃに様になっている。私は瘦せて筋張っているだけだけど、鳥子は引き締まった筋肉と柔らかい丸みが両立している。ファッション誌の読者モデルくらい余裕だろう。

　見とれていると、鳥子が私を見て、にっこり笑った。

「よく似合ってるよ、空魚。かわいいじゃん」

「え、うん、そう？」

　さっきまで自分の不甲斐なさに気落ちしてたのに、鳥子に褒められた途端、嬉しくなってしまった。上擦った声が出たのをごまかそうと咳払いして、私は言った。

「とっ、鳥子も似合ってる……きれい……」

　さらっと褒めようと思ったのに、語尾がかすれて、囁くような声が出てしまった。

　鳥子は微笑んで何か言おうとしたけど、急に口元を手の甲で隠してそっぽを向いた。その横顔が、赤くなっている。

「ありがと……」

　照れているのか、鳥子はサングラス越しなのに私と目を合わせようとしない。

「う、海の家！　そう、一回海の家戻っていい？　持っていきたいものがあるんだ」

　きれいとか似合うとか、自覚してるだろうに、私の言葉に珍しく動揺して口ごもる鳥子の姿は、ちょっと面白かった。




　鳥子の言う「持っていきたいもの」は、海の家の隅に放置されたビーチパラソルと、白いプラスチックのデッキチェアだった。

「クリアリングしてるときに見つけたんだ。よくない？」

　いつもの調子に戻った鳥子が、自慢げに言った。

　調べてみると、砂埃をかぶってはいるものの、どちらもまだ使えそうだ。

「まあ、確かに、ビーチに出るならこういうのあった方がいいだろうけど」

「でしょ」

「どうやって持ってくつもりなの？」

「二人でがんばろう？」

　私たちはそれぞれのでかい荷物を担いだ上に、クーラーボックス、着替えの入ったドンキの袋、コンビニ袋を手分けして持って、さらにビーチパラソルと二脚のデッキチェアを後ろに引きずりながら砂浜を歩いていった。

「はあ、はあ、この辺でいいかな」

　波打ち際まで十メートルくらいのところで、鳥子が立ち止まった。

「いいでしょ、もう」

「じゃ、パラソル立てよう」

　どさどさとその場に荷物を下ろして、設営にかかった。砂地にビーチパラソルをできるだけしっかり突き刺して、二人のリュックで根元を支える。デッキチェアを広げてパラソルの下に並べて、その間に敷物とクーラーボックスを置いた。マカロフも敷物の上に置いておく。

　コンビニで買ったウェットティッシュを開けて、デッキチェアの上の埃をぬぐう。

「オーケー、こんなもんかな」

「完璧じゃん！」

　鳥子が歓声を上げてデッキチェアに寝そべった。

「空魚も早く早く」

「はいはい」

　隣のデッキチェアに身を横たえて、はーっと脱力する。

　視界には、私と鳥子の四本の脚、その先に広がる南国の海。緑と青の中間色で、なんとも言えず美しい。

　寄せては返す波の音。潮の香り。本当に完璧なサマーリゾートだ。

　……完璧に異常な環境であることを除けばだけど。

「あれ、なんだろうね」

　鳥子が気怠げに呟いた。

「さあ……アルカトラズ刑務所かなあ」

「ずいぶん大きい刑務所だねえ」

　私たちの視線の先にあるのは、海上遠くに浮かぶ巨大な灰色の構造物だった。差し渡し何百メートルあるのだろう、すべてコンクリートで作ったショッピングモールの模型みたいに無骨で、何階層も積み重なっている。長い斜路や螺旋状の階段らしきものがいくつか見えているけれど、そこを行き来するものは見えない。私たちが裏世界に入ったことをあっという間に確信できたのも、廃車から外に出たときに、この異様な構造物を目にしたからだった。

「ねえ鳥子、ライフル、出しとく？」

「うん……そうね。念のため」

「念のためね」

　起き上がって、リュックサックの中から、分解してあったアサルトライフルの包みを引っ張り出す。鳥子が手早く組み立ててくれるのを、デッキチェアに腰掛けて眺めた。

「いつもすまないねえ」

「空魚も覚えた方がいいよ。暗闇で分解清掃できるようにしてあげる」

「そこまで求めてないっす」

　五・五六ミリ弾の詰まった弾倉をセットして、ボルトリリースレバーを押し込む。これは習ったので私でもできる。いつでも撃てる状態にしたＭ４　ＣＱＢＲに安全装置をかけて、パラソルの根本に立てかけた。鳥子も自分のＡＫ‐１０１を同じように準備して、もう一度デッキチェアに寝そべった。

「オーケイ、これでよしと」

「なんか呑む？」

「あ、そうだね！　乾杯しよ」

　クーラーボックスを開けて、オリオンビールの缶を二つ取り出した。カシュッとプルタブを開けて、私たちは缶を触れあわせた。

「イェーイ」

「カンパーイ」

　何に対して？

　まあ、なんだっていいか。

　裏世界であることに目をつぶれば、ビールは美味いし、潮風は爽やかだし、きれいなビーチを鳥子と二人じめだし、最高なのでは。

「はー、大学サボって沖縄のビーチで呑むビール超おいしい。私もうだめかもしれない」

「だめかもねー」

「普通に飛行機で帰るつもりだったけどさ、考えてみたら銃どうする気だったんだろ私」

「ゆうべ呑んでるときには、ばらして郵便とか宅配で送ろうって話してたけど」

「えっ無理でしょ、沖縄からだと飛行機だし、Ｘ線検査すると思うよ。パーツに分けたって相当うまくやらないと。特に弾なんか形見たらバレバレだし……」

　自分で言ってて、あまりに反社会的な会話でびっくりした。

「あはは、やっぱり？　酔ってるときに相談してもなんにもならないね」

「実行に移さなくてよかった……。もったいないけど、捨ててくしかないかあ」

「そうでなければ、裏世界通って帰るか」

「ええ……ここから？」

　首をねじ曲げて、背後を振り返る。海の家の背後に横たわる鬱蒼とした林に踏み込みたいとは思わないし、海沿いの道もどこへ続いているやらだ。

「ちょっと無理かな……。私たちの知ってる裏世界の地形とつながってればいいんだけど」

「高いところから見たいよね」

「うーん、あの灯台くらい？　でも言うほど高くないしなー」

　だらだら呑んで、最初のオリオンビールの缶が空になるころ、鳥子がデッキチェアから身体を起こした。

「波打ち際行ってみない？」

「いいよ」

　私と鳥子はパラソルの影から出て、海の方に近寄った。念のためマカロフだけ持っていく。

　水は透明で、遠浅の砂地がはっきりと見えた。

　砂浜に転がった貝殻を見つけて、海に放り込んでみた。ジュッといって煙が上がったりはしなかったので、サンダルの底から、慎重に水につけてみる。

「大丈夫っぽい」

「やった」

　鳥子がサンダルを脱ぎ捨てて、素足を水の中に踏み入れた。

　海中から何か襲ってきたときに備えて、右目に意識を集中していたけれど、特に怪しい動きはなさそうだ。私も鳥子に続いて海に入ってみた。波がくるぶしを洗っていく。冷たくて気持ちいい。

　太股まで水に浸かった鳥子の横まで行く。鳥子は波の来る方、水平線の向こうにじっと視線を向けていた。

「どこまで続いてるのかなあ、この海」

「ニライカナイとか」

「なにそれ？」

「沖縄の死後の世界、みたいな」

　民俗学の教授に怒られそうな適当なことを言ったのに、鳥子は納得したように頷いた。

「この世の果てみたいな場所だもんね」

　ぽつりと発せられたその一言に、なんだか心を打たれた。

　この世の果ての浜辺に、鳥子と二人きり。

　こんなに静かな場所で、一緒に過ごせるなら、ずっとここにいてもいいかなあ……。

　そんな思いが、ふっと心をよぎった。
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「自分がこんなに海を楽しめるとか思わなかった」

　私が言うと、鳥子が意外そうに私を見た。

「どうして？」

「なんか、海って私の居場所じゃないと思ってたから。パリピとかいっぱいいる怖い場所かと」

「怖くないよ別に」

「鳥子はそうだろうけど」

　私は怖いのだ。たかだか水着になるだけで、あんなに悩むくらいには。

「『アングラ・ピープル・サマー・ホリディ』って曲があってさ、真夏のビーチにオタクとか引きこもりとか、日陰者が来て遊ぶって歌詞なんだけど、私それが好きだったんだよね」

「あんこう人間アングラー・ピープル？　海から上がってくるの？」

「ん？　いや、海からは来てなかったと思う……普通に陸から」

「あ、肺呼吸できるんだ」

「うん、できるよ、肺呼吸くらい、いくらアングラでも……まあ、とにかく、連れてきてくれてよかったよ」

　何か誤解があるような気がしたけど、まあいいや。

「楽しんでくれてよかった。空魚にはわがまま聞いてもらってばっかりだから、嫌がられてないか心配だったんだ」

　鳥子が嬉しそうに言う。

「空魚と一緒に来られて嬉しい。両親とはよくビーチに行ったけど、友達と一緒に来るのは初めてなの」

「そうなんだ？」

　冴月さんとも来たことないの？　と訊こうとして、やめた。

「だから、どうしても一緒に来たかったんだよね。空魚っていう友達ができたんだから、友達とするようなこと、全部したいなって。強引かもしれないとは思ったんだけど」

「あ、自覚はあったんだ？」

「やっぱり強引だったよね……」

　やたらに打ち上げにこだわったりするのも、鳥子の中の「友達」イメージのせいなのだろうか。ちょっと歪んでる気がしないでもないけど、人のことは言えない。「友達」と何をするのが正しいのかなんて、私だってよくわからないのだ。

「……それじゃ、せっかくだし、ビーチでできること全部やろうよ」

「うん！」

　私の言葉に、鳥子がはしゃいだ声を上げた。
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　私の思いつく、ビーチで友達とすることリスト。




　・飲酒　→　もうやってる

　・バーベキュー　→　道具がない

　・ビーチバレー　→　ボールがない

　・砂遊び　→　シャベルがほしい

　・ビーチフラッグ　→　疲れる

　・ナンパ　→　…………？




　あれ？　意外とやれることがなかった。

　というわけで私たちは、お酒を飲みながら、海に向かって射的をすることにした。

　波間に漂う大きな流木が的になった。五・五六ミリの発砲音が、白砂の浜辺に響き渡る。私はペイルホース大隊からもらった──いや、きさらぎ駅から脱出する間だけ借りておくという名目だったから、正確に言うと借りパクした──Ｍ４　ＣＱＢＲを、このとき初めて撃った。

　スコープの中で流木が上下に揺れる。引き金を引くたびに銃身が跳ねて、なかなか当たらない。

「腕だけで支えようとしないで、ストックを胸にぴったり密着させるの。そうすれば全身で反動を吸収できる。怖がらないで、リラックスして、銃を抱きしめるみたいに」

　三缶目のチューハイを片手にした鳥子に教えてもらいつつ、単発で撃つ。

　的の周囲に何度も水柱を立ててから、ようやく流木の表面が弾け飛んだ。

「当たった！」

「グッド！」

　鳥子とハイタッチして喜んでしまった。これでいいのだろうか……まあいいか、鳥子は楽しそうだし。

「じゃあ今度は私」

　鳥子がチューハイを置いて、ＡＫを構えて、バシバシ撃ち始めた。

　泡盛アイスコーヒーをちびちび飲みながら見物していると、みるみるうちに太い流木がぼろぼろになっていく。私の銃とは違ってスコープもついてないのに、一発も外さない。

　撃ち終わった鳥子を拍手で出迎える。

「すごいすごい！」

「へへへ。これでも最初はぜんぜん当たらなかったんだよ。ママが教えてくれたんだけど、ママだいぶ苦労したと思うな」

「お母さん教えるの上手だったんだね」

「や、そうでもなかったよ。お母さんはどっちかというと不器用だった」

「そうなんだ？　私ももうちょっと撃ってみるね」

　お酒の容器を鳥子に渡してＭ４を構え、スコープを覗き込んだ。四倍に拡大された視界の中で狙いを定める……。

「ん？　なんだろあれ……的の先、なんか浮いてない？」

　流木の向こうに、大きなものが浮かんでいた。丸みを帯びた白っぽい塊が波に洗われている。毛が生えているようにも見えるので、生き物かと思ったけど、浮かんでいるだけで動く様子はない。

「確かに何かあるね。撃ってみる？」

「うーん？」

　二人で悩んでいると、風に乗って、声が聞こえた。

　軽薄な感じの、複数の男の笑い声。

　私たちは顔を見合わせた。

　誰か、人がいる？　私たち二人以外に──。

　そう思った瞬間、強い不快感が沸き起こった。

　笑い声に続いて、何か柔らかいものがぶつかる鈍い音と、くぐもった悲鳴が聞こえてきた。

　鳥子が海の家から伸びる突堤の方に顔を向けた。

「あっちだ」

　デッキチェアからマカロフを摑み取って、迷わず歩き出す鳥子。私も慌てて後に続く。

「どうするの」

「わかんないけど、なんかトラブルっぽい。空魚は見ない方がいいかも」

「これでも鳥子より、怖いものいろいろ見てきたと思うよ」

　私がそう言うと、鳥子はちらりと振り返って、意外そうな顔をした。

　どうだ、という気持ちになった私に、鳥子が言った。

「空魚、人撃てる？」

「え」

「人」

　……どうだろう。

　即答はできなかった。思い悩みながらも砂浜を戻って、石段を登り、突堤の上に出る。すぐに人影が目に入った。それも、大勢だ。

　立っている四人の足元に、三人がうずくまっている。

　全員、男だ。

　四人の方はジャージやタンクトップに日焼けした顔、染めたソフトモヒカンやスキンヘッド。倒れている三人は少し小柄だ。中学生くらいだろうか。二人は不自然な姿勢で倒れてぴくりとも動かない。もう一人は身体を丸めて震えていた。その頭を、ソフトモヒカンがサッカーボールのように蹴った。

　蹴られた頭が、コンクリートの上でガツンと跳ねる音が響いた。

「やめろ！」

　私の前で鳥子が大きな声を出して、両手でマカロフを構えた。

　四人が振り返った。こちらに向けられた視線を受けて、本能的に身体がこわばる。

　ヤバい奴らだ。半グレとでも呼ぶのだろうか、〈ヤンキー〉という言葉で表される連中よりさらに一つ上の段階の粗暴さを感じる視線だった。

「その子たちから離れないと撃つ」

　鳥子の声はものすごく冷たかった。肋戸と遭ったときより凄みがある。初めて目にする、本気の鳥子だ。背筋がぞくぞくした。

　ソフトモヒカンの男が、甲高い声で言った。

「ニシナトリコさんこんばんは！」

　見知らぬ半グレの口から、突然鳥子の名前が発せられたので、私も鳥子もぎょっとして動きが止まった。

　他の男たちも、次々に口を開いた。

「おいおい調子乗ってんちゃうかー！」

「どうしたん？　殺してほしいの？」

「まあ逆に根性があるわ！　俺らなんか怖くないんやろ！」

　タンクトップの男が、倒れて動かない少年の顔を覗き込んで声を上げた。

「うわっ、こいつ死んだで！」

「かなんの～、殺人やで～」

「根性ないのー」

「次あいつな」

　半グレたちがニヤニヤしながらこちらへ近付いてくる。銃を向けられていることなど気にもしていないようだ。本物だと思っていないのか、撃てないと思って舐めているのか、それにしたって一人も銃に言及しないことに違和感があった。いや、それより、なぜ鳥子の名前を知っていたんだ……？

　混乱した一瞬のうちに、男たちがすぐそこまで来ていた。機先を制されたせいか、鳥子も反応が遅れている。

　鳥子に手を伸ばそうとする男の顔に浮かんだ下卑げびた表情を目にして、頭がスッと冷えた。

　銃を持ちあげ、狙いを定めて、私は引き金を引いた。

　跳ね上がるＭ４から吐き出された銃弾が、先頭のソフトモヒカンの首に吸い込まれるように当たった。銃口が跳ね上がって二発目は外れた。

　その場にくたっと倒れ込んだソフトモヒカンを尻目に、銃を二人目に向ける。銃口を下げて、狙いは腹部。ここなら的が大きい。それでも三発撃って、当たったのは一発だけだった。太股の付け根に命中して、二人目が足をすくわれたみたいに転倒する。

　鳥子も発砲した。マカロフを二発撃ってタンクトップの胸の真ん中に命中させると、後ろに下がりながら、私と横並びになってもう二発。四人目が頭をのけぞらせて、背中からコンクリートの上に倒れ込んだ。

　銃声のこだまが消えていく。倒れた四人は動かない。大きく息をつくと、硝煙のにおいが鼻をくすぐった。

「……撃てた」

　Ｍ４を下ろして、私は呟いた。

「だ、大丈夫、空魚？」

　鳥子が気遣わしげに私の腕に手を添えた。

「うん、平気」

「ほんとに──？」

　私の返事が軽すぎたのか、鳥子はますます心配そうな顔になった。

「あのね、なんて言えばいいのかな、私、自分を破壊しようとする相手なら、わりと撃てるっぽい」

「破壊──」

「物理的な意味だけじゃなくて、精神的にもだけど」

　説明しようとしたら、変に硬い言い方になってしまった。鳥子が眉をハの字にする。

「ごめん。ほんとは私が撃たなきゃならなかったのに、ごめん」

　そんなに困った顔しないでよ、鳥子。

　私は自分の腕に置かれた鳥子の手に、自分の手を重ねた。

「鳥子も撃つつもりだったでしょ。本気モードなの、わかったもん。だから私も撃てたんだよ。たまたま反応遅れたところを私がサポートできたんだから、結果オーライ」

「でも──」

　なおも何か言おうとする鳥子を、私は手を挙げて遮った。

「それに、こいつら人間じゃないよ」

「えっ……」

　右目に意識を向けると、倒れている男たちの様相が変わる。漁網の切れ端や干からびた海草、洗剤のボトル、色あせた釣りの浮きや釣り針──要するにいかにも浜辺に取り残されていそうなゴミが絡み合った塊が、人に見えるような形を取っている。

　こいつらもきっと、時空のおっさんのときと同様、裏世界の〝現象〟が人の姿で現れたものなのだろう。

「撃つ直前に閃いたんだ。なんか、最初から違和感があったんだよね。さっきから私たちがあんなにバンバン撃ってたのに気付いた様子もなかったし、言うことも、状況に合ってるようで微妙に合ってなかった」

「そうなんだ……？　私には人間にしか見えないんだよね」

　鳥子がそう言ったとき、頭部の残っていた塊が二つ、倒れたままぐぐっと頭をもたげて嚙みつくように叫んだ。

「おい、速くしたるで！」

「これから海岸の王様がおでましや!!」

　油断していた私は声も出せずに飛び上がった。

　鳥子がマカロフを片手でさっと構えて撃った。ババンッと二発の銃声が連続して、二つの頭が弾け飛ぶ。

「はー、もう！」

　不意を突かれたのが悔しかったのか、鳥子が苛立たしげな声を上げた。私はまだ動悸が治まらない。

「びっ……くりしたあ」

「びっくりしたねえ。大丈夫、ゆっくり息を吐いて」

　鳥子の左手が私の背中をラッシュガードの上からなで下ろす。その手もかすかに震えていた。

「おかげで人間じゃないって納得できたけど……あれ？　ってことは……？」

　鳥子の視線が半グレもどきから、その向こうで倒れている三人の少年たちに向けられた。

　私は頷く。

「あれも、違うね」

「マジで。息があるか見に行くところだったよ……っていうか、本来さっさと確認してなきゃいけないとこじゃん、何やってんだろ、私」

　しっかりしなきゃ、と呟いて、鳥子は自分の頰をぺちぺちはたく。確かにいつもの鳥子だったら、敵を倒したことをちゃんと確認してから、すぐに怪我人の容態を調べに行っていそうだ。

　そのとき、海岸の方からゴツッと音がした。

　視線を向けると、波打ち際に、さっきまでなかった大きなものが転がっていた。

　ダンプカーくらいの大きさがある、丸くて白っぽい、肉塊としか言いようのないものだった。潮風に乗って、腐ったような生臭いにおいが鼻を突く。

　青い海、白い砂浜、得体の知れない巨大な肉塊。異物感についていけずにちょっと呆然としていると、空の青さがだんだん濃くなっている気がしてきた。

　気のせいじゃない。本当に濃くなっている。青の青みが強すぎて、もう黒いと言ってもいいくらいだ。

　ここに至ってようやく私は気がついた。あの空は本当の空じゃなかったのだ。風車女のときと同じ──ここに来た最初から、私たちの上には、裏世界の先にあるあの青い光が満ちていたのだ。そんなところでのんきにバカンスしてたのか、私たちは。

　暗黒の青が天を覆い尽くし、浜辺は夜に沈んでしまった。

「どうしますか。どうしたらいいでしょうねえ」

　呻くような声に振り返ると、倒れていた三人の少年のうち一人が、いつの間にか立ち上がっていた。暗い海を背景にして、真っ暗なシルエットにしか見えない。右目で見ても同じだった。その顔の中、歯だけが白く輝いていた。

「しっえますかね、真夜中の沖の海は、まぶしいんですよ」

　影が淡々と言った。〝しっえますかね〟その特徴的なフレーズに私の記憶が呼び覚まされた。海が舞台のネットロアの中でも、私が一番気持ち悪かった話――「須磨海岸にて」。そうだ、あれは、沖縄ではなく神戸の海で、暴走族に襲われた三人の中学生のうち、生き残りの一人が語ったという体ていの話だった。

「あっちは意識してくれますかね、そこんとこがねえ、いやらしい話ですけど」

　支離滅裂なことを言いながら、影が激しく腕を振り回した。

「そ、空魚、これ、なに」

　鳥子の声は怯えていた。私もそうだ。必死で思い出そうとする。あの話は、この後どうなるんだっけ……。

「お前らにこんなんゆうてわからんやろうけどな、夜になるとウルマサツキも海岸にすゆうし、カミコシソラヲをどうしますか」

「……冴月？」

　鳥子が呟いた。影が私たちの名前を口にした、その意味に気付いて私はぞっとする。

「と、鳥子。憶えてる？　前に風車女に取り込まれかけたとき、鳥子が言ってたこと」

「え」

「青い光の向こうにいる何かが、人間を恐怖させて、狂わせることで、私たちに接触コンタクトしようとしてる。あのとき、そう言ったの、鳥子憶えてる？」

　何も言わずに私を見返す鳥子の顔は、完全に無表情だった。

　数秒後、私の手のひらの下で、鳥子の肌がぶわっと粟立った。

「っは……」

　喘ぐように息を吸う鳥子。見開かれた目が、狂気の中で口走った自分の言葉を思い出したことをはっきりと物語っていた。

「あ、あ」

「気をしっかり持って。こ、これ、ヤバい。〈かれら〉が私たちを狂わせにくる。はっきり私たちに狙いを定めてる。私たちを個体識別してる！」

「お……思い出したせいで、もう既におかしくなりそうなんだけど!?」

「ご、ごめん！　一人で抱え込む自信がなくて」

「いいけどさあ！　もおお！」

　突堤の上に立つ影は動きがどんどん激しくなっていく。首が折れているみたいに、頭をがくがく揺らしながら、影が絶叫した。

「夜光虫とか烏賊いかとかとびうおとかが沖の夜中はものすごい光るんですけどもうすごいですよ星空みたいですよ！！！　わかりますか！？？」

　恐怖のあまり、いつの間にか私たちはお互いにしがみついていた。

　どこからともなく、お経のような声が沸き起こった。

「アンーーーーミョーーーージーーー」

　海の家の方から、ガシャガシャ、パリンと、騒々しい音が聞こえてきた。

「──階段！」

　鳥子が口に出すのと同時に、私も同じことに思い至った。

　積み上げられた大量のお膳と、使用済みの茶碗を蹴散らしながら、あの階段を、二階から何かが下りてきているのだ。

　ものが壊れる音が止んだかと思うと、海の家から小さな人影が飛び出してきた。

「ジョーーーーーミーーーーーシンーーーーーー」

　めちゃめちゃに大きい声で叫んでいるのは、裸の子供だった。暗闇の中でもなぜか、全身が緑なのがわかった。両手両足を振り回しながら、ものすごい勢いで走ってくる。

　私と鳥子は、とうとう耐えきれずに悲鳴を上げた。

　怖かった、とんでもなく怖かった。狂いそうだった。私がかろうじて耐えられたのは、目の前で起こっている出来事が、読んだことのあるネットロアの描写に則のっとっていたからかもしれない。

　目を閉じてその場にしゃがみ込みたいという衝動を懸命に抑えて、私は右目で全身緑の子供を見た。干からびた黒い紐のようなものが、綿にくるまれて宙に浮いている。Ｍ４で撃つと、暗い中に白い綿がぱっと散った。鳥子も叫びながらマカロフの引き金を引いた。乾いたキクラゲみたいな黒い塊が、銃弾を受けて弾け飛ぶと同時に、左目の視界の中で、緑の子供が薄くなり、平べったくなって消滅した。

　鳥子の手の中のマカロフは、全弾撃ちつくしてスライドが後退していた。数えてないけど、私のＭ４ももう弾が少ないはずだ。

「鳥子！　逃げよう！」

「どこに!?」

　私は突堤の上から必死で目を凝らす。銀色の輝きがないか、この際どこに続いていてもいい、表世界へのゲートがあれば──。

　意外な場所に目が留まった。浜辺のまっただ中、私たちがさっきまでだらだらしていたビーチパラソルの根本に、ほんのわずかな銀色の輝きが見えたのだ。

　なぜあんなところに？　都合がよすぎる、罠だろうか？

　いや、違う、あれは──帽子だ！　荷物の中の、八尺様の！

「パラソルまで走るよ！」

　私の言葉に、鳥子が大きく頷いた。

　二人手を取って走り出した。海の家に近付くのも嫌だったけど、突堤を駆け戻って折り返し、砂浜への階段を下りる。ちらりと振り返って、案の定後悔した。海の家の、狭い隙間からたくさん、緑色の子供がこっちを見ていたのだ。

　建物の壁の中にびっしりと、綿にくるまれた黒い紐が詰め込まれていて、それを左目で──つまり通常の視点で捉えると、人が立てるはずのないようなあらゆる隙間から、全身緑の子供がこちらを見ているという情景になる。正気の人間が目にしていい眺めじゃなかった。

「海の家見ないで。絶対見ないで」

「もう見ちゃったよっ！」

　鳥子が引きつった声で叫んだ。

　砂に足を取られながらビーチパラソルを目指して走る私たちを、突堤の上に立つ影が見下ろしている。倒れていた奴らが起き上がったのか、その数は七人に戻っていた。

「アーーー！　アーーーー！　アーーー！」

　影たちが泣き声を上げた。赤ん坊のような、鴉からすのような。

　浜辺の先、もう一方の突堤の先で、灯台に光が点っていた。ゆっくりと回る光の円錐が、長々と砂浜を横切って、海の家の背後に横たわる密林を舐めていく。

　ようやくパラソルにたどり着く。鳥子がデッキチェアに置き去りだったＡＫを摑み上げて、弾倉を外して苛立たしげに声を上げた。

「ああ、もう、やっちゃった……！」

　ＡＫはさっきの射的で撃ちつくしたはずだ。弾はあるけど替えのマガジンがない。弾込めしている余裕もなさそうだ。私は自分のＭ４を渡す。

「使って！　全部は撃ってないはず」

「空魚は？」

「荷物の中から帽子掘り出すから、その間見張ってて！」

「……オーケイ、あのね、まず海の方見て」

　振り返った私は、沖の方から、次々と肉塊が打ち寄せられてきていることに気がついた。砂浜のあちこちに、既にいくつもの肉塊が乗り上げ、自重でひしゃげていた。表面はどれも長い毛のようなもので覆われ、裂けた肉の間から骨の突起が突き出ている。

　グロブスター……海岸に流れ着く正体不明の肉塊をそう呼ぶ。クジラの脂肪とも未知の生物の死骸とも言われるけど、実物がいくつも確認されているから、怪談というよりは海洋生物学や隠棲動物学の守備範囲だ。

　灯台の光が砂浜を撫でると、光に触れたグロブスターが、ゴツッゴツッと音を立てて蠢うごめき始めた。死んだ肉塊としか見えなかったものが身震いして、カニのような眼柄、イモムシのものに似た歩脚など、得体の知れない器官が次々と生えていく。

「グロすぎない……？」

　呆然と口走った声を聞きとがめたみたいに、肉の表面に生じたいくつもの目が、ぎょろりと私に向けられた。震え上がって顔を背ける。

　もうこの海岸に安全な場所はどこにもない。私は荷物の中に手を突っ込んで探り回し、帽子の入ったジップロックを摑んで引っ張り出した。

　袋を開けて帽子を取り出し、広げる。八尺様の残したこの異物を取り巻く銀色の燐光が、今の私たちに使えるたった一つの道具だった。

「どうするの、かぶって逃げるの？」

　鳥子の質問に、首を横に振って答える。

「裏世界から抜けるのに使えるのかどうかわかんない。それに時間がかかりすぎる！」

「じゃあ──」

　私は頭を回転させる。裏世界の異物やグリッチに見られるこの銀色の光は、二つの世界の接点を表していると私は推測していた。きさらぎ駅の最初の訪問時に、私たちはこの光を捕まえて表世界に帰還したのだ。

　それなら、この帽子でも同じことが──？

　私は帽子を裏返して地面に置いた。

「うまくやればこの帽子でゲートを作れると思う。つばのちょっと外側、摑んでみて」

「こう……？」

　鳥子がおぼつかない手つきで燐光を摑む。震えるその左手に、私はそっと自分の手を添えた。

「私のやる通りに手を動かして」

　そう言って、私は慎重に鳥子の指先を導いた。反時計回りに、渦を巻くように。

「これでいいの？　大丈夫？」

「大丈夫、指先に集中して。手を離さないで」

　私の目には、透明な指先が、光をほどいていくのが見えていた。光と一緒に、帽子そのものの構造も螺旋状に解体されていく。まるでリンゴの皮を剝くように。

　周囲でグロブスターが次々と、付属肢を生やしてよろめきながら立ち上がりつつあった。頭上では鴉に似た声を出す何かが群れをなして、泣き叫びながら旋回している。砂の上を灯台の光が迫ってくる。私たちがあの光に照らされたら、何かとてつもなく恐ろしいことが起こる気がしてならなかった。

「そ、空魚。帽子が──」

　鳥子の目にも、帽子が奇妙な形にばらけているのは見えているようだ。できあがった渦巻きには、底がなかった。見つめていると視線が中心に向かって吸い込まれていく。周りの空間すべてを巻き添えにして。

　ぐらっと身体が傾いたかと思うと、私たちは落下していった。




　いきなり背中に衝撃が走って、ぐえっと声が出た。

　慌てて起き上がって周りに目を走らせる。砂浜だった──さっきとは別の。空は日の沈んだ直後の赤紫色。虫の鳴く声が一気に耳に飛び込んでくる。表世界だ！

　隣には、同じく砂の上に倒れて目を白黒させている鳥子。続いて、周囲にどさどさとものが落ちてきた。パラソルとデッキチェア、クーラーボックス、それに私たちの荷物と銃。

　はっと気付いて、八尺様の帽子を探す。ない、ない！　焦って振り返って、ぎょっとした。空中に大きな螺旋状の穴が開いていて、裏世界の砂浜が見えていたのだ。灯台の不吉な光に照らされた波打ち際、禍々しい形状の肉塊に入り混じって、黒い人影が佇んでいた。

　私が凍り付いているうちに、空中のゲートは徐々に縮んで、跡形も残さず消滅してしまった。

「た、助かった……？」

　横たわったままの鳥子が、息を切らしながら言った。ゲートの向こうの光景は目にしなかったようだ。

「……なんとか切り抜けた、みたい」

　私が答えると、鳥子は手で顔を覆って、長々とため息をついた。

「はーーーー、今回はもう、完全にダメになるかと思った」

　精根尽き果てたような声で呻く鳥子。

「ここどこだろ……」

「わかんない……。沖縄のどっかじゃない」

　私も投げやりに答えた。実際には違うかもしれない。心なしか沖縄よりも静かで、空気が澄んでいる感じもする。沖縄本島ではなく、どこかの離島かも。荷物からスマホを出して地図アプリを見ればすぐわかるだろうけど、そんな気力もなかった。

　空には月が出ていた。遠くから、ささやかな花火に興じる歓声と、スピーカーから流れる音楽が聞こえてくる。波打ち際のずっと先で、色とりどりの火花が瞬いていた。知らない人たちが夏の夜を楽しんでいる情景が、こんなに愛おしく思えたのは初めてだった。

　放心している鳥子を見下ろして、隣に転がっているクーラーボックスに目を移す。

「ねえ……、お酒、残ったやつ呑んじゃおっか」

「あーうん。賛成。もう呑むしかない気分」

　もうだいぶ呑んでたはずなのに、酔いなんか完全に醒めきっていた。

　クーラーボックスを開けて、一缶だけ残ったオリオンビールを取り出した。プルタブを開けて噴きこぼれた泡を、反射的に吸う。ついでに一口あおって、鳥子に渡した。鳥子が身を起こし、缶を傾けて、喉を鳴らして呑む。一口、二口、三口。

「はー……生きてるとビールおいしい」

「ほんとだね」

　砂の上にぺたんと座って、一缶のビールを分け合いながら、私たちは南国の月を見上げていた。

「八尺様の帽子、なくなっちゃった。小桜さんに買い取ってもらうはずだったのに」

「あー。残念だったね。でもそのおかげで戻って来れたわけだし」

「そうだけどさ。どうしよう、もうお金ないよ。調子に乗って水着とか買ったし、ホテル代も、帰りの飛行機代も……」

　頭を抱える私の肩を、鳥子が慰めるように叩く。

「大丈夫だって。なんとかなるよ」

「なんとかって、どうなるの」

「また裏世界に戻って、なんか拾ってくればいいじゃん？」

「あんな怖い目にあったばかりで、よくそんなこと言えるね!?」

　思わず呆れた声が出てしまった。

　でも、まあ。鳥子は行くだろうな。

　そして私も、どんなに怖い目に遭っても、また行くだろう。

　穏やかに浜辺を洗う波の音を聞きながら、私はそう思った。

　だいぶ軽くなった缶を鳥子に渡したとき、銀色の小さな輝きが目に留まった。振り返ると、傾いたパラソルの下に光るものがある。

　拾い上げるとそれは、ガラスのように透明な、五センチくらいの巻貝の殻だった。覗き込むと、どこまでも落ちていきそうな延々と続く螺旋が見えた。眩暈を覚えて、あわてて目を逸らす。

「わ、きれい」

　鳥子が私の手元を覗き込んだ。

「気をつけてね。これ、裏世界の異物っぽい」

「ほんと？　じゃあ、これ小桜に買い取ってもらおう」

「え、あ、うん」

「ほらね、なんとかなったでしょ」

　したり顔で缶を空にする鳥子を、私は横目で睨んだ。

　調子のいいことを言って……。そう思いながらも、ゲートの向こうに今見たばかりの光景を鳥子に伝えるべきか、私は頭を巡らせていた。

　表と裏をつなぐ穴が閉じる直前に見えた、裏世界の浜辺──黒い空を背になお黒々と、巨石の城塞がそびえ立つその周辺の海上に、緑の光が点り始めていた。光は爆発的に数を増し、あっという間に星空のように明るくなった。

　その緑の星空が、浜辺に立つ何者かの姿を浮かび上がらせていた。

　長身、長髪のシルエットに、私は見覚えがあった。

　──閏間うるま冴月。

　浜辺に一人佇んでいたのは、裏世界に消えた、鳥子の捜し求めるあの女だったのだ。








ファイル7　　　　　猫の忍者に襲われる
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「あの、紙越かみこしセンパイ、ですよね？」

　学食で冷たい蕎麦を啜っていたところに、いきなり声をかけられた。

　びっくりして顔を上げると、テーブルの向こうで知らない女子が私を見下ろしていた。ミニ丈のＴシャツワンピにメンズっぽいアウターを重ねた、垢抜けた印象の子。ボーイッシュなショートに、意志の強そうな目。

　私は一瞬でパニックに陥った。

　誰だこれ。記憶にない。私のことをセンパイと言うからには後輩なんだろうけど、私は一年生とはまったく交流がなかった。いや、それを言うなら三年とも四年とも、同じ二年とも没交渉ですけども。

　顔や名前が思い出せない相手に名指しで話しかけられるほど嫌なことはない。だらだら汗を流しながら固まっていると、相手が、はきはきした態度でもう一度訊いた。

「紙越空魚センパイじゃないですか？　違いました？　教養学部二年の」

「えっ……あっ……そうだけど」

　しどろもどろに答える私。彼女はほっとしたように頷いて、名乗った。

「すみません突然。私、一年の瀬戸せと茜理あかりっていいます。相談に乗ってほしいことがあって。今、お時間よろしいですか？」

「……相談？」

　意味がわからない。

「えっと……どういうこと？　会ったことない、よね？　なんで私に？」

「センパイの専門分野だと思うので！」

　瀬戸茜理と名乗った女子は、勝手に向かいの椅子を引いて座った。お時間よろしいとは一言も言ってないぞ。しかもこっちは食事中なのに。

　前期の試験が終わって、学内には人影もまばらだ。食費とエアコン代を節約しようと、夏休みも開いている学食に来たら、知らない人に絡まれてしまった。

「専門分野ってなんのこと？」

　仕方なく蕎麦の続きを手繰りながら訊ねる。向かい合って自分だけ食べていると、居心地悪さも倍増だ。せめてなんか頼めよ。

　そんな私の思いも知らずに、瀬戸茜理は身を乗り出して、声を潜めて言った。

「センパイ、霊感あるんですよね？」

「はあ!?」

　思わずでかい声が出てしまった。

「噂で聞いたんです。紙越センパイ、怖い話とか研究テーマにしてるって」

「誰から聞いたの。学部二年で研究テーマも何もないでしょ……」

　そうは言ったものの、確かにそんなことを人に話した憶えがある。実話怪談に興味があるとか、誰もいない廃墟が好きとか。まだ入学したばかりのころ、声をかけられて何度か飲み会に行って、その席で口を滑らせたんだったか。あのころはまだ浮かれていたのだ。私にも気の合う友達ができるんじゃないかという期待もあった。あんまりうまくいかなかったから、いまだにこうして一人でいるんだけど。

　知らないところで何を噂されているのやら──苦い顔の私に向かって、瀬戸茜理は言葉を続けた。

「最初はセンパイのお友達に紹介してもらおうと思ったんですけど、見つけられなくて。失礼とは思ったんですが、こうやって直接探して──」

「なんで私がわかったの？」

「あ、はい！　その目です！　ときどき片方だけ青いカラコン入れてるって聞いたので」

「ああ……」

　しまった、という思いでため息をつく。

　くねくねとの接触で青く変質した私の右目。あまりに目立ちすぎるので、黒いカラコンで隠していたものの、寝坊したり単純に忘れていたりで、着けずに大学に来てしまうことが何度もあった。特に試験期間中は、忙しさにかまけて裸眼を見られることが続いたせいで、私自身もう隠すのが面倒になってしまった。そういうわけで今日も裸眼だ。

　適当なシャツにデニムといういい加減な服装なのに、めちゃめちゃ鮮やかな青い右目なので、悪目立ちもいいところだろう。みんなこれをオッドアイ気取りのカラコンだと思っているわけだ。まあまともな人は近付かないですよね。

「それで、相談なんですけど──」

「待って」

　勢い込んで話そうとするのを、私は遮った。

「悪いけど勘違いです。霊感なんてないから」

「えっ」

　瀬戸茜理が意外そうな顔で固まった。

　見ず知らずの、あまりまともそうには見えない私にわざわざ声をかけてきたということは……


①この子自身がまともじゃない

②相当追い詰められている

③何かよくない魂胆がある



　……どのパターンにしても面倒だし、私は面倒に巻き込まれたくはなかった。

「そういうのじゃないんで、よそ当たってください」

「お願いします。紙越センパイならきっと助けてくれるって、みんな言ってたんです！」

　みんなって誰だよ。適当なこと言いやがって。

「お寺にでも行けば。お祓はらいでもいいし」

「行ったんです！　でも全然効果がなくて」

「じゃあ思い込みじゃないの……。病院で診てもらった？」

「最初は私も自分がおかしくなったのかと思ったんですよ。でも何回も襲われて、錯覚だと思い込むのも限界で」

「襲われるって、なにそれ、まず頼るのは警察じゃないの？」

「警察でなんとかなるやつじゃなさそうなんです」

　確かに私は実話怪談やネットロアを漁あさるのが好きだ。でも他人のそういう相談に乗るとなると話が違う。私は霊能者でもなんでもないのだ。

　蕎麦の残りを啜り込んで、箸を置いてから、私はしぶしぶ訊ねた。

「……何で困ってるの」

「それが……」

　今度は相手の方が言葉を濁らせた。

「あの、こういうこと言うと、絶対笑われると思うんですけど」

　自分で相談に来たくせに今更なんだそれは。さっさと言え。苛々しながら氷で薄まった麦茶を啜っていると、ためらいがちな口調で、瀬戸茜理が言った。




「──最近、猫の忍者に狙われてて」




　私は麦茶を噴きそうになった。

「ね、猫の──忍者？」

「はい」

　真剣な表情で頷く瀬戸茜理。

　さっき思い浮かべた三つの可能性が、ふたたび頭の中にポップアップした。

　①この子自身がまともじゃない、②追い詰められている、③よくない魂胆がある……。

　正解は①でした。はい解散解散。

　……とはならなかった。

　なぜなら私は読んだことがあったからだ。まさに〈猫の忍者〉が出てくるネットロアを。

「猫の忍者……まさかそんな」

「知ってるんですか、センパイ！」

　呆然と呟いた私に、瀬戸茜理が食いついた。

「まあ、知ってるけど……」

　相手に不審の眼差しを向けて、私は訊ねた。

「私をハメようとしてない？　有名なコピペでしょ、猫の忍者って」









　一週間前から変なことが起こってるちょっと聞いてくれ。







　最初に言っておくが俺は妄想癖でも統合失調症でも病気でもなんでもない。

　笑わないでくれよ。ガチだ。







　最近猫の忍者に狙われてる。











　この書き込みは、ネットミームとして広く出回っている。もったいぶった出だしからの落差が激しくて、私も初めて見たときは噴き出してしまった。

　だから私は、③の可能性を考えたのだ。根性の悪い奴らが私をからかうために、こんなネタを持ち出して来たのでは？　今もその辺で、私の反応を見てくすくす笑っている奴らがいるんじゃないだろうか。

　振り返って、閑散とした学食を見回してみた。ニラレバを食べながらスマホをいじっている学生、テーブルにつっぷして寝ている院生っぽい白衣、放置されたトレイを片付ける職員のおばちゃん、誰もこちらを気にかけているようには思えない。

「有名なんですか？」

　きょとんとした顔で言われて、急に自信がなくなってきた。私みたいにネットばっかり見ている奴には常識でも、そうでない人には有名でもなんでもないのかも。

「いやまあ、わかんないけど」

　もぐもぐ言う私に向かって、瀬戸茜理は勢い込んで話し始めた。

「忍者……かどうかは私もあんまり自信はないんですけど。なんかそんな風に見えるんですよ。ただの猫かと思ったら、二本足で立って追いかけてくるんです」

「は、はあ」

「それも一匹だけじゃないみたいなんですよね。怖くて逃げたのでちゃんと見てはいないんですけど、何匹もいて。夜になると家の周りで騒いで、窓をガリガリやるんです」

　……なんだこの話。

「それ以来、どこ行っても尾つけられてる気がするんです。もしかして、これって霊的なやつかと思って、お寺にも相談してみたんですけど、ちょっと手に負えないって言われて。お祓いも無駄でした」

　まあ、猫だもんな……。

「なので、専門家の力を借りた方がいいかなって思ったんです。紙越センパイなら、こういう相談にも乗ってくれるって噂だったし」

「だからその噂はどっから出てきたの？」

　天井を仰いでため息をつく。まさかこんな話が降ってくるなんて思ってもみなかった。面倒な人付き合いを避けていたはずが、向こうで勝手に噂が膨らんで、より面倒な形でやって来た──もうどうしたらいいのか。

「センパイ、私どうしたらいいと思います？」

「えっ、知らない」

　思わず素すで返してしまった。

「っていうか、言ってるじゃん、私は霊感なんかないし、専門家でもなんでもないって」

　そう言って、私は椅子を引いて立ち上がった。

「悪いけど力になれないよ。こういう話をされるのも迷惑」

「そう……ですか」

　強い口調で言ったら、瀬戸茜理はがっかりしたようにうつむいた。本当に困っているように見えたので、私は戸惑う。

　いや、でも、これ真面目に取り合えって無理でしょ。言うに事欠いて、猫の忍者って。

　聞くところによると、最近は大学生にも薬物が蔓延しているとか。この子も純粋そうに見えて、なにかやっているのかもしれない。こわいこわい。暴れられたり、薬を押し売られたりする前に帰ろ。

「じゃ、じゃあ、そういうことで」

　刺激しないようにそっと食事のトレイを持ち上げて、返却口に向かおうとすると、瀬戸茜理が勢いよく立ち上がったので、私はびくっと身体をこわばらせた。

「ひっ」

　瀬戸茜理がテーブルを回ってつかつかと近付いてきたかと思うと、トレイを両手で持って身動きが取れない私の前でぴたりと立ち止まった。

「な、なにか」

「これ──私の電話番号です。気が変わったら……助けてくれる気になったら、いつでも連絡ください」

　そう言いながらトレイに載せられたのは、電話番号が走り書きされたピンクの付箋紙だった。私の返事を待たず、瀬戸茜理はぺこりと頭を下げて踵を返し、振り返らずに歩いていった。

　呆然と見送っていると、彼女は学食の出口で急に足を止めた。外にある何かをじっと見ているようだ。やがて大きく息を吸い込んで、覚悟を決めたように外へと出て行く。

「なんやねん……」

　エセ関西弁で呟いてしまった。

　いやほんま、なんやねん。どっと疲れた。

　トレイを返却口に戻して、しばらく考える。

　……まあ、わざわざ相談に来るくらい困ってたっぽいしな。電話番号くらい預かっておいてやるか。

　ピンクの付箋紙をトレイから剝がし、ぴらぴら手で弄もてあそびながら出口に向かった。

　優しいなあ私。人の心がある……すごくある。

　自分を褒めつつ学食から出たところで、私は思わず立ち止まった。

　夏の日差しを受けた学食前広場。軒下や植え込みなど、日陰になった場所に、猫たちが寝そべっている。見慣れた光景だ。学食や生協から出てきた人間が餌を与えるので、ここはいつも、大学構内に棲みついた猫のたまり場になっている。

　その猫たちが、全員、私をじっと見ていた。

　さっきの話の後なので、ちょっと動揺してしまった。

「……なんやねん」

　と呟いて、広場に足を踏み入れる。四方八方から視線を感じる。来たときは完全にシカトされていたのに。

　怖いとは思わなかったけど、居心地は悪い。注視されるまま広場を横切って、最後に振り返る。まだ、全員私の方を見ていた。

「……変なの」

　かぶりを振って、足早に広場を後にする。

　手の中の付箋紙が、汗でじっとりと湿っていた。
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「──ってことがあったんだよ、昨日」

　薄暗い小桜の部屋で、私は話し終えた。

　鳥子がさっきからけらけら笑っている。

「ね、猫の！　忍者！」

　ソファの肘掛けに倒れ込んだ鳥子が、ヒーッと息を吸いながら笑い声を上げる。

「そんなに笑う？」

「だって！　かわいいじゃん！」

　何がツボに入ったのか全然わからないけど、とにかくめちゃめちゃ受けているみたいだ。変なやつ。

「猫の忍者ねえ……。だいぶキマっちゃってるな。空魚ちゃんは誘われてもクスリとかやるなよ。ただでさえおかしいんだからな」

「やりませんよ！　おかしくもないです！」

　相変わらず小桜は失礼すぎる。今日はバカでかいグラスに入ったコーラをストローで啜っていた。夏場は普通に冷やして飲むみたいだ。

「せっかく沖縄のお土産みやげいっぱい買ってきたのに、ひどくないですか？」

「半月も前のことをいつまで引っ張るんだよ」

　グラスに入っていた氷をガリガリ囓りながら小桜が言う。

「土産はありがたくいただいてるけどな、あたしはあの飯テロをまだ忘れてないから」

「半月も前のことをいつまで引っ張ってるんですか？」

「恨みを忘れないタイプなんでね」

　実際こうして集まるのはしばらくぶりだ。小桜だけでなく、沖縄から帰ってきてからは鳥子とも逢っていなかった。私が前期の試験でそれどころではなかったからだ。

　試験直前の時期に何日も休んでしまったので、正直苦労した。友達のいる人は、欠席中の講義のノートを誰かに借りたりできるんだろうけど……。結局いくつかの単位は諦めざるを得なかった。

　那覇近郊から入った裏世界の浜辺で鳥子と二人きりのリゾートを満喫した後、発狂しそうになってなんとか逃げた先は、沖縄本島ではなく、なんとそこから四百キロ以上離れた石垣島だった。そのまま翌日の便で東京に帰ってもよかったのだけれど、あの浜辺での恐ろしい体験で、私と鳥子の精神はガリガリに削れていた。

　私たちは休息を必要としていたのだ。真の休息を……。

　というわけで、私と鳥子はあの後、近場のリゾートホテルを取ってまる三日滞在した。本物のリゾートホテルだ。あのニューヨークスタイルのペンションみたいなやつではなく。

　値段は確かに高かった。でも、しょうがなかったのだ。

　使った分は裏世界で稼げばいいじゃないか。そう、これはそのための投資──。私たちはそんなふうに言い合って、当日料金でめっちゃ高い部屋に泊まって、プールで水浴びしたり、プールサイドのバーでカクテル作ってもらったり、砂浜を散歩して珊瑚のかけらとか拾ったり、夜はタクシーで街まで出て石垣牛と島の魚のお刺身を食べたり、小桜においしいご飯とお酒の画像を送ってあげたりと、思う存分遊んだ。おかげですっかり回復して東京に戻ってこられたし、必要な時間だったと言えるだろう……。クレジットカードって便利ね。

　ところが顔を合わせたら小桜の機嫌が悪いのなんの。人が心配して待ってたのになんなんだおまえら、こんがり焼けて帰って来やがってぶち殺すぞと切れられたのを、大量のおみやげを献上してなんとかなだめた。その一部は今も小桜の部屋のローテーブルに積み上げられている。

「その子、助けてあげればよかったのに。私も会いたいな、猫の忍者」

　ようやく笑いの発作から回復した鳥子が無責任なことを言った。私は顔をしかめて答える。

「やだよ。私は霊感少女とかじゃないんだから」

「裏世界がらみの話だとは思わなかったの？」

「えー？　まさか。猫の忍者だよ？　怖くないじゃん。今まで出くわしたやつ、みんな怖かったし」

　──ん？

　自分の言葉に、かすかな違和感を覚えた。

　なんだろう？　別に間違ったことは言ってないと思うけど。

「前回はヤバかったね。本当におかしくなるかと思った」

　鳥子が言って、ぶるっと身震いした。

　あのときの感覚を思い出すと、私も冷静ではいられなくなる。風車女のときに小桜が体験した〝花畑〟もあんな感じだったんだろうか。次から次へと恐ろしい出来事が起こり続ける、恐怖の飽和攻撃──あれにやられていたら、今ごろ私たちはどうなっていたのだろう。浜辺に流れついた肉塊。私たちの名を呼ぶ黒い人影。絶叫しながら走ってくる緑色の子供の顔が、脳裏に──

　────────。

「……空魚？　大丈夫？」

「ごめん意識飛んだ。なんの話してたっけ」

「猫の忍者が裏世界がらみじゃないかって話」

「ああ……」

　卓上のおみやげの中から、石垣島の塩で味を付けられた乾ほしトマトをひとつ取って、口に放り込んだ。塩気と甘みで意識がだんだんしゃっきりしてくる。

　恐怖の回想と共に意識が飛ぶこの状態は、石垣島にいる間、二人とも何度か経験していた。対処法はもうわかっている。今の自分の感覚に集中すればいいのだ。バカンスを切り上げて帰ってきたのは、深く考えず遊び回るうちに、二人とも症状がほとんど出なくなったからだった。まだ完治とはいかないみたいだけど、この程度なら対処できる。

　鳥子は急せかすでもなく待ってくれた。トマトをもぐもぐ嚙みながら、心を元の会話に引き戻す。

「あー、あのさ、もし裏世界がらみだったら、なおさら深入りしたくないよ。銃がないもん」

　そう──ここ最近の私は丸腰だったのだ。

　石垣島から東京に戻るにあたっては、銃の扱いが問題だった。どんなに細かく分解しても、空港でＸ線検査されたらパーツの形状で発見されてしまう可能性がある。なので結局、船便にしたのだ。

　二挺のアサルトライフル、二挺のマカロフ、それと弾丸。鳥子がバラバラに分解して、四つの小包にして、船便で送った。自分たちもフェリーでのんびり帰ろうかという案も出たけど、さすがにこれ以上大学を休む気にはなれなかったので、飛行機にした。

　銃が東京に着くまで四～五日。送り先は念のため、捨てアドで登録した、浜松町駅に設置された宅配受け取りロッカーにしておいた。

「もう回収してくれた、鳥子？」

「とっくに。とりあえずマカロフだけ持ってきたよ」

「ありがと」

　鳥子が、ディーン・アンド・デルーカのペーパーバッグに入れたマカロフを渡してくれた。グリップを握るとそれだけで安心感が湧き上がってくる。この重みと形にも、すっかり慣れてしまった。

　いそいそと弾倉に九ミリの弾丸を込めていると、小桜が呆れたような声で言った。

「銃を別送すると聞いたときにはどうなるかと思った。あたしの家を受け取り先にされたらって、気が気じゃなかったよ」

「さすがにそんなことしませんって」

「どうだか。おみやげはうち宛てに送り付けてきただろ」

「送っていい物と悪い物くらいわかりますよ」

　むっとして顔を上げた拍子に、小桜の机の上に、手のひらに載るくらいの動物の置物が置かれていることに気がついた。前回来たときにはなかった。焼き物のようだ。

「あ、どうしたんですかそれ。かわいい！」

　思わず食いついた私に自慢げな目を向けて、小桜が言った。

「狸だよ。ほら、この間、空魚ちゃん言ってただろ。あの三人のおばさん、実は狸だったんじゃないかって」

　確かにそんなことを言ったような憶えがある。裏世界の存在に自宅まで来られてしまった小桜の恐怖心が和やわらげばと思って口にした、気休めだったのだけれど。

「最初はアホかと思ったんだが、狸の仕業だと思い込めば怖さが少しマシになることに気付いたんだ。近所のクラフト市で、かわいいやつ見つけたから買っちゃった」

「得体の知れない恐怖に名前を与えてコントロールするってやつですね」

「そうそう。この狸のおかげで眠れるようになった」

　小桜が置物を手に載せて、愛おしそうに眺めている。

　そういえば、前に来たときは家中の明かりがついてたけど、今日は元通りに、玄関も廊下も暗かった。気休めが役に立ったのなら何よりだ。

　小桜の手のひらの上で、目の周りが黒く縁取られた動物が、困ったような顔で私を見つめている。かわいい。太くて短くて、縞々の尻尾も……。

　ん？

「小桜さん、それ狸じゃないですよ」

「え？」

「アライグマですよ。尻尾に縞があるのは」

　小桜が目をしばたたいて、置き物に目を落とした。

「何言ってるんだ。狸も尻尾に縞があるだろ」

「ないです。それ、アライグマです」

「アライグマって、ゴミ箱漁るやつだよね？　害獣じゃない」

　鳥子の容赦のないコメントに、小桜がカッと目を見開いた。

「うるせー！　これは狸なんだ！　誰がなんと言おうと狸なの！」

「え、だってさ」

「なんだおまえら、ごちゃごちゃと、あたしとポンポコの仲を裂こうってのか！」

「い、いやその」

　しまった。余計なこと言っちゃったな、と後悔したそのとき──

　チャイムが鳴った。

　憤怒の形相で椅子から立ち上がりかけていた小桜が、びくっと動きを止めた。

　ピンポーン。もう一度、チャイムが家の中に鳴り響く。

　小桜が慎重に〝狸〟を机の上に戻し、マウスをクリックする。ディスプレイの一つが、玄関前を映し出した。ポロシャツにキャップをかぶった男が立っている。

「……どちらさま」

《お届け物です！　大きなお荷物なんですが、どちらに下ろしましょう？》

　男が、顔の汗をタオルでぬぐいながら大きな声で言った。配送業者のようだ……怪しい様子は見受けられない。

「大きな荷物？」

　小桜が不審そうに呟いて、私と鳥子の方をうさんくさげに見た。二人でふるふる首を横に振る。心当たりがない。

　椅子を下りて、小桜が玄関へ向かった。

　なかなか戻ってこない。なんだろうね、と鳥子と言い合っていると、玄関から大声で呼ばれた。

「ちょっと来い、おまえら──二人ともだ」

　なんだか怒りを抑えているような声に、顔を見合わせる。

　嫌な予感を覚えつつ、暗い廊下を通って玄関へと歩く。外に出た私たちを、軒先に立った小桜がぎろりと睨み付けた。

「説明してほしいんだが、あれ何？」

　指差す先を見ると、雑草が伸び放題の庭の真ん中に、赤と白に塗り分けられた機械が鎮座していた。全体は高さ一・八メートルくらいの「冂」の形をしている、両脚の下は小さな履帯になっているから、乗り物らしい。車体の後方には、左右に分かれて二つの座面がついていた。

「なあ。何なのこれ」

　小桜が突きつけてきた伝票には、配達先として小桜の家の住所が書かれていた。どう見ても私の字だった。品名は──〈文明農機　たばこ管理作業車ＡＰ‐１〉。

「……ああっ！」

　一気に記憶が甦った。石垣島二日目、鳥子と一緒に宵の口から酔っぱらっていた私は、街なかで見つけた農機販売店で、この農業用機械を、衝動買いしてしまったのだ。

　ＡＰ‐１は本来、「冂」の間に畑の畝を挟んで走り、植え付けや収穫作業を座ったまま行うための農機だ。ちょうどペイルホース大隊の救出で、裏世界を移動するのに乗り物があると便利だなと思っていたところに、石垣島のあちこちのタバコ畑で動いているのを見て、ビビッときたのだ。履帯で走るから、不整地でも大丈夫。おあつらえ向きに、座席も二つついている。わあ、私と鳥子にぴったりじゃないこれ？　買います。

　……クレジットカードって便利ね。

「空魚、あのときほんとに買ってたんだ……？」

　鳥子までびっくりしているので、私は焦った。

「えっ、鳥子も賛成してたじゃん……してたよね？」

「うーん？　どうだっけ？」

　頼りない返事。いや、私だって呑んでたから、記憶に自信がある訳じゃないけど。

「あたしが訊きたいのはな、なんで送り先があたしの家なんだってことだよ！」

　小桜の生白い額に青筋が浮いていた。

「あー、えーと、多分、うちだと置く場所がなかったから、ですかね、ハハ、ハ」

「ハハハじゃないんだよ。どうするんだこれ、あたしは絶対引き取らないからな」

「あっいや、使います使います。裏世界に持っていきますから」

「どうやって」

「どこか通れそうなゲートを見つけて、そこから……」

「いつ」

「いつって？」

　私が聞き返すと、小桜が爆発した。

「さっさとどけろって言ってんだよ！　こいつが三日以内にうちの玄関先から消えてなかったら、おまえらに石神井公園の草を収穫させて、紙巻きタバコにして吸わせてやるからな。さっさとゲートを探してこい！」
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「なかなか見つからないね、ゲート」

「近くにあればと思ったんだけど、そう都合よくはいかないかあ……」

　ほとんど叩き出されるように小桜の家を後にして数時間後。私と鳥子は、近所の石神井公園の中にある休憩所の座敷で、ぐったり足を投げ出していた。

　暑い中けっこう歩き回ったからさすがにバテた。開け放たれた縁側から吹き抜けていく風が、汗で濡れた身体に気持ちいい。

　私の前にはカレーライスの皿、鳥子の前にはざるそば（大）のお盆が置かれていた。どちらも完食済みだ。

「ビールあるねえ……」

　首をのけぞらせて、壁に貼られた手書きのメニューを見ながら、鳥子が言った。いつもさらさらな金髪が、今日は汗で首筋に貼りついている。思わずごくりと喉が鳴って、慌ててぶんぶんとかぶりを振った。

「いやいや……まだ早すぎるでしょ、今呑んだら終わっちゃうよ」

「終わっちゃうかー」

「めちゃめちゃ魅力的なのは認めるけどさ」

　ＡＰ‐１の搬入方法はさておいても、使いやすいゲートを探すのは、少し前から私たちの課題になっていた。今まで裏世界との行き来に使ったゲートは幾つかあるけど、その多くはもう使えなかったり、場所が沖縄だったりで、実用性に乏しい。安定しているのは神保町のエレベーターくらいで、それもいつまで保もつかわからない。

　表世界でアクセスしやすい場所にあって、なおかつ表と裏の中間領域を経過する時間が短いゲート──そんな都合のいいものがあるかどうかわからないけど、私の右目で裏世界との接点を見つけることさえできれば、鳥子の左手でそれを強引にこじ開けることも可能かもしれない。そうやって使えそうなゲートを探す、もしくは自分たちで開発する。そんな目論見を抱いて小桜の家を出発し、近所を徘徊すること数時間。今のところ、私たちはそれっぽい場所すら見つけられていなかった。

「大宮のゲートは廃屋の裏口、神保町はエレベーター、秩父は神社の鳥居。見た目通りの戸口や通路っぽい場所ならわかりやすくていいんだけど」

　鳥子が座卓に肘をついて言った。透明な左手を覆うショートのＵＶカット手袋は、シルクか、麻だろうか。本人は煩わしいのかもしれないけど、触り心地がよさそうだ。

「でもそうとは限らないんだよね。新宿で八尺様の帽子を使ったときは、どこからどこまでがゲートなのかわかんなかったし」

「うん。きさらぎ駅からは電車に飛び込んだし、米軍の演習地へのゲートは賽銭箱の辺りの空間そのものだった」

「那覇に出るとき通ったのは木の洞うろだったしね。あんまり共通項がないなあ」

　あのときは、いきなりビルの屋上に出て驚いた。沖縄のどこかに出るだろうと予想はしていたけど、観光客でごった返す繁華街だったからだ。アサルトライフルで武装したまま、人ごみの中に出現したりしなくてよかった。

　そういえば──裏から表に戻ってくる際には、あまり中間領域を経由していない気がする。行きは一定の手順を踏む必要があるエレベーターも帰りは直通だし、ゲートをむりやりこじ開けた八尺様のときや姦姦蛇螺のときも、あっという間に表世界に出た。例外はきさらぎ駅から帰ったときの電車くらいだろうか。表から裏、裏から表──この非対称性に何か意味はあるのだろうか？

　ぼんやり考えていると、鳥子が私の肩越しに視線を動かした。

「あ。猫」

　振り返ると、茶虎の猫が、店の外の日陰を通り過ぎていく。首輪はないけど、野良にしては毛並みがいい。このへんにいれば食いっぱぐれないだろうしな。店の外でラムネを飲んでいた親子連れの子供が構おうとして近付くと、猫は面倒くさそうに足を速めて茂みの中へと姿を消した。

「猫の忍者って、手裏剣とか使うのかな？」

　鳥子の言葉に、私は首を横に振った。

「なんか、ギザギザの刃物みたいなの持ってるんだったと思う」

「え、怖い。なにそれ」

「確かそんな話だったよ」

「相談してきた子が言ってたの？」

「ううん。そうじゃないけど……」

　言いかけて、私ははっとした。

　なんだ今の。どこから出てきたんだ、ギザギザの刃物なんて。瀬戸茜理はそんなこと一言も──。

「あれ？　あれ？」

「空魚」

　鳥子が座卓の上に身を乗り出して、右手を私の頰に添えた。混乱している私の顔を覗き込んで、気遣わしげに言う。

「大丈夫？　ビンタしようか？」

「えっ、なんでそんなバイオレンス」

「気付けになるかなと思って」

「いい、いいです。やめてください」

　鳥子の手が離れるのを見送りながら、私は頭を整理しようとする。

　小桜の家で話していたときの、小さな違和感。その正体がわかったのだ。

　思い出した。そうだ、笑えるコピペとしてネットで有名になった〈猫の忍者〉は、実はもともと怪談なのだ。

《最近猫の忍者に狙われてる》──単体で完成されているように見えるこの書き込みには、実は続きがある。発言者は、２ちゃんねるのオカルト板で、本当に〈猫の忍者〉に狙われていると相談していたのだ。ギザギザの刃物を持った、二本足の猫に。

　ネタのインパクトにやられて私も完全に忘れていた。あれはどんな話だったか、スマホで検索しても、簡単には出てこない。ネットロアの森に埋もれてしまったマイナーな怪談だ。おぼろげな記憶では、何人かの有志で〈猫の忍者〉を写真に収めようとして、結局よくわからないままフェイドアウトしたような……。

　と、いうようなことを説明すると、鳥子は案の定という顔で頷いた。

「ほらやっぱり、裏世界案件だよこれ。最初からおかしいと思ってたんだ。いくらなんでも、話したこともない空魚をからかうために、そんな変な相談持ちかけないでしょ」

「まあ言われてみればそうだけどさ、そんなの後知恵じゃん」

「空魚の察しが悪いんだよ」

　失礼なことを言われてむくれていると、顔に向かってふたたび鳥子の両手が伸びてくる。それを払いのけて私は言った。

「いちいち顔を揉もうとするな！　なんなの!?」

「いいじゃん」

「なんにもよくないよ」

「連絡先もらったんでしょ、電話かけてみたら」

「やだよ、めんどくさい」

「助けてあげないの？」

「裏世界がらみの確証なんかないし、推測だけじゃん。それに私たちには他にやることがあるでしょ」

　そう言って私は立ち上がった。

「行こ。早くゲート探さないと、雑草燃やして吸わされちゃうよ」

「それは嫌だなあ」

「あの貝殻も、早く小桜さんに買い取ってもらわなきゃ。本来今日はそのために来たのに、追い出されちゃった」

　裏世界の浜辺を脱出したとき、八尺様の帽子と引き替えるように手に入れた透明な巻き貝。覗き込むと無限の螺旋が見える裏世界の異物だ。今のところ私たちが持っている換金可能な異物はこれだけだった。小桜の怒りを収めないことには宝の持ち腐れだ。

「オーケイ。じゃあさ、その彼女、ゲート見つけたら助けてあげようよ」

「考えとく」

「考えるだけ？」

　不満そうな鳥子を伴って、休憩所を出る。日差しに顔をしかめて帽子をかぶり、ふと振り返ると、藪の中からさっきの茶虎が私の方をじっと見つめていた。
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　明るいうちはゲートを探して、夜になったらビールを呑もう。

　それを心の支えに、暑いなか石神井公園一帯を歩き回った私たちの探索行は、失敗に終わりつつあった。

　居酒屋のテーブルの向かいに座る鳥子とは目を合わせずに、私は言った。

「ま、まだ一日目だし、気にしないでいこうね！」

「空魚」

「くあービールおいしい！　明日はどこ探そうか、鳥子」

「空魚」

「西武線沿いに各駅停車で探してみる？」

「空魚さん、そろそろ現実見よう？」

「はい……」

　私はうなだれて、ビールジョッキをテーブルに置いた。

　駅近くで入った焼き鳥居酒屋。窓の向こうに目を向けると、表の通りにいるたくさんの猫が嫌でも目に飛び込んでくる。

　異変に気付いたのは、公園を出て間もなくだった。

　後ろから猫がついてきたのだ。

　もちろん、四本足で歩くふつうの猫だ。直前の話題が話題なだけに、落ち着かない気分にはなったけど、その時点ではまだ余裕があった。足を懸命に動かして、日陰を伝いながら進む姿をかわいいと思えた。

　ところが、時間が経つにつれて様子がおかしくなってきた。猫の数が、だんだん増えていく。一匹から二匹、二匹から三匹──。路地から、塀の上から、木の陰から、新しい猫が現われては、私と鳥子を先頭にした行列に加わった。立ち止まると猫たちも足を止める。こちらから近付いていくと散らばって、決して触らせようとしないのに、私たちがあきらめてまた歩き出すと、いつの間にかまた背後に行列ができる。

　後ろが気になってしょうがなかったので、結局ゲート探しも捗はかどらず。まだ暗くなっていなかったけど、夕方六時で切り上げて、居酒屋に逃げ込んだのだった。

　店の外では、思い思いの格好でくつろぐ猫たちに、通行人が珍しそうに声を上げたり、写真を撮ったりしている。十匹以上いるからなかなか壮観だ。窓際の席でぐったりしながら眺めているうちに、焼き鳥の盛り合わせが来た。

「これ絶対、空魚の聞いてきた話が原因だよね」

　ねぎまをぱくつきながら鳥子が言う。

「たまたま猫が焼鳥屋の匂いを嗅ぎたかったのかもよ」

「自分でも信じてない理屈で反論するの、やめない？」

「はい……」

　返す言葉もなく、私は悄然と砂肝を嚙みしだいた。

　裏世界の存在が、私たちの脳内にある恐怖のイメージを読みとって、怪異として姿を現している──この仮説が正しいなら、確かに〈猫の忍者〉はそのパターンに当てはまるのかもしれない。

「よくわかんないけど、私たちもう巻き込まれちゃってるんだよ。相談してきたその子、瀬戸さんだっけ？　連絡取った方がいいって」

　そう言いながら、鳥子は窓に顔を寄せて、外の猫たちに目を凝らす。

「今のところ忍者っぽい子はいないけど、そのうち出てくるのかな。それともあの子たちがいきなり二本足で立って、刃物で襲ってくるのかな」

「毛の中に刃物隠してたら、怖いっていうよりびっくりだよ。さすがにそれはないんじゃない」

「どっちにしても、結構変な状況だと思うよ。電話しようよ、なんなら今からでも」

「うーん……でもぉ……」

　私が抵抗していると、鳥子が心配そうな顔になった。

「空魚、どうしたの、なんだか変だよ」

「別に変じゃないよ」

「ううん、いつもなら、なんだかんだ言って、人が困ってたら助けるじゃん。なんで今回に限ってそんなに嫌がるの？」

「…………」

「ねえ、教えて」

　鳥子にまっすぐ見つめられて、私はしぶしぶ白状した。

「……猫の出てくる怪談、苦手なんだよね」

「え……？　猫嫌いだったの？」

「ぜんぜん。むしろ好き。好きだから、猫に絡んだ怖い経験したくないの。猫が苦手になりたくない」

「オーケイ、なるほど？　でも裏世界がらみだったら、外見は猫でも、実態は違ったりするじゃない」

「そしたら撃たなきゃならないじゃん」

「へ？」

　面食らったように鳥子が聞き返す。ワサビ仕立てのささみを嚙みながら、私はぼそぼそと言った。

「猫かわいいから、撃ちたくない……」

　鳥子は私を見つめて目をぱちくりさせてから、おもむろに頷いた。

「わかった。任せて、もし空魚の身に危険が及んだら、そのときは私が──」

「ちょ、ちょっと何言い出すの」

　私は信じられない思いで鳥子を見返した。

「鳥子、猫かわいいと思わないの？」

「かわいいよ。でも、動物は人間より強いから。油断できない」

「だからって、銃を向けるのはちょっと……」

「しっかりして空魚。私が想定してるのは、ギザギザの刃物を持って襲ってくる猫もどきの化け物だからね。あそこで寝そべってる子たちじゃないよ」

「うう」

「わかんないけどさ、このまま放置してたら、もしかするとあの子たちまで敵になるかもしれないじゃん。猫好きなんでしょ？　このまま猫に怯える一生を送っていいの？」

「そ、それはやだ」

「だったら電話しなって。やることはいつもと同じでしょ。〈猫の忍者〉を見つけて、空魚の右目で正体を暴いて、やっつける。それで解決。簡単じゃない」

「うう」

「空魚が電話しないなら私がかける。番号貸して？」

「うう……わかったよ、電話するよ」

　とうとう抵抗をあきらめて、私はスマホを取り出した。

　ポケットに突っ込んだままだった付箋紙を取り出して、ふーっと深呼吸してから、書かれた番号に電話をかける。コール三回目で相手が出た。

《──はい、瀬戸です》

「あ、あの、紙越……ですけど」

《あ、センパイ！　かけてくれたんですね！》

　意外と明るい声で拍子抜けする。電話の背景が、生活音でバタバタ騒がしい。実家住まいなのかな。

「えーと……昨日の相談についてなんだけど、今、いい？」

《はい！　猫の忍者ですね》

「う、うん。状況に変わりはない？」

《はい。相変わらずです……センパイの方はどうですか？　何か見えたりしました？》

「……何か？」

《あの、霊視とか、なんかそんな感じのやつで》

　そういうことか。私の右目の能力を知っているのかと思って、一瞬ぎょっとしてしまった。

「だから、そういうんじゃないっての」

《でも、相談に乗ってもらえるんですよね？》

「あんまり期待はしないでほしいんだけど。とりあえず、ちょっと会って話したいんだ。池袋あたりに出られる？　明日とか」

《はい、行きます！　ありがとうございます！》

「う、うん。場所と時間はメッセージで送るね」

　電話を切って、はーっとため息をつく。知らない人に電話するのはやっぱり緊張する。気を取り直そうとしていると、鳥子が右手を伸ばしてきて、私の頭を撫でようとする。

「な、何？」

「電話できたじゃん。えらいえらい」

「さすがに馬鹿にされてるよねこれ？」

「そんなことないよお」

　腕を払いのけているうちに、パクチーサラダが運ばれてきた。手を引っ込める鳥子に、私は訊ねる。

「明日、鳥子も一緒に来てくれる？」

　鳥子は首をかしげて微笑んだ。

「せっかくのデートについていったらお邪魔じゃない？」

「…………」

「冗談だよ！　そんな顔しないで」

　サラダを自分の皿に取りながら鳥子が笑う。むかついたので返事をせずに、鳥子の分の砂肝を奪って食べてやった。
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「あっ、センパイ！　こっちです！」

　午前十一時。ＪＲ池袋駅のメトロポリタン口、地下の広場に赴くと、瀬戸茜理の方から私を見つけて大きく手を振ってきた。よく通る声と、人目を気にしない大きな動作に、私はさっそく気後れする。でも向こうから声をかけてくれて、正直ほっとした。一昨日おとといちょっと会っただけなので、自分が彼女の顔を覚えているか不安だったのだ。

　今日の彼女は、サイズの大きいＴシャツにデニムというラフな格好で、荷物はナチュラル素材のかごバッグ。私はといえば、ボーダーＴにシャツを重ねて、白のボトムスにスニーカー。頭には那覇で買った深めのキャスケット。学食で会ったときには、近所に出かけるだけの油断しきった格好だったけど、今日はなんとか身支度を調えてきた。これが私の精一杯だから、勘弁してほしい。この前きさらぎ駅で、鳥子に「派手な右目が浮かないようにちゃんとした格好をしろ」的なことを言われたので、これでもがんばろうとしているのだ。

「来てくれてありがとうございます。今日はよろしくお願いします！」

「いや、うん、ほんと期待しないでね、マジで……」

　気圧されながら私は答える。

「どこかでお茶します？　私が払いますし」

「あ、ちょっと待って。あと一人来るんだ」

「え、どなたですか？」

　意外そうな顔をする彼女に、私は言った。

「鳥……仁科にしなっていう子なんだけど。あなたを助けてやれって言ったのは彼女の方なの」

「そうなんですか！　その方も、センパイと同じ専門家なんですか？」

「いや、だから、そういうんじゃ……」

　私が否定しようとしたところに、後ろから声がかかった。

「どうもー。専門家です」

　振り返ると、いつのまにか鳥子がそこにいた。

　今日の鳥子は、ひらひらしたラッフル袖のシャツに花柄のコルセットスカート。頭につばの短い麦わらハットを載せている。この女、相変わらず、私には絶対似合わないような服を軽々と着こなしやがって……。

「おはよ、空魚。どしたの、目つき悪いよ」

「おはよう。今日も綺麗だなって思ってただけ」

「え。朝からなんなの、照れるんだけど」

　しまった、口が滑った。

「えっと……仁科さんですか？　はじめまして、私──」

　不意を打たれたのか、瀬戸茜理も戸惑い気味だ。鳥子がにっこり笑って言った。

「鳥子でいいよ。あなたが茜理？」

「あっ、はい」

「よろしくー」

　私のときにもそうだったけど、鳥子は基本呼び捨てなんだな。私もそれでいくか。

「ちょっと、鳥子。いつから専門家になったの」

「だめかな。実質スペシャリストじゃない？　私たち。ちゃんと生き延びてるし」

「わりと毎回、生死の境をさまよってる気がするんだけど」

　鳥子と言い合っているのを聞いていた茜理の顔色が、だんだん悪くなってきた。

「やっぱり、危険なんですね……」

「え、いや、どうかな」

　なぜか言いよどんでしまった。どうかなも何も、本当に裏世界がらみだったら危険に決まっている。

「とりあえずお話聞かせてよ。猫の忍者、どんな感じなの？　かわいい？　動画とかある？」

　鳥子が弾んだ声で訊ねる。私は割って入った。

「とりあえず、どっか入ろっか。鳥子の分はお茶代出さなくていいからね」

「えっ、あっはい」

　茜理が素直に頷いた。なんでーひどくない？　と抗議する鳥子と三人で、私たちは広場から地上に出るエスカレーターに乗った。




「猫の集会ってあるじゃないですか」

　昼前で混みだす直前のイタリアン・トマトカフェに席を確保すると、茜理はさっそく話し始めた。

「一ヶ月くらい前、近所で私、それに遭遇したんですよ。夕方、大学の帰り道にコンビニ寄って出たら、なんかぼそぼそ話し声が聞こえるんですよね。それがなんか様子が……変で」

　言いよどむ茜理を、鳥子が促した。

「変って？」

「赤ん坊の声とか、おじいさんの声とか、ボカロみたいな高い声とか、いろんな声が代わる代わる喋ってるんですよ。言ってることは不明瞭なんですけど、〝しるしをみつけた〟とか〝もうすぐくる〟って繰り返してるのだけは聞き取れました。不思議に思って、コンビニの裏に回ってみたら──猫がいっぱいいたんです。駐車場のあちこちに散らばって、二十匹近くいたんじゃないかなあ。それでみんな、いっせいに私の方を睨んで、さーっと散っていったんです。そのときは、あー、邪魔しちゃったかなごめん、くらいだったんですけど。その日から、毎晩──」

　茜理がスマホを取り出して、机の上に置いた。

「これ、昨日です。センパイからの電話のすぐ後に撮りました」

　動画の再生ボタンを押すと、窓にかかったカーテンが映る。音量を上げた途端、窓に何かが当たる音が聞こえた。

　……ドン！　……バン！　断続的に、窓が外から叩かれているようだ。

　画面右側から手が伸びて、カーテンを引き開けた。外は暗く、窓ガラスに室内の様子が反射している。小ぎれいなワンルームの中でスマホを構える、部屋着の茜理が一瞬映った。

　カメラが窓に近付いて、外の暗闇を映す。

　誰もいない……と思ったら、二つの黄色い光が闇の中で瞬いた。録音した声を早回しにしたみたいなキュルキュルキュルッという声がして、二つの光点が素早く窓に近付いてきた。

　画面が揺れて、窓から遠ざかり、撮影者の手が慌てたようにカーテンを摑んで、力任せに閉じた。

　バァン！　窓がもう一度鳴って……静かになった。

　数秒してから視点が傾いて、動画が終わった。

「……どうですか？」

　茜理が訊ねる。

「これが、毎晩？」

「はい。しばらく我慢していれば静かになるんですけど」

　昨日、彼女に電話したときに聞いた音を思い出す。家族の立てる生活音だと思っていたけど、あれはまさにこの音だったのか。

「この黄色い目が忍者キャット？」

　映像を巻き戻しながら鳥子が訊いた。

「多分。いつもはカーテン開けないようにしてるので、ちゃんとは見てないですけど──明るいうちに尾けてくるやつと、同じだと思います」

「そっちは撮ってないの？」

「何度も試したんですけど、なんかうまく撮れないんですよね」

　茜理がスマホの写真をスクロールする。住宅地の道を撮った写真の片隅を黒い影がかすめていたり、道路の反対側に何かがうずくまっているけど写真全体がぶれていたり、公園の滑り台の上にいるただの猫だったり……。猫の忍者に狙われていると言って、真顔でこんな写真を見せられたら、普通は困惑するしかないだろう。

　……普通なら。

　そういえば、もともとの〈猫の忍者〉の報告者も、写真を撮ろうと試みたものの、結局ぼんやりした画像しかアップロードできなかったんじゃなかったかな。

「なんで助けてくれる気になったんですか？　センパイ、この前はぜんぜんその気がなかったですよね」

　私と鳥子が顔を寄せてピンボケ写真を眺めていると、茜理が不思議そうに訊ねた。私は正直に答える。

「巻き込まれちゃったから、仕方なく」

「巻き込まれた？」

「茜理の話を聞いてから、こっちも猫の群れにつきまとわれてね。猫の忍者はまだ見てないけど」

　昨日はあの後、店を出て帰ったら、窓の外で猫が鳴くのでなかなか眠れなかった。鳥子の方もそうだったらしい。今朝家を出るときには、猫の姿は見えなかったから、あきらめて解散したのかな。

「えっ！　それって……私のせいですよね」

「うん」

「いいのいいの。慣れてるから」

　鳥子が勝手にそんなことを言う。

「すごいですね……。こういう経験、たくさんしてるんですか？」

「それなりに。ね、空魚」

「……まあ、うん」

　茜理の顔に浮かんでいるのは尊敬の念だろうか。目がきらきらしている。私は居心地が悪くなって顔をそむけた。

　とはいえ、確かにそうだ。客観的に考えたら、私たちは〝こういう経験〟を誰にも負けないくらいにしている。それに価値があるかは知らないけれど。

　お寺や神社に行ってみたけど効果がなかったと茜理は言っていた。当然だろう。霊とか呪いとか、そういうありふれた話なら、供養なりお祓いなりの対応プロトコルがある。それが実在するかどうかに関係なく、相談に応じてしかるべきサービスが提供できる。でも猫の忍者なんて、誰が本気にする？　笑い飛ばされて終わりだ。

　……普通なら。

　私はしぶしぶ口を開いた。

「そう、ね。この手の変な相談を持ちかけるなら、私たち以上に向いてる人間はあんまりいないと思う」

　明らかに異常なことが起こっているのに、既存の宗教には対応方法が用意されていないような状況──それは、実話怪談やネットロアで報告される怪異の特徴とも言える。くねくね、時空のおっさん、きさらぎ駅、いずれもお祓いなんかじゃどうしようもない怪異だ。八尺様や姦姦蛇螺の話には多少の伝統宗教のフレーバーが含まれていたけど、それもかろうじて怪異の行動を封じる程度で、根本的な対処には至っていない。

　そう考えると、〈猫の忍者〉も実は同じなんだ。まったく怖くないけど。

「やる気になったみたいね？」

　鳥子が言った。私はあきらめてため息をつく。

「オーケー、しょうがない。やっつけてみようか、猫の忍者」

「オーケイ」

「あ、ありがとうございます！」

　茜理がぱっと顔を輝かせた。

　とはいえ、やっぱり猫に銃口を向けるなんてできない気がする。自分がまず嫌だし、まかり間違って動画なんて撮られてたら、ネットで世界規模の大炎上を……。

　いや、その前に銃刀法違反で刑務所行きか。

「……あんまりかわいくないといいな、猫の忍者」

　私が呟くと、鳥子が茜理に訊ねた。

「そうそう、猫の忍者って、具体的にはどんな姿してるの？　それ教えてよ」

「あっ、そうですよね──」

　と言いかけて、茜理の言葉が途切れた。

「ん？　どしたの」

「えっと……ちょうどあんな感じです」

　指差す先に目をやると、カウンターの上に、小さな影が立っているのが見えた。

　猫……に見える。二本の脚で立った猫だ。背丈は五、六十センチというところだろうか。ロシアンブルーを思わせる灰色の毛並みに、ぼろぼろの黒装束をまとっている。片手には、一体どうやって保持しているのか、刃がギザギザになった刀のような武器を持っていた。

　あっけにとられていると、カウンターの下から、もう一匹姿を現した。こっちは毛皮が黒い。フード付きのマントのようなものを着て、持っているのは、鎌状の刃が四方に突き出た、信じられないほど見た目の邪悪な武器だった。まるで中央アフリカの投げナイフだ。

「……猫の忍者だ!?」

　私と鳥子の声がぴったり重なった。

　茜理は正しかった。確かにこれは、猫の忍者と呼ぶしかない。

　周りの客も店員も、さすがに気付いて騒ぐだろう……と思いきや、いつの間にか、賑わっていたはずの店内には人っ子一人いなくなっていた。私たち以外の席には、湯気を上げるコーヒーカップや、結露したプラスチックカップのスムージー、食べかけのチョコクロワッサンやフレンチトーストが、たった今全員席を立って出て行ったみたいに置き去りにされていた。

　ニャーッ！　いきなり沸き上がったものすごい数の鳴き声に驚いて、窓から外に目をやると、表は猫だらけになっていた。車道も歩道も猫、猫、猫。

　猫たちの向こうでは、電柱に車が一台突っ込んで動かなくなっていた。衝突音なんか一度も聞かなかったのに。運転席のフロントガラスを割って外に飛び出し、ボンネットの上に横たわっているのは、どう見ても人間ではなく、黒く濡れた身体に短いヒレを生やした深海魚のような生き物だ。車の屋根に登った猫たちが、びくびく痙攣する魚を見下ろして首をかしげている。

「おっさん世界だよ、これ！」

　鳥子が叫んだ。時空のおっさんの出没する、裏世界と表世界の中間領域。表世界の様相を残しつつも、不穏に錯乱したこの場所は、直接的な剣呑さでは昼間の裏世界に負けていないかもしれない。私たちは、そんなところに前触れもなく移行してしまったのだ。

「気をつけてください、来ます！」

　茜理が席を立って鋭く声を上げた直後。二匹の猫の忍者が床に飛び降り、カサカサカサッと近付いてきた。

　反応しようとする暇もなく、目の前が遮られた。クリーム色の、四角い板──飲み物を載せていたプラスチックのトレイだ、と認識した瞬間、尖ったものがトレイをぶち抜いて、私の鼻先で止まった。

「あぶなっ!?」

　泡を食って席を立つ私の前で、床にトレイが投げ出される。アフリカ投げナイフの刃が深々と突き刺さっていた。

「大丈夫ですか、センパイ」

　返事もできずに私はただコクコクと頷いた。いま私を守ってくれたのは、どうやら茜理のようだ。

　鳥子が私の前に立ちふさがり、トートに手を突っ込んだ。二匹の猫の忍者は、銃を出そうとしたのを察したかのように、ぱっと後ろに飛び退った。

「と、鳥子。待って待って」

　私は慌てて鳥子の肩に手をかけた。

「え、何」

「まずいでしょ……！」

　声を潜めて言うと、鳥子がようやく気付いたように目をしばたたいた。いつもならすぐ銃を抜くところだけど、今日は茜理が一緒だ。

「じゃ、どうするの」

「うーー、わかんない！　とりあえず逃げよう」

　店の入口への経路には猫の忍者がいる。店の奥に目を向けると、手洗いとは別に、従業員専用らしきドアがある。あそこに行けば、窓か裏口から外に出られるんじゃないだろうか。

「こっち、ついてきて！」

　そう言って返事を待たず、私は店の奥へと駆け出した。鳥子と茜理が追いかけてくる。誰もいない店内を通り抜けてドアの前まで来ると、プレートには〈ねこ以がいの立ちいりわご遠りょください〉と書かれていた。三人ともねこ以がいだけど、この際構っていられない。ドアを開けると従業員控え室があった。スチールのラックに並んだ私物らしきカバン、ハンガーにかかった制服、壁に貼られたシフト表。狭い空間を抜けた先にもう一つ扉があって、思った通り裏口のようだ。

　咎とがめる人がいないのを幸い、ずかずかと入り込む。私の後に鳥子と茜理が続いた。しんがりの茜理がドアを閉めて鍵をかけるのと同時に、ギザギザの刀が合板のドアを貫いた。

「うわっ！」

　茜理が声を上げて後退る。刀が鋸のこぎりみたいにゴリゴリ音を立てて引き戻される。穴のあいたドアの向こうで、猫の目がぎらりと輝いた。

「ひゃー、容赦ないね、さすが忍者」

　鳥子が呆れたようにかぶりを振った。

「茜理、あんなのに追われてたの？　この一ヶ月？」

「はい……最初は尾けてくるだけだったんですけど、だんだん激しくなってきて。ここ一週間は走って帰ってました」

「よく生き延びられたね」

「や、けっこう危なかったですよ」

　平然と語る茜理を信じられない思いで凝視していると、視線の合った茜理が照れくさそうに笑った。

「私、空手やってるんで……」

「…………」

　え、今ので説明になってるの？

「そうなんだ。さっきの動きすごかったね。空魚が狙われて、ヤバッと思ったら、茜理はもう反応してた」

　鳥子が感心したように言う。私は狙われたことすら気付かなかった。

「はい、空手やってるんで、まあ」

　なんだこの子。

　いや、悠長にしている余裕はなかった。

　バキッと音を立てて、アフリカ投げナイフがドアに突き立てられた。刃が斧みたいに何度も振り下ろされるたび、派手に木屑が飛び散る。

「やばいやばい。さっさと逃げよう」

　私が言うと、二人も頷いた。

　裏口に駆け寄り、ドアノブを回して押し開ける。

　飛び出そうとした私の足が、そこで急停止した。

「うわ、急に止まらないで──」

　私の背中にぶつかった鳥子の言葉が途切れた。

　裏口の先には、密集した建物が、崖のようにそびえ立っていた。足元には戸口と同じ幅しかない金属の足場が十メートルくらい延びていて、その下には何もない。切り立った断崖の底には水が流れているようだ。右も左も断崖と建物の壁が続いていて、ところどころに同じような橋や足場がかかっている。

　こちらに面した建物は、雑居ビルの裏側のように薄汚れていて、ベランダや非常階段、エアコンの室外機、梯子はしご、キャットウォークやダクトなどが縦横無尽に連なっている。そのサイズがどうも小さい……人間のサイズじゃない。足場は狭いし、一階一階の高さも通常の半分くらい。階段の角度もめちゃめちゃに急だ。オーバーハングの壁面に刻まれた足場は、ロッククライマーでもなければ通れないだろう。

「猫の……街？」

　鳥子が口にした表現は私の感覚にも合っていた。さっきの猫だらけの表通りからして、こっちもまともな街ではないだろうと覚悟はしていたけど、でもこれは予想を超えていた。

「な……なんですか、これ」

　茜理もさすがに驚いているようだ。

「猫の忍者が襲ってくるときって、なーんか周りが変な感じになるのはわかってたんですけど、こんなのは初めてです」

　つまり猫の忍者の襲撃は、中間領域への移行を伴うということ？　時空のおっさんと同じじゃないか。

　背後ではドアがバリバリ壊されていく。呆然としている余裕はなさそうだ。

　進むしかない。どこに向かうにしても。

「行こう」

　意を決して、狭い橋の上を歩き出した。

　錆びた金網が靴底で軋きしむ。足場には手すりがついているものの、これまた低く、私の膝丈くらいしかない。転落防止どころか、ふらついたらつまずきそうでかえって怖い。

　小走りに橋を渡りきって、通れそうな道を探す。膝をついて進めば、崖に面した足場を伝って行けそうだ。

　一歩間違えば真っ逆さまな猫道を、おっかなびっくり進んでいく。崖の下は日の光が届かず暗いので、いきおい上を目指すことになった。落ちそうなのは怖いけど、建物の中に入る気にはなれない。開いている窓から覗いてみると、小さいサイズの畳が並んだ座敷や、板張りの床に水路が敷かれた廊下が見えた。天井が低くて、うっかり入ったら身動きが取れなくなるだろう。

　下でキィと扉が開く音がした。見下ろすと、さっきの裏口から、二匹の猫の忍者が出てきたところだった。その顔が、壁面を這い進む私たちに向けられる。

「もう来ました！」

　最後尾の茜理が言わずもがなのことを叫ぶ。

　猫の忍者が顔を見合わせて、足場を渡り始めた。

　私たちはペースを速めて登攀とうはんを再開する。人間のために作られていない道は、難度の高いフィールドアスレチックのようだ。廃墟探索で多少は上ったり下りたりの経験がある私と、体力お化けの鳥子に、茜理はよく付いてきていた。これも空手をやってるからだろうか。真夏の日中にこんなことをしていて、もう全身汗でびしゃびしゃだ。こんなことならもう少し動きやすい格好で来ればよかった。

　ほとんど直角に思えるような急角度の階段を死ぬ思いで這い上がって、壁の中腹にある広場のような場所に出た。コンクリートの屋根の上が、そのまま立って歩けるスペースになっている。壁面はまだまだ上まで続いているけど、もう限界だ……これ以上登っても追いつかれるのは時間の問題だろう。

　下の方から、カサカサと衣擦れの音が迫ってきたかと思うと、私たちがさんざん苦労した階段をあっという間に登りきって、二匹の猫の忍者が姿を現した。

　広場の端に追い詰められた私たち三人は、ぜえはあいいながら忍者と睨み合う。

　茜理が覚悟を決めたように前に出て、バッグを地面に下ろすと、スッと空手っぽい構えを取った。

「ちょっと？」

「センパイたちは逃げてください。時間を稼ぎます」

「い、いやいや、そんなわけにいかないでしょ……」

「いえ。元はといえば私が巻き込んだわけですし」

　たいへん勇ましいけど、いくら空手が強くても、抜き身の刃物を持った猫の忍者たちは恐ろしい脅威だ。忍者二匹に対して、こっちには空手使いが一人……いや、なんだこれ、改めて考えると頭がおかしくなりそうだ。

　状況の打開策を考えてパニックになりかかっていると、鳥子が言った。

「空魚、これ使うよ、もう」

　指を鉄砲の形にしてみせるので、私は慌てる。

「だっ、だめでしょ」

「だってもう、これじゃないとどうしようもないよ。この子も共犯者にするしかない」

「なんですか、これって」

「ちょっと黙ってて！」

　私は茜理に怒鳴ってから、鳥子に顔を寄せて早口で囁いた。

「共犯者はいや。絶対いや。やめて」

「なんで？」

「なんででも！」

　苛立った声を上げる私を、鳥子は不思議そうに見返す。

　ああ、もう。

　おまえが言ったんだぞ。

　共犯者って、この世で最も親密な関係だって。

　おまえが！　最初に！

「…………被害者、ならいい」

　私は押し殺した声で言った。

「私たちに巻き込まれたかわいそうな被害者。それならいいよ」

「よくわかんないけど……わかった」

　私の気も知らず、鳥子がトートに手を突っ込んだ。

「茜理、びっくりすると思うけど、ごめんね」

　そう言いながらマカロフを取り出し、スライドをずらして弾を確認しながら、前に進み出る。横を見た茜理が口をぽかんと開けた。

「は……？」

　私も自分のマカロフを抜いて進み出た。

「悪いけど、茜理、このこと誰かに言ったらただじゃすまないからね」

　精一杯凄すごんだ声を出してみたけど、茜理がぜんぜんピンときてないみたいなので、すぐに後悔した。やめときゃよかった。

　だいたい、誰かに言われてただですまないのは、私と鳥子の方だ。

「空魚、もう見てる？」

「い、いま見る」

　いつもの通り、右目に意識を集中する。

　屋根の端に立つ二匹の猫の姿が、変わ……らない。裏世界でもときどき遭遇した、右目でも左目でも姿の変化しない奴らだ。

「うう、やっぱり猫だよ……撃ちたくない……」

「しっかり！　殺しに来るよ、こいつら！」

　鳥子の声を合図にしたかのように、二匹がいきなり動いた。凶悪な刃物を構えて、すごい速さで突っ込んでくる。動きはぜんぜん可愛くなかった。殺意に満ちていた。

　鳥子が発砲した。銃声が壁面に反響する。猫の忍者はかわしながら回り込んできて、壁を蹴って飛び上がった。次の瞬間、寸前まで鳥子のいた場所にギザギザの刀が突き立っていた。

「あっぶな」

　鳥子が口走りながら、なおも撃つ。至近距離からの銃撃を、刀持ちが四足で伏せて避け、横っ飛びに逃げるのに目を奪われていたら、気がつくともう一匹が私のすぐそばまで走り寄っていた。アフリカ投げナイフですくい上げるように下から斬りつけてくるのに対して、かろうじて銃を向ける。ひいい、と泣きそうになりながら二発撃ったけど、弾は屋根のコンクリートに跳ねただけだった。

　やられる──！　迫り来る刃を為なす術すべなく凝視していると、私の横から、茜理の足が跳ね上がった。

「エエイッ！」

　鋭い気合と共に前蹴りが放たれる。ナイフ持ちがぱっと飛んで距離を取った。気合に驚いて、私までよろめいてしまった。

　蹴り足を下ろす動作のままに、茜理が一歩前に出る。

「センパイは下がっててください！」

　言うが早いか、ローキックが飛んだ。バットでもへし折れそうな勢いだったけど、猫の忍者はくるくると回りながら後ろへと回避した。

「す……すごいじゃん！　助けなんかいらなくない!?」

　私がそう口走ると、茜理は固い表情で首を横に振った。

「ダメなんです。こいつら、突きも蹴りも効かなくて。すばしっこいし、当たったと思ってもぜんぜん手応えがないし」

　ああ……なるほど。実体があるように見えるけど、こいつらもやっぱり時空のおっさんと同じ〝現象〟なんだ。

　たとえ私の右目で捉えていたとしても、銃も空手も当たらなければどうしようもない。おまけにこいつらは、二手に分かれて攪乱かくらんしてくる。

「鳥子、茜理、もっと壁際に寄ろう。挟まれるとやばい」

「オーケイ」

「わかりました！」

　三人で固まって、壁が背になるようじりじりと移動する。二匹の忍者も、距離を詰めてきた。

　と、二匹の動きに変化が生じた。屋根に放置されたままの茜理のバッグに、二匹が近付いて、開いた口を覗き込んだのだ。頭を突っ込んで、中を探っているように見えた。

「空魚、あれ何やってんの？」

「私に訊かれても。茜理、バッグに何か入れてる？」

「え、普通の物だけです。化粧ポーチとか、スマホのバッテリーとか──」

「生魚とか入ってない？」

「持ち歩かないですよそんなの！」

　私は茜理が耳にしたという、猫の集会での声を思い出す。もしかするとこいつらは、茜理が持っている〈しるし〉とやらに引きつけられているんじゃないだろうか？

「狙われる心当たりって本当にないの？　実話怪談の定番だと、子供のころ猫を虐待してたとかありがちなんだけど」

「絶対ないです！」

　憤然と答える茜理の顔を、私はじっと観察する。噓をついているようには見えないけど、私に人の気持ちなんかわかるだろうか……。ともかく、本人の自覚の有無にかかわらず、きっと何かあるはずだ。猫の忍者が求める〈しるし〉が。

　バッグに意識を向けてみても、右目の視界には変化がない。私は右目の意識を、茜理本人に向けてみることにした。

　人間に対してこれをやるのは久しぶりだ。前に同じことをやったのは、時空のおっさんのとき──裏世界のゴーストタウンで、小桜の様相をずらして、植物にしたときだった。

　あれ以来、右目を人に対して使わなかったのは、正直なところ怖かったからだ。グリッチの中という特殊な条件とはいえ、私の認識の上で、人間の姿を完全に変えられてしまったことが恐ろしかった。同じことを続けたら、私はそのうち、人を人として認識できなくなっていくんじゃないか──そんな予感がしたのだ。しかもあとから聞いたら、植物になっている間も小桜本人には意識があって、私とは別の認識の中でめちゃめちゃ怖い目に遭ってたらしいし。

　だから今まで封印していたのだけれど、今思いつくのはこれくらいだ。あの痛そうな刃物で切り刻まれる前に、やれることは試しておかなければ。

　意を決して、右目で茜理を捉えた私は、驚きに息を呑んだ。

　茜理の身体が、内側からぼんやりと輝いて見えたからだ。

「どうしたの、空魚」

　私の表情から異常を察したのか、鳥子が訊ねる。ためらいつつも私は答えた。

「身体の中に、何かあるの。銀色の燐光を放つものが」

「それって……」

　私たちのやりとりに気を引かれたように、二匹の猫の忍者がバッグから顔を上げた。目を見交わすと、ふたたび私たちの方へと歩き出す。

「茜理、なんか変なものたべたり飲んだりしなかった？」

　鳥子が早口で訊ねる。私も続けた。

「お墓のお供え物とか、猫の餌とか、つまみ食いしなかった？」

「えぇ～？　なんにもしてないですぅ」

　ねっとりと茜理が言った。それまでのハキハキした態度とはまったく違う口調に意表を突かれる。

「どォしてそんなことゆうんですかァせんぱァい、あー、ムカついてきちゃいますぅ、拾い食いなんかするわけナァァァ、ァ、アィ、ジャァァァ」

　媚こびるような口調が急速に濁っていく。

　総毛立つ感覚と共に直感した。この子、狂いかけてる。思い当たる原因はひとつ──私が右目で見たからだ！

「鳥子！　左手！」

　私が言うと、鳥子が左の手袋を口にくわえて脱ぎ捨てた。あっ、かっこいい、いや見とれている場合じゃなかった。

「どうすればいい!?」

「突っ込んで！　茜理の身体に！」

「え……ええっ!?」

　さすがに二つ返事とはいかなかった。でも迷っている時間はない。猫の忍者がすぐそこまで来ているし、茜理の目は焦点を失っていた。完全に正気を失われたら、私と鳥子の間に、発狂した空手モンスターが爆誕することになる。

　私は片手で茜理のＴシャツの裾を摑み、もう片方の手で躊躇する鳥子の手を取って、有無を言わさず茜理のお腹に押しつけた。透き通った左手が、引き締まった腹筋に抵抗なく埋まっていく。茜理がくぐもった声を上げて身を二つに折った。

「うわああ、また変なもの触らせたあ」

　鳥子が悲鳴を上げる。めちゃめちゃに嫌そうな顔だった。

「ひやっ、うえっ、あっ？　なんか固いものが──」

「それだ！　引っこ抜いて！」

「大丈夫なんだよねこれ!?」

　鳥子が拳を引き抜くと、茜理がその場に膝を突いて、勢いよく嘔吐した。慌てて右目の意識を逸らすと、涙目の茜理が息を切らしてこちらを見上げていた。

「な……なんで腹パン……」

　よかった、口調も雰囲気も元に戻ってる。

「心当たりある？」

　茜理の顔の前で、鳥子が左手を開いた。手のひらに載っていたのは、小さな人形だった。土を焼いた素朴な造形。頭には尖った耳が二つ。くるんと丸まっているのは尻尾だろうか。顔があるべき部分には緑色の石が一つだけ嵌はめ込まれている。銀色の燐光に覆われたそれは、まぎれもなく裏世界の異物だ。

「あっ、これ……私のお守りです！　いつの間にかなくなったと思ったら」

　そのとき、二匹の猫の忍者が、シャッと威嚇するような声を上げたと思うと、急にこっちへ走り出した。

「危ない！」

　咄嗟に茜理を突き飛ばすと、間一髪、私たちが背にしていた壁に、刀とナイフが突き立った。茜理もろとも、鳥子も仰向けに倒れ込む。猫の忍者が壁から刃物を引き抜いて、身動きの取れない二人に向かって振り下ろそうとする。

「鳥子、それパス！」

　私が叫ぶと、鳥子が左手を振った。猫の忍者の足元をすり抜けて、土人形が屋根の上を滑ってくる。拾って顔を上げると、二匹がぐるりと首を回して私に目を向けた。

「こ……これだよ。こいつら、これに引き寄せられてたんだ」

　私が言うと、茜理が目を丸くした。

「いつから持ってたの、これ？」

「去年からです。人にもらって──」

　言葉を交わす間にも、猫の忍者が私に狙いを定めて、ひたひたと近付いてくる。

「空魚、それ持ってたらダメだよ。早く手放しなって」

　立て膝で銃を構えた鳥子が、気遣わしげに言う。

　一瞬、私は考えた。これを持ち帰れば小桜に買い取ってもらえるんじゃないだろうか。ただし、もれなく猫の忍者に襲われる……。残念だけど、却下だな。

「……もちろん、手放すよ」

「今の間まは何？」

　シャアッ！　猫の忍者が飛びかかってくる。私はあわてて腕を振りかぶって、思いっきり土人形を投げた。崖の方に向かって。

　へろへろした放物線を描いて、土人形が飛んでいく。イメージとは違ってぜんぜん飛ばなかったし肩がグキッていったけど、ぎりぎり屋根の縁を越えていった。

　猫の忍者の反応は早かった。もう私には目もくれずに、すごい勢いで横を駆け抜けると、屋根から飛び降りて姿を消した。

　縁まで近付いて見下ろすと、一瞬、土人形の緑の石が、陽光をきらりと反射するのが見えた。崖下へと落ちていくそれを追って、二つの影が恐ろしい速度で建物から建物へと飛び移っていく。

「……はーーーーっ」

　緊張から解放されて、ぐったりとその場に座り込んでしまった。

　鳥子が手袋を嵌めながら近付いてきて、下を覗き込む。

「行っちゃった」

「あーー、怖かった。物理はやめてほしい」

　メンタルを攻めてくるのも嫌だけど、刃物で殺しに来るのは反則だと思う。

「え、え？　ほんとにあれが目的だったんですか？　なんで？　私あれ、どこに持ってたんですか？」

　困惑している茜理に私は言った。

「なんか茜理ちゃん、ハメられたんじゃない？　あんな変なもの持たされて……」

「ええー？　お守りだったんですけど……」

　納得できないようだ。まあそうだろうなと思う。彼らの理屈は推測するしかないし、最適解だったのかどうかも知りようがない。

　身体の中に入ってたのを引きずり出したというのは、ややこしくなるから言わない方がよさそうだ。

　それにしても、右目で茜理の様子がおかしくなったのは衝撃的だった。あのときの茜理から受けた印象は、中間領域の街並みの不穏さとよく似ていた。この右目は、人間に対して使うと、人間を「裏世界化」してしまうのかもしれない。

　あのまま見続けていたらどうなっていたのかは想像したくない。やっぱり、人に対しては軽々しく使わない方がよさそうだ。

　さて……ここからどうやって戻ればいいのかな。

　考えながら、手を後ろについて、何気なく上に目をやった私は凍りついた。

　頭上に連なる建物の窓という窓から、無数の猫が顔を出してこちらを見下ろしていたのだ。

　次の瞬間、猫たちが窓を飛び出し、雪崩なだれのように壁面を駆け下りてきた。

「わああっ!?」

　悲鳴を上げる私も、鳥子も茜理も、あっという間に猫雪崩に巻き込まれた。

　辺り一面、滑らかな毛皮と、肉球と、尻尾と、鼻面で埋め尽くされる。次から次へとやってくる猫の奔流に巻き込まれて、私たちは奈落へと落ちていった。








6






　車の音、人の声。排気ガスに、ファストフードの油のにおい。表世界の感覚情報で、私は意識を取り戻した。

　視界が細い木の枝で覆われている。どうやら私は、植え込みの中に仰向けに倒れているようだった。

　そそくさと銃をしまって、植え込みから顔を出す。場所はすぐわかった。メトロポリタン口を上がったすぐそこ、芸術劇場前の公園だ。さっきまであんなにいた猫は一匹もいなくなっていた。

　小枝をポキポキ折りながらなんとか這い出すと、隣の植え込みから鳥子の手が突き出された。

「空魚ー、たすけてー」

「何やってんの」

「髪が絡んで……」

　鳥子の手を摑んで引っ張り出す。髪の毛も服も木の葉まみれだ。

「ふう、ありがと。茜理は？」

「ここですー」

　声の方に顔を向けると、植え込みの根元に顔を突っ込んでいる茜理が見えた。

「そっちは何やってんの？」

　私が訊ねると、茜理が答えた。

「カバンの中身が散らばっちゃって……」

「手伝う？」

「大丈夫です、ちょっと待っててもらえれば」

　茜理がバッグの中身を回収している間、私と鳥子は植え込みの縁に腰を下ろして待つことにした。

「あーあ、しばらく猫見たらビクビクしそう。だから猫の怪談苦手なんだ」

　鳥子の絡まった髪から木の葉を取り除いてやりながら、私は嘆息する。

「ごめんね、私が無理に連れ出したから」

「ほんとだよ。まあ、結果的にはうまくいったっぽいし、これでもう猫につきまとわれる心配がなくなったならいいんだけどさ」

　私が言うと、鳥子の顔に悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんだ。

「じゃあさ、空魚の心の傷が癒えるまで、私が猫になってあげようか」

「は？」

「ニャー」

　手を招き猫みたいにして、鳥子が私を上目遣いで見た。

「…………」

「ぼくは怖くない猫だニャー」

「そ……そういうあざといの、やめてくれない!?」

　かろうじて私が言うと、鳥子は小首をかしげた。

「なんで怒るニャ？」

「語尾ィ！」

　私が暴れていると、茜理がやって来た。

「センパイ！　鳥子さん！　ありがとうございました！」

　頭を下げられて私は戸惑う。

「まーまー、いいよいいよ。また今度、ご飯でもおごってよ」

　鳥子が勝手にそんなことを言う。語尾が元に戻ったので、私の正気はかろうじて保たれた。

　そういえば、本来これって謝礼くらいもらってもいいんじゃないだろうか。最初に言っておけばよかったな。

「すごいっすね、センパイも、鳥子さんも！　いつもあんなことやってるんですか？」

「あの、茜理、くれぐれも人には──」

「わかってます、言いません。ていうか、言えませんよ、こんなこと」

「まあ、そうよね」

　でもこいつ、見ず知らずの私に猫の忍者の相談とか持ちかけてきた前科があるからな。油断できない。

「あの人形、ごめんね。勝手に捨てちゃって」

「いえ、いいんです。まさか自分で原因を持ち歩いてたなんて」

「人にもらったって言ってたけど……あんなもの誰から受け取ったの？」

　気になっていたことを私は訊ねた。裏世界由来の品を茜理に持たせたのは、何か意図が──もっと言ってしまえば、悪意があるようにしか思えなかった。

「去年教わってた、家庭教師の先生です。受験のお守りって言って渡してくれたので、大事にしてたんですが」

「ふーん……どういう人？　連絡先とかわかる？」

「それが、しばらく前から電話繫つながらなくなっちゃって。年が明けたくらいからかな。もう半年以上連絡取れてません」

　茜理が寂しそうに目を伏せて言った。




「閏間先生っていうんですけど」




　鳥子が愕然と目を見開いた。電撃に撃たれたみたいだった。

「閏間……冴月？」

「え……そうです。お知り合いですか？」

　茜理が戸惑ったように言うのに、鳥子は返事をしなかった。
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　閏間冴月。裏世界に消えた、鳥子の「友達」。鳥子が慕い、命をかけて行方を捜し続ける、たった一人の大切な人。

　まさかその名を初対面の茜理の口から聞くとは──私も驚いたけど、鳥子の受けた衝撃はどれほど大きかっただろう。

　さっきの反応からして、どうやら鳥子は、冴月さんが他の誰かに逢っていることをまったく知らされていなかったようだ。

　もっと根掘り葉掘り訊くかと思ったけど、予想に反して、鳥子は黙り込んだまま一人で帰ってしまった。

　聞いた話を突き合わせると、閏間冴月が瀬戸茜理の家庭教師をしていたのは、ちょうど鳥子が閏間冴月に裏世界のことを教えられて、二人連れだって探検に出ていた時期と重なっている。きっと鳥子は、閏間冴月の最大の理解者は自分だと思って疑わなかったんだろう。それが、自分の知らないところで他の子と逢っていたなんて。ただの家庭教師の仕事だ、なんて言い訳は通らない。鳥子自身が、家庭教師としてやって来た閏間冴月によって見出され、裏世界探検に「スカウト」されたのだから。

　かわいそうな鳥子。

　黙って帰った気持ちが、ちょっとわかる気がする。

　鳥子からしてみれば、冴月さんの消息につながる情報はなんでも欲しいはず。でも、茜理の口からは聞きたくないだろう。そのうち気持ちの折り合いがつくかもしれないけど、すぐには無理だ。人の心がないと言われた私でも、それくらいの推測はできる。

　だから次の日、ゲート探しの続きをやろうという私のメッセージに、体調不良でお休みのスタンプが返ってきても、私は驚かなかった。

　いいよ、鳥子、ゆっくり休みなよ。わかってるからさ。

　思いやりに満ちた私は、身支度を調えて、一人でゲート探しのクエストに出かけることにした。

　と、その前に──忘れないうちに、あの貝殻型の異物を小桜に渡しておこう。小桜はお金をケチらないけど、換金には準備が必要だ。異物の調査も、現金の用意も。

　西武線を石神井公園駅で降りて、商店街を抜けて公園方面に坂を下り、高級住宅街へと歩いていく。もうすっかり通い慣れた道だ。

　この辺にゲートがあれば便利なのにな、と都合のいいことを考えながら、陽炎かげろうの立つ道を右目で見渡す。一昨日も見たけど、念のため……。

　そんなにうまい話はなかった。ただ目が疲れただけで、あっさり小桜の家に着いてしまった。門から入って、そこに置かれたままのＡＰ‐１にひるむ。やっちゃったなあ。小桜が怒るのも当たり前だ。ほんと、ここから裏世界までどうやって運ぶ気だったんだ。

　自分に呆れながら、ＡＰ‐１の向こうに目をやった。

　そこに、ゲートがあった。

「……え？」

　足を止めて、目をしばたたく。

　間違いない。ゲートだ。

　小桜屋敷の玄関の前、縦横三メートルくらいの空間に、銀色の光が揺らめいている。

　なんで？　なんでこんなところに？

「あっ！」

　原因に思い至って、私は声を上げた。

　そうだ。考えてみたら、ここにゲートが開いたことがあったじゃないか。

　三人のおばさんに対処するため、玄関の鍵を開けたときのことだ。巨大な顔が出現して、私と小桜は、強制的に裏世界へと連れ去られた。そういえば、ここで意識して右目を使ったことはなかった。あのときからずっと、ここにはゲートが残っていたんだ。

　私にはめちゃめちゃ好都合だけど、これは……小桜が知ったらブチ切れるぞ……。

「何やってんだ、そんなとこに突っ立って」

　ゲートを見つめて呆然と立ち尽くしていた私は、小桜に声をかけられて我に返った。

　サンダルを突っかけて玄関から出てきた小桜が、軒下の日陰の中から、うさんくさげに私たちを見ていた。

「あ、どうも……」

　私が気まずい思いで挨拶すると、小桜は何か察したように眉を上げた。

「ああ……この前怒鳴ったのを気にしてんのか？　いや、あたしもちょっと言い過ぎたよ。一人で引きこもっていたいのに、次から次へと変なものが来るから、気が立ってたんだ。ごめんな」

「い、いえ」

「ゲート見つかったか？　いや、そんなすぐには無理だよな」

「見つかったというか……見つけちゃったというか……」

「えっ、ほんとかよ。仕事早いな、見直した」

「ハハ……それほどでも……」

　私の声はどんどん先細りになっていった。

「まあ入んなよ、暑いだろ。アイスでも食べるか？」

　機嫌よく笑う小桜の姿が、玄関前に立ち昇る銀色の霞の向こうできらめいて見えた。いったいどんなふうに話を切り出せばいいだろうかと考えながら、私は重い足取りで小桜の方へと歩き出した。








ファイル8　　　　　箱の中の小鳥
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「あれ以来カラテカがうるさくてさあ」

　赤ワインをちびちび飲みながら私がぼやくと、テーブルの向こうの鳥子が眉を上げた。

「カラテカ？」

「空手やってたっていう、あの子……」

　池袋ジュンク堂近くのワインバー。週の真ん中だというのに、薄暗い店内はお客でいっぱいだ。あちこちのテーブルで若い男女が賑やかにやっている店内の隅で、私たちはささやかに打ち上げていた。

「えーと、瀬戸茜理ちゃんだったっけ」

「すごい。記憶力いいね。私忘れてた」

「ひどいなあ」

「カラテカでいいよ、あんなの」

　前回の裏世界探検……というか表世界と裏世界の中間領域の探検は、私と鳥子以外に、大学の後輩にあたる茜理と一緒だった。空手をやってる瀬戸茜理。彼女に頼まれたのがきっかけで、私たちは猫の町に迷い込み、猫の忍者に追われる羽目になったのだ。にゃーん。

「なーんか、最初から、センパイ霊感あるんですか！　とか食いついてきたから違和感あったんだけど、もともとそういうの好きだったみたいでさ。あの後ちょくちょく電話かかってくるし、学食行くと現れるし。やたら絡んできてうんざり」

「懐なつかれてるっていうんじゃない、それ。名前くらい憶えてあげたら」

「犬や猫なら嬉しいけど、人だとめんどくさいだけだよ」

「ふーん。私の名前は憶えてる？」

「当たり前じゃん」

「言ってみて？」

「……仁科さん」

「あら、ちょっと新鮮だわ、紙越さん」

　木のプレートの上に隙間なく並べられた生ハムを、鳥子の透明な指先がつまみ上げる。人目のある場所では食事時も手袋をつけたままの鳥子だけど、今日みたいな奥まった席や個室を確保できたときは外していることが多い。

　透明といっても完全に見えないわけじゃない。周囲の光を受けて燦きらめいているから、そこに指があることはちゃんとわかる。だけど、じっと目を凝らすと輪郭が曖昧になって、空気中に溶けていってしまうように思えてくる。

　そんな神秘的な左手が、生ハムを取って口に運ぶのを見ていると、なんだかこっちの足元まで怪しくなってくるのだった。

「……フォーク使えば？」

「行儀悪いかな？」

　鳥子が顎を仰向けて肉を呑み込み、指を舐める。

「動物みたい」

「そうかニャー」

「気に入ったの、その語尾？」

「空魚が変な顔するのが面白くて」

「性格悪いですね、仁科さん」

　二人でグラスを傾ける。生ハムとサラミによく合うという触れ込みの、微発泡赤ワインは、フルーティでアルコールも弱くてするする入る。物足りないくらいだ。

「カラテカちゃん、今日連れてくればよかったのに」

「本気で言ってる？」

「大勢の方が楽しいじゃん」

「やだよ……。気が休まらないもん」

　私が顔をしかめると、鳥子はへらへらと笑った。

「そんなしつこくつきまとわれてるの？」

「カラテカ、どうも家が近いっぽいんだよね。考えてみたら同じ大学なんだから不思議じゃないんだけど。センパイセンパイってなれなれしく寄ってきて、銃を持ってるのを知られてるから、あまり邪険にもできないし」

「ふふっ」

　私がまじめな不満を述べているのに、鳥子が含み笑いをした。

「何かおかしい？」

「空魚変わったなって。私以外にも友達できたじゃん」

「とっ……友達じゃないよ!?　誰があんな！」

　抗弁する私に向かって鳥子が目を細める。温かく見守るみたいに……。

　え、なんだこれ。何か誤解されてない？

　よくわからない焦あせりに駆られて、私は鳥子の言葉を否定する。

「あのさ、これツンデレとかじゃないからね。普通にうっとうしいから言ってるんだよ」

「いいじゃん、そんなに冷たくしなくても。慕ってくれる人がいるのはいいことでしょ」

「ちょっとやめてよ、それストーカー被害者が理解のない人に言われるやつだって」

「そう？　空魚が他の人の愚痴を言ったり、あだ名つけたりするなんて初めてだから」

「そうかもしれないけどさ、愚痴くらい言わせてよ」

「人の愚痴聞くのあんまり得意じゃないんだよね、私」

　澄ました顔で言う鳥子を私は睨んだ。

　鳥子は私の視線に知らん顔をして、サラミを手づかみでぱくついている。

　なんだろう。いつもとどこか雰囲気が違う気がした。

　そうだ──普段なら最初から食べきれないほど注文するのに、今日は珍しく、最初のワインと、生ハムとサラミのプレートしか頼んでいないのだ。

「なんか次頼む？」

「ん。おまかせ」

　……やっぱり変だ。

　理由は察しがつく。鳥子は冴月さんのことを考えているのだ。

　閏間冴月の名前は、しばらく鳥子の口からは聞いていない。吹っ切れたのかと思っていたけど、そんなわけがなかった。思いがけず茜理から冴月の名を聞いて動揺したのだろう。前回の探検の後はしばらく家から出てこなかったし。鳥子の心はまだ行方不明になった「友達」に囚とらわれている。

　ふっと心配になって、私は言った。

「ねえ、鳥子──前みたいに、また一人でいなくなったりしないでよ？」

　鳥子が驚いたように顔を上げる。

「なーに、どうしたのいきなり」

　私がじっと見つめてやると、鳥子は苦笑してかぶりを振った。

「わかってるって。もうあんなことしないよ。大丈夫」

　あまり安心できる口調ではなかった。

　ひと月ほど前、裏世界の浜辺から脱出して、石垣島に出たときのことを思い出す。あのとき、私はゲートの向こうに冴月さんらしき人影を目にしたのだ。真っ先にそれを知りたがるだろう鳥子が隣にいたというのに、私はそのことを伝えなかった。以後、伝えないままずるずる時間が経って、今に至る。

　言うべきだろうか？　鳥子が自分の身の危険も顧かえりみないほど慕う、大事な友達の姿を見たことを、私は今からでも伝えるべきなのだろうか？

　心の半分をどこかに置いてきたような顔をしてグラスを空あける鳥子を見つめながら、私は考える。

　……冗談じゃない。絶対言わないからな。

　第一、あんな化け物だらけの海岸にいたんだから、あれも冴月さんの姿をした裏世界の存在に決まってる。風車女のときもそうだったし。右目で人間の姿に見えたとしても油断はできない。左右の視界で姿が変わらないやつがいることは判明している。

　やっぱり言わないほうがいい。鳥子には、冴月さんのことを忘れてもらわなきゃ。

　瀬戸茜理め……余計なこと言いやがって。

　やっぱりあいつはカラテカで充分だ。
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　翌日。小桜の屋敷の庭で、私たちは探検の準備をしていた。石垣島で酔っぱらって衝動買いした農機、タバコ管理作業車ＡＰ‐１の、初の稼働試験だ。

「ガソリン入れたよ、空魚」

　鳥子が燃料タンクのキャップを閉めて顔を上げた。

「オーケー。動かしてみる」

　マニュアルを頼りにエンジンをスタートする。初めてで勝手がわからない。何分くらいかかっただろうか、悪戦苦闘するうちに、ようやくエンジンがブルンと良い音をたてて始動した。

「やった！」

「おめでとー！」

　喜ぶ私たちを、不機嫌な顔をした小桜が、玄関の戸口に寄りかかってじっと見守っている。

　よりによって自宅の玄関前にゲートができてしまった小桜は、案の定、相当がっくりきていた。もっとブチ切れるかと思ってたけど、怒るよりも衝撃の方が強かったみたいだ。おそるおそる報告してみたときには、小桜は「マジかよ」「なんでこんな」「あんまりだろ」をリピート再生するだけの機械と化して、私を家から追いだした後、何日か電話にも出なかった。

　私が右側のシートに座ると、鳥子も何も訊かずに左のシートに尻を落ち着けた。「冂」型をした車体の後ろに二つ並んだシートの、右に私、左に鳥子。本来はタバコ畑の畝うねを挟んで走るので、シートの間には一メートル弱の間隔がある。

「動かしてみてよ、空魚」

「ちょっと待ってね……こうかな」

　左右の履帯りたいをレバーで同時に動かすと、ＡＰ‐１はゆっくりと前に進み始めた。レバーを戻すとバックする。片方だけ動かすと曲がる。シンプルだ。速度もゆっくりだし、これなら私でも操縦できそう。

「これでトップスピード？　のんびりだねー」

「そりゃそうでしょ、もともと畑で使う作業車なんだし」

　実際、カタログスペック上の最高速度はわずか時速三キロ。歩いた方が速い。メリットは歩かなくてもいいことだ。

「この中央のスペース、もったいなくない？」

　鳥子が車体真ん中の隙間を覗き込んで、疑わしげに言った。

「そうだね。フックとか買ってきて、荷物ぶら下げられるようにしようか」

　上にも物が置ける棚があるし、左右の履帯の上も空いている。ライフルはどこに置くのが便利だろうか。テンションが上がった私は、車体のあちこちを眺めて考えた。

　今回は向こうで車体を覆っておくためのブルーシートくらいしか載せていないけど、ＡＰ‐１は本来、タバコの苗や農薬タンク、収穫物などを積んで動けるように作られているので、こう見えて意外と力持ちなのだ。ＡＰ──「なんにでも使えるオールパーパス」を標榜するだけのことはあって、私たちにもいろいろ役立ってくれそう。まさかこんなふうに、得体の知れない世界の探検に使われるなんて、作った人はまったく思わなかっただろうけど。

　雑草生え放題の庭を一回りして、また玄関の前に戻ってくる。試運転はこんなものでいいだろう。ＡＰ‐１をいったん止めて、私は小桜の仏頂面を車上から見下ろした。

「それじゃ、ちょっと行ってきますね」

「よくそんな軽いノリで行けるよな、おまえら……」

　小桜が呆れたように言った。

「今回はこれ置いてくるだけですから。すぐ戻ってきますよ」

「死亡フラグにしか聞こえねーよ」

「じゃあこれずっとここに置いといていいんですか？」

「いいわけあるか」

「それなら文句言う必要ないじゃないですか」

「小桜は心配してくれてるんだよ、空魚」

　鳥子がそう言うと、小桜はさらに嫌そうな顔をした。

「心配っつーかさ……やっぱおまえら、おかしいって。なんであんな怖いところにホイホイ行けるんだ」

　私と鳥子が顔を見合わせると、小桜は深いため息をついた。

「まあいいよ、いまさら。変なもん連れて帰るなよ。あたしの家なんだからな……」

　小桜のテンションが低いのも無理はない。なにしろ玄関を出て徒歩ゼロ分で裏世界に迷い込む危険があるのだから。

　鳥子と一緒に調べてみた結果、ここのゲートは普段は閉じていて、そのままでは行き来はできないようだった。

　つまり、鳥子の左手でこじ開けでもしない限りは安全なはずなんだけど……そもそも最初にこのゲートが開いたのは、〈三人のおばさん〉が現れたときだ。いつまた同じことが起こって、裏世界の怪物が小桜屋敷のチャイムを鳴らすかわかったものじゃない。

　実際、私たちの調査結果は、あまり小桜の慰めにはならなかったようだ。まあポンポコ（アライグマの焼き物）で恐怖を紛らわせて、気を落とさずにがんばってほしい。なにしろここに安定したゲートがあるのは、私と鳥子にとってはあまりにも便利なので……。

　今はゲートの位置を、園芸用のポールでマークしてある。幅三メートルを隔てて、地面に突き立つ緑色の棒。せっかくだからアサガオか何か這わせたらいいんじゃないかと思ったけど、余計なことを言ってまた怒りを買ったら損なので黙っておいた。

「空魚、準備は？」

「大丈夫。ゲートお願い」

「オーケイ」

　鳥子がシートから降りて、二本のポールの前に立つ。その間に、私はＡＰ‐１の向きを調整して、ゲートに正面を向けた。ポールの反対側から、小桜がむっつりとこちらを見守っている。

「じゃ……いくよ」

　鳥子が左の手袋を外して、二本のポールの間に指先からゆっくりと近付けた。

　私の右目には、空間が鳥子に触れられてたわんだように見えた。肌理きめの細かい布地のようにも、なめらかな皮膚のようにも思えるその表面を、鳥子の透き通った指が撫でていく。

　指がためらい、一瞬離れて、ふたたび近付き、心なしかさっきより大胆に探りはじめる。その手が止まって、五本の指が、二つの世界を隔てる膜を摑んだ。カーテンを引き開けるみたいに、腕がさっと振られたかと思うと、次の瞬間、ゲートがそこに口を開けていた。

　幅三メートル、高さ三メートル。ポールとポールの間、ほぼ正方形に、空間が切り取られていた。ぽっかりと開いたゲートの向こうには、風に波打つ緑の草原が見えていた。

「お、おい……大丈夫か？」

　驚いたような小桜の声が聞こえたので、ポール越しに覗き込んでみると、ぎょっと目を剝かれた。

「うわ、気持ち悪っ」

「なんですか、失礼な」

「いや……こっちからはおまえらの姿が見えなくなったんだよ。今はポールの端から空魚ちゃんの首だけ突き出てる」

　なるほど、小桜側からはゲートが見えないし、ゲートを挟んだ向こう側も見えなくなるのか。

「ねえ、これでいい？」

　鳥子が振り返って訊ねる。私は頷いた。

「オーケー。前進するから、気をつけてね」

　もう一度ポールの端から顔を出して、ひらひら手を振ってやる。小桜は薄気味悪そうな顔をして私たちを見送っていた。

　ＡＰ‐１を進ませると、裏世界の草原から吹く、生ぬるく湿った風が頰に触れた。庭の雑草や小石を、小さな履帯で踏みしだきながら前進するにつれて、吹きつける風が勢いを増す。ゲートを通過した瞬間、視界がぱっと開けて、周囲に一面の草原が広がった。なおも進み続けると、シートが二つともポールを越えて、車体は完全に裏世界に入り込んだ。

　鳥子が後ろから声をかけてきた。

「空魚！　閉めていいのこれ？」

「あっ、待って待って」

　あわててＡＰ‐１を停めて降車する。表側だけじゃなくて、裏側にもゲートの位置を示す目印を立てておきたい。荷台から園芸用ポールを取り、ゲートの脇に目をやって──面食らった。草原の中、二本のポールが既に立っていたからだ。

　……古びた二本のトーテムポールが。

　アメリカ先住民が立てたような、ちゃんとしたやつではない。縦に並んだ顔には様式も何もあったものではなく、子供が描いた絵みたいに拙つたない造形だ。木材の表面は風雨にさらされてぼろぼろで、残ったペンキも色あせている。

「なんで……？」

　この場所に前回来たとき、こんなものはなかった。私が目をぱちくりさせていると、空間を摑んだままゲートを抜けてきた鳥子が言った。

「表でポールを立てたときに、こっちでも生えたのかな？　他のゲートだって、ほら、裏世界側に何かしら建ってるじゃない」

　確かに……。たとえば神保町のエレベーターの出口にあたるあの骨組みビルが、こちらの誰かに「建設」されたと考えるのは無理があるように思える。表と裏が繫がったとき、裏世界では、それっぽいゲートの地形が自動生成される、のだろうか。

「ねえ、もういいよね？　閉めても」

「あ、ごめん。いいよ」

　私が言うと、それまでゲートを保持していた鳥子がぱっと左手を開いた。空間の襞ひだが波打って戻り、ゲートが閉じる。空間の窓から見えていた小桜屋敷の庭が消え去った。

　二人で並んで、静かな草原を見渡す。今日の裏世界の天気は晴れ。暈かさのかかった日を浴びて、草の緑色が淡く見える。ゲートの東側には小高い丘があった。私と小桜が偶発的に裏世界入りしたとき、周囲の地形を把握しようと上った場所だ。

　鳥子がマカロフを抜いてスライドをずらし、弾を確認して戻した。二人ともアサルトライフルなしの軽装だ。小桜に告げたとおり、今日の目的はＡＰ‐１の搬入だけだった。

「見た感じ何にもないけど、どこに駐とめるの？」

　鳥子が訊ねる。

「とりあえずこの辺に適当に置いて、シートかけておけばいいかなって。ほんとはガレージが欲しいところだけど……」

「小屋でも建てる？」

「私たち二人で建てられるかな」

「どうだろ。カラテカちゃんに手伝ってもらおうか」

　私は返事をせずにシートに戻った。エンジンを再始動して、ＡＰ‐１を丘に向かって前進させ始める。

「え、ちょっと待ってよ」

　動き始めたＡＰ‐１に、鳥子が飛び乗ってくる。

「……危ないよ」

「置いていかれるかと思ったんだもん」

　横から私の顔を覗き込む鳥子に、私は目を合わせなかった。

　会話が途切れたまま、ＡＰ‐１がじわじわと坂を上っていく。頂上にたどり着くと、丘の向こうに広がる湿原が目に入った。

　ＡＰ‐１を駐めると、鳥子が降車した。目の上に手をかざして、辺あたりを見渡す。

「あっ、あれ、神保町から出る骨組みビル？　へえー、こういうふうに繫がってるんだ」

「あんまり見ない方がいいよ。そっちの水浸しになってる草っぱら、くねくねが出るから」

「じゃあ、最初に空魚と逢ったのは……あの辺かな」

　その言葉に釣られて、思わず顔を上げた。

　わかっていたみたいに鳥子が振り返って、目が合った。おいでおいで、と手招きされる。なんとなく面白くない気分でシートから降り、草を踏んで鳥子の隣に行く。

「ほら、あの、水がなくなる辺りじゃない？」

「わかんないよ、目印があるわけでもないし」

「草が切れてるとこあるじゃん、あれ死体があった踏み分け道だと思うんだよね。あの近くでしょ」

「うーん……？」

　私がピンとこないまま目をすがめていると、鳥子が言った。

「初めて逢ってから、どんくらい経ったんだっけ、私たち」

「あのとき五月だったから……まだ三ヶ月経ってないよ」

　自分で言って驚いた。

　三ヶ月？　噓でしょ？

「たった三ヶ月かあ……」

　鳥子も戸惑ったように呟いた。

「なんか、空魚とはずっと前から一緒にいるような気がしてた。不思議」

「う、うん」

　なんだか不安になって、私は鳥子の様子を窺うかがった。目を伏せた横顔が、いつになく愁うれいに満ちて見えた。

「──空魚はさ、どうして私に付き合ってくれるの？」

「え」

「空魚、冴月にはぜんぜん興味ないでしょ？　なのにこんな危ない場所に、知り合って間もない私と一緒に来てくれるの、なんで？」

　これだけ生死を共にしてきた私に、いまさらそれを聞くのか。

「……まあ、私だって探検したいし。鳥子と出逢う前から、裏世界には惹かれてたから」

　そう言ってから、私はぼそぼそと付け加える。

「それに、ほら、とっ……、友達、だし」

「ありがとう。だけど──」

　だけど？　だけど、なんだよ。

「空魚のこと、私だけが独占してていいのかな」

「……どういうこと？」

「この間の、猫のとき以来考えてるんだ。空魚って、小桜とも、茜理とも仲良くやってるしさ。米軍の人を助けるのも頑張ってたし、那覇で飲んでたときもめちゃめちゃテンション高かったし。本来もっといろんな人と触れあって、世界を広げられるはずなのに、私と一緒にいると、空魚の可能性を奪っちゃうんじゃないかって」

「いや、そんなことないって……。私人見知りだから、正直あんまり世界広げたくない」

「ううん、絶対もったいない」

　鳥子が私の言葉を遮るように言った。

「昔の私もそうだった。冴月と出逢ってからずっと、私にとって大事なのは冴月だけだったんだよね。他の人にはぜんぜん関心がなかったの」

「ふーん、それはそれは」

　おざなりに返事をしてから、ふと気になった。

「小桜さんは？　いつ知り合ったの？」

「冴月がいなくなってから。ほら、小桜っていつもあんな風でしょ。取り繕わなくて付き合いやすいからさ、二人で連絡取り合ううちに友達になったんだ。それ以前にも逢ったことはあったんだけど、そのときはお互い全然興味もなくて」

　話を聞くうちに、だんだん心細くなってきた。そのころの鳥子と出逢っていたら、私なんか認識されたかも怪しいものだ。

「冴月がいなくなったときはほんと、どうしたらいいか全然わからなくなっちゃったんだ。いきなり一人で放り出されて──すごく怖かった。今もそうなの。空魚も小桜もいてくれるのにね。ずっと怖いまま、冴月を捜し続けてる」

　鳥子は少し躊躇ってから続けた。

「ねえ、空魚。もしさ、私がいなくなったら──」

「やめてよ。約束したじゃない」

「自分からいなくなったりはしないよ。でも、こんな危険な場所をうろついてるんだからさ、何があるかわかんないし」

　ずるい、と思った。

　二人ともわかっていたこと、暗黙の了解として口にしないようにしていたことをこんな風に持ち出すなんて。

　丘の下の湿原に、風が波を立てている。水面下のグリッチも、ここからでは存在がわからない。

　言葉を失っている私に、鳥子が言った。

「私がいなくなったら、空魚、私と同じようになっちゃわないか心配。冴月を捜すのに引きずり込んだのは私なんだし、これでも責任感じてるんだよ。確かに空魚は人見知りかもしれないけど、見てると人ともちゃんと話せてるし……他の友達ができるのっていいことだと思うんだよね」

「いらないって、そんなの」

「このままだと私、空魚の人生を壊して放置することになる。それは嫌なの」

　違う。鳥子、それは違うよ。

　反論したいのに、私の頼りない頭は空転するばかりで、気の利いた文句の一つも出てこなかった。

　鳥子はふっと笑みを浮かべて、その場で踵を返した。

「行こっか。この車置いて戻るんでしょ。小桜が心配してるよ」

「あ…………うん」

　ＡＰ‐１の方へ戻っていく鳥子の後ろ姿を、私は目で追うことしかできなかった。相変わらず、何も思い浮かばないままに。
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　トーテムポールの間を通って、表世界に戻ってきた。どこかぼんやりした裏世界の陽光に比べて、表世界の日差しは容赦がなく、地面に落ちる影も濃い。先を行く鳥子の影を、私の影が追いかけている。二つが並んでいないだけで、心細さを感じてしまう。

　うつむいていた顔を上げると、庭先に駐まっている黒い車が目に入った。顔が映りそうなほど磨き上げられた威圧感のある車体、見るからに高級車だ。

　ゲートから現れたところを見られたかと思って焦ったけど、近付いてみると誰も乗っていないようだった。

「お客さんだ」

　鳥子が呟いた。

「高級車だし、ヤクザかな」

　私が深く考えずに発言したら、鳥子が淡々と言った。

「高級車だとヤクザって発想、相当子供っぽいと思うよ」

　ぐうの音ねも出ない。

「ど、どうせ私は子供ですよ」

「そういうところも」

「うう……」

　鳥子、今日はなんだか意地悪だな……。

　私がくよくよ考えているうちに、鳥子はスマホを取り出して電話をかけ始めていた。

「あ、もしもし？　戻ったんだけど、誰か来てるよね。家入らない方がいい？……あっそう、うん、はーい。わかってるって。じゃ」

　鳥子が通話を切って、私に向き直る。

「入ってきていいってさ。銃だけはしまっとけって」

「あ……そうだった」

　マカロフをホルスターごと外して、カバンに押し込んでから、私たちは屋敷に向かった。

　玄関を開けると、大きな黒い革靴が、三和土たたきに揃えて置かれていた。男物だ。鳥子と顔を見合わせて、靴を脱いで上がると、小桜の声が廊下の左の戸口から聞こえた。

「こっちだ。入っていいよ」

　いつも閉まっていて、中を見たことのない部屋だ。扉が開け放たれたままの戸口を覗き込むと、そこは絨毯の敷かれた応接室だった。小桜と、知らない男が、ソファセットのテーブルを挟んで向かい合っていた。

　男がこちらを向いて立ち上がり、一礼した。

「お邪魔しています」

　背が高くて、手足も長い男だった。頰のこけた細面で、癖のある長めの髪を丁寧にセットしている。身体からだに合った三つ揃いのスーツは見るからに高級品だ。三十代くらいな気もするけど、老成した物腰のせいで、年齢がよくわからない。

「あ、ども……」

「こんにちは」

　戸惑って会釈えしやくをする私と、ニュートラルな挨拶を返す鳥子。

「小桜、この人は……？」

「前に話しただろ。裏世界を研究してる民間団体があるって。そこの人だよ」

　小桜の紹介を受けて、男が名刺を取り出した。

「初めまして。紙越様と、仁科様でいらっしゃいますね。お噂はかねがね。わたくしＤＳ研の汀みぎわと申します」

　渡された名刺には〈一般財団法人　ＤＳ研究奨励協会　事務局長　汀曜一郎〉とあった。

「ああ、じゃあ、私たちの持ってきた裏世界の異物を買い取っていたのは──」

「はい、その通りです。今日も一つ引き取らせていただきに参りました」

　テーブルの上に置かれたブリーフケースを示しながら、汀が言った。

「空魚ちゃんがこの前持ってきた無限貝殻だよ。よかったな、これでいいもん食えるぞ」

　からかうように言う小桜の足元には、大きな紙袋。手みやげのお菓子という雰囲気ではない……もしかして、中身は札束だろうか。小桜から私たちへの支払いも現金だったし。

「お二人がＵＢＬへ何度も往還していることは聞き及んでおりました。お会いできて光栄です」

「はあ、どうも」

　略語に戸惑いながら、曖昧に返事をする。

「ＵＢＬってなんですか？」

「ウルトラブルー・ランドスケープ──お二人のおっしゃるところの裏世界ですね」

　背筋がぞくっとした。ウルトラブルー。あの青い光を指していることは疑いようがない。

「じゃあ、ＤＳはなんの略？」

　鳥子の質問に汀が答えるのに、今度は一瞬の間があった。

「……ダークサイエンスです」

「ダークサイエンス!?」

　思わずオウム返しに叫んでしまった。闇の科学研究奨励協会？　なんだそれ。

　鳥子と顔を見合わせる。私と同様、困惑しているようだったのでほっとした。かっこいいとか言われたらどうしようかと思った。

　汀が苦笑を浮かべて言う。

「いささか穏やかでない響きだとは思います。設立された時代のネーミングセンスというか……。科学における未知の分野を称してダークサイエンスと呼びたかったようですが」

「いつごろ設立されたんですか」

「九〇年代の前半です。今ならマージナルサイエンスとか、トランスサイエンスとか、未踏科学とかいうところかもしれませんね」

　正直私には似たようなものとしか思えなかった。

　私の中で警戒心が高まっていく。こいつ、カルトじゃないのか？　「科学における未知の分野」というだけでほぼニセ科学が確定したようなものだし、多額の現金取引が後ろ暗さを裏付けている。

　鳥子が低い声で訊ねた。

「──冴月も、そこに所属してるんですか」

　汀が頷く。

「はい。閏間冴月さんは、ＤＳ研の客員研究員です。裏世界の探査に赴き、それまでにないほど多数の異物を持ち帰りました。消息を絶ったのは残念ですし、私も心配しています」

　神妙に言う汀に向かって、鳥子が詰め寄った。

「お願いがあります。そちらの研究所に連れていってもらえませんか。冴月の行き先の手がかりが欲しいんです」

　マジか……。

　すがるように汀を振り仰ぐ鳥子の姿を目まの当たりにして、苦い思いに囚われる。

　しっかりしてよ、鳥子。こいつがカルトだったらどうするんだ。警戒心はないのか。冴月さんを捜すためならなんでもいいのか。

「それは──」

　躊躇する汀に、鳥子が食い下がった。

「私、冴月が研究所で働いていたこと、最近まで知らなかったんです。どんなことでもいいので、教えてもらえませんか」

　はっとして私は手を挙げた。このまま放っておくと、鳥子が一人で行ってしまいそうな気がしたのだ。

「わ、私も！　私も研究所行きます！」

　うわずった声でアピールする私を、鳥子が振り返った。

「いいの？」

「当たり前でしょ」

　そんなこと訊くなよ、という思いが声に出てしまった。

「なんで怒るの」

「怒ってない」

「……しょうがないな。あたしも行く」

　小桜までそんなことを言い出したので、今度は私が驚いた。鳥子も面食らったような顔をしている。

　自分で言っておきながら、小桜は面倒そうにため息をついた。

「バカ二人預けてあとは知らんってわけにもいかねーだろ。引率としてついていくよ。いいよな？」

　最後の一言は汀に向けたものだった。

「本当によろしいのですか」

　まだ迷っている様子の汀に、小桜が頷きかけた。

「ああ。こいつらに見せてやってくれ──第四種の行き着く先を」

　何かを決意したような小桜の言葉に、汀がとうとう頷いて、鳥子と私に向き直った。

「承知いたしました。むしろこちらからご招待するべきところでしたね。気が回らず失礼いたしました」

「じゃあ、いいの」

「はい。皆様ご一緒にどうぞ」

　汀が丁寧に一礼する。唇を引き結んだまま頷く鳥子の横顔を盗み見ながら、私は不安な気持ちを抑えられなかった。
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「あれ、車変わった？」

　外に出て車を見た途端、小桜が声をあげた。

「ええ。メルセデスＡＭＧです」

「Ｓクラスだよね。稼いでるねえ」

「社用車ですよ」

「あんたの趣味だろ。運転手つけずに来てるし」

　小桜と汀のやりとりはざっくばらんで、以前からの付き合いを感じさせるものだった。ふっと心に疑念が浮かぶ。ＤＳ研とやらがカルトだったら、汀と親しい小桜も、実はカルトに取り込まれているかもしれない……。

　いやいや。私は頭をぶんぶん振って、理屈に合わない不安を忘れようとする。小桜と知り合ってからも三ヶ月足らずということになるけど、このいつも不機嫌な女性から、カルト信者特有の浮ついた雰囲気を感じたことは一度もなかった。

　自分が小桜を信用したがっていることに気付いて、私は戸惑う。高校時代だったら、そんな可能性が思い浮かんだだけで、あっという間に距離を取っていたはずだ。

　小桜を見下ろして、汀が微笑を浮かべる。

「せっかくですし、運転されますか？」

「いいの？」

「他ならぬあなたの運転ですから。信頼しています」

　汀はスマートキーを車に向けてロックを外し、そのまま小桜に手渡した。運転席へ回った小桜が、ドアを開けていそいそと乗り込む。

「どうぞ、お二人も」

　汀に促されて、私たちは後部座席に乗った。シートが白っぽくて、高そうで怯ひるむ。左右のシートの真ん中にあるドリンクホルダーでさえぴかぴかで高級そうだ。

「すごいねこれ。小桜、いくらぐらいするの、この車」

　鳥子が車内をあちこち触りながら訊ねる。

「んー、二千万くらい？」

「に、にせん……」

　思わずウッとなる私に、鳥子が笑いかけた。

「裏世界の異物、二十個くらい取ってくればこれ買えちゃう！」

「……前向きだなー、鳥子は」

　汀が助手席に乗り込んでドアを閉める。シート越しに振り返って、私たちの抱える大きなリュックサックに目を留めて言った。

「お荷物、トランクに入れましょうか」

「いいです、このままで」

　私は言った。鳥子も頷く。リュックサックの中には、さっきのＡＰ‐１搬入のときには持っていかなかった装備や着替えが全部入っている。探検装備一式──そこにはマカロフと、分解されたアサルトライフルも一挺ずつ含まれている。

「シートベルトしたか？　行くぞ」

　シートをめいっぱい前に出した小桜が言った。背が低いから運転しづらいだろうに、いつもの不満げな顔とはうってかわって楽しそうだ。

　エンジンがスタートして、迫力のある震動が尻から伝わってくる。

「んふん」

　小桜が変な声を出してアクセルを踏んだ。車は砂利を踏んで庭から道路に出て、快調に走り始めた。

「お気に召しましたか」

「悪くないね」

　なんだろうか、この二人の関係は。昔の恋人というわけでもなさそうだけど。どっちかというと親子とか兄妹とかに近く思える。

　逆に、いつも不機嫌なのは私と馬が合わないからであって、このくらいのフレンドリーさが素の状態だという可能性もあるのか……。

　二千万の高級車のハンドルを任されるだけあって、小桜の運転はうまかった。太いエンジン音を響かせて、東京の混み合った道を危なげなく乗りこなしていく。前が空すいていてスピードが出せる機会があると、すごい加速をするので驚かされた。いつもの気怠けだるげな姿とは違って見るからにテンションが高いので、私は別の意味で不安になった。

「小桜、こんなに車好きだったんだね」

　鳥子も知らない一面だったようだ。小桜が答える。

「しばらく乗ってなかったけどな。持ってた車も手放しちゃったし」

「どうして？」

「んー？　一人で乗ってもつまらないし」

「前は誰と一緒に乗ってたの？」

　鳥子が訊ねると同時に、信号が青に変わった。小桜が返事をせずにアクセルを踏み込んだので、私と鳥子はシートに押しつけられて小さく悲鳴をあげることになった。

　四十分くらい走って着いたのは、溜池山王ためいけさんのう駅近くのビジネス街に建つガラス張りのビルだった。まったく馴染みのない街だ。山王、名前が強そう、くらいの印象しかない。溜池ってからには池があるんだろうな。

　道路を挟んだビルの向かいには、巨大な石の鳥居と幅広い石段がそびえ立っている。どうやら大きな神社のようで、石段の上にこんもりとした木立が見えていた。

　車はビルの地下駐車場に入っていった。高級車が並ぶ一角に、小桜がぴたりと停車する。

　全員が降りると、小桜は車にロックをかけてキーを汀に返した。

「やー、いい車だね。ありがと」

「こちらで働いていただければ、いくらでも乗ってくださって構いませんよ」

「せっかくだけど、なるべく家から出たくない性分でね」

　汀に先導されて、私たちはエレベーターに乗った。壁の表示を見ると、このビルはすべてのフロアを〈関東ネクストＩＴ労災保険組合健康診断センター〉なる施設が占めているようだ。

　汀が鎖つきの鍵を懐から取り出して、操作パネルの鍵穴に入れて回した。パネルの下の金属板がスライドして開くと、通常のボタンとは別の、一回り小さいテンキーが現れた。汀が慣れた手つきでそこに指を走らせると、エレベーターは上昇を始めた。

　本来なら階数を表示するはずの液晶は消えていた。どのくらい昇ったかわからないまま、エレベーターが止まってドアが開いた。

　エレベーターホールに出ると、足元には赤い絨毯が敷かれていた。廊下の壁は磨き込まれた木製で、アンティーク調の照明が柔らかい光を投げかけている。研究機関というよりは、歴史のある高級ホテルを思わせる内装だった。

　絨毯を踏んで歩いていくと、両開きのガラス扉の先に無人の受付があった。その先の待合室にも誰もいない。重厚な木製のテーブルや革張りのソファ、卓上に置かれた金属の灰皿に至るまで、調度品はどれも高級そうだった。

　汀のあとについて、待合室からさらに奥へと廊下を進む。誰の気配も感じられない。手入れが行き届いているように見えるのに、なんだか廃墟にいるような気分になってきた。

「ずいぶん静かですけど、夏休みか何かですか？」

　私が訊ねると、汀が答えた。

「特に夏休みというものは設けておりません。あまり人を置かないようにしているものでして。皆さんがおいでになるとわかっていたら、受付やスタッフを手配しておいたのですが、不手際で申し訳ございません」

「い、いえ……」

　丁寧な言葉遣いにどうも調子が狂う。執事みたいだ。こういう上流階級っぽい人、ほんとにいるんだな。

「それに、この階にあるのは会議室や事務室などの実務的な部屋がほとんどですから。他のフロアには研究員や医療スタッフが若干おります」

「人を置かないようにしてるって、どうして？」

　鳥子の問いに、汀が答えた。

「裏世界由来の物品が人間の心身に悪影響を及ぼすことがありますので……まさか、ご存じなかったのですか？」

　私と鳥子は揃って小桜に目をやった。

「なんだその目は。異物を預かってるあたしだって一蓮托生なんだからな」

「一言くらいあってもよかったんじゃないですか？」

「あのなあ。おまえらのお土産の危険度を心配する前に、そもそも自分が何やってるのか思い出せよ。直接裏世界に行く方がよっぽど心身に悪影響があるに決まってるだろ」

「そ、それはそうですけど……買い取るって言い出したの小桜さんじゃないですか！」

「おまえらの手元にあると危ないと思ったからだよ！　人が心配したらすぐ調子に乗りやがって、あたしは質屋でも故買屋でもねーんだぞ!?」

　私と小桜がやり合っていると、汀が上から割って入った。

「まあまあ……私どもがＵＢＬアーティファクト──裏世界の異物を回収したいのは事実です。お二人の発見をお聞きして以来、次に何か見つけたら連絡してほしいとお伝えしておりましたことですし」

「異物を手に入れて何がしたいんですか？　裏世界を研究する手がかりになるとか？」

　私が訊ねると、汀が困ったような顔になった。

「確かに最初はそう考えておりました。理念としては今でも変わりありません。しかし、実際のところは──」

　途中で思い直したように、汀の言葉が途切れる。小桜が怒ったように言った。

「だからその、実際のところを見せにきたんだ」

「本当によろしいのですね」

　汀が念を押し、小桜は黙って頷いた。

　二人はしばらく黙って視線を交わしていた。やがて、汀が目を伏せて言った。

「わかりました。紙越様、仁科様、下のフロアへご案内します」

　汀がそう言って背を向けた。小桜に目を向けると、さっさと行けと言わんばかりに、横柄に顎をしゃくられた。さっきの機嫌のよさはどこへやらだ。

　先導されて、階段を二階分下りた。エアロックのように二重になった扉を抜けると、消毒薬の匂いが鼻を突いた。

　上とはうってかわって、白々と蛍光灯に照らされた無機質な廊下が延びている。そういえば健康診断センターとか書かれてたっけ……と思い出していると、反対側から廊下を歩いてきた男性が、タブレットから顔を上げてこちらを見た。スキンヘッドに眼鏡をかけ、白衣を着ている。

「汀。何かあったか」

「見学者をご案内中です。皆様お変わりはないですか」

　白衣の男は驚いたように眉を上げた。

「落ち着いてる。刺激するなよ。──ええと、見学の皆さんですか、あまりじろじろ顔を見ないようにしてあげてくださいね。症状について大声で話すのも避けてください。意識がないように思えても、実は見聞きできているかもしれませんから」

　そう言い残して、白衣の男は廊下を歩み去っていった。

「よろしいでしょうか？」

　汀が訊ねる。事情はわからないものの、症状の重い病人がいるのだろうな、ということは察せられた。

　廊下には幅の広い引き戸が間隔をおいて連なっていた。それぞれの引き戸の隣には廊下に面した窓があって、室内を見られるようになっているようだ。なんだか病院というより、動物園か刑務所みたいだ。

　最初の窓から中を覗き込む。室内はベッドと机と椅子があるだけの殺風景な作りだった。人の姿は見えない。なぜか、シュレッダーにかけたような紙屑の山が、部屋の隅に大量に吹き溜まっていた。

「誰もいないね？」

　鳥子が声を潜めて言うと、汀が首を横に振った。

「あちらにいらっしゃいます」

　汀が手のひらで指し示しているのは、紙屑の山だった。

　何を言っているんだろう？　怪訝な思いで目を凝らす。やっぱりゴミの山しか──

　次の瞬間、私はぎょっとしてガラスから身を引いた。

　紙屑ではなかった。うずくまった人間だった。

　大まかに人の形をした、その体表が──肌も、髪も、顔も、指も、細かな細片と化して垂れ下がり、そよそよと動いている。人間がまるごとシュレッダーにかけられたみたいな惨状だったけど、血や肉の色は見えなかった。

「……なに、あれ」

　鳥子も気付いて、引きつった声で呟いた。

「生きてるの？」

「生きていらっしゃいますよ、お気の毒なことですが。身体が非常に軽くなっているので、いつもああして、空調の風に吹かれて部屋の隅に溜まっています。意識があるのかどうかもわかりませんが、ないことを祈りたいですね」

　丁寧ながら淡々とした説明にぞっとする。口では生きていると言いながら、汀の言葉は、既に死んだ人のことを語っているかのようだった。

「どうしてあんなことに……？」

　目が離せないまま、私は訊ねた。

「ＵＢＬでなんらかのアノマリーに接触したのだそうです。帰還直後は異常なかったのですが、数日後いきなりあのような症状が──」

　使っている用語は違うけど、要するに裏世界でグリッチを踏んだということか。

「よろしいですか。先へ行きましょう」

　あまりじろじろ見るなと言われていたことを思い出して、私は視線を引きはがした。

　次の窓の中は暗く、紫外線ライトで照らされていた。家具のない部屋の中央に、人影がまっすぐ立っている。直立不動のその足元は、くるぶしまで剝き出しの土に刺さっていた。わずかな可視光に照らされた肩から上は、大輪のヒマワリのような形をしていた。萎しなびた花弁、もしくは房状の頭髪に縁取られて、がっくりとうなだれた円盤状の頭部は、隙間なく謎のツブツブに覆われている。

　次の窓は再び明るく、患者はベッドに寝ていた。壁には本棚があって、机の上も整頓されている。横たわる患者の全身は、内部から生えてきた半透明の突起で埋め尽くされ、不規則な形に成長したその突起が、ねじれながら上へと伸び、天井の表面で放射状に成長しつつあった。私がくねくねにやられかけたとき、顔から生えてきた角のようなものに少し似ているような気がした。

　その次は、壁も床も天井も手書きの文字と図で埋め尽くされた部屋だった。瘦せこけた男が一心不乱に何かを書きつけている。やっと理解が及びそうな患者さんが出てきてほっとしてしまった。こういうのは、映画で見たことがある──。

　でもその安心も、男の手元を目にして吹っ飛んでしまった。爪の間から白くて細い虫のようなものがにょろにょろ出てきて、床の上で身をくねらせ、ひとりでに字になっていくのだ。

「ＤＳ研は、最初はＵＢＬと名付けられた未知の世界を探索するために設立されました。しかし、研究を開始して間もなく、次々に犠牲者が出たため、組織的な探索はほぼ打ち切られ、犠牲者を保護して治療方法を探ることが主目的になったのです」

　感情を切り離したみたいな汀の声が、私たちの頭上から降ってくる。

「じゃあ、この人たちはもともと……？」

「はい。裏世界に入ったり、裏世界由来の物品に触れて異常を来きたした方々です。中にはＤＳ研創設に関わった企業の重役や代議士の関係者、ご家族、ご本人すらいらっしゃいます。ＤＳ研が本来の目的を失いながらも存続しているのは、そうした筋からの資金提供が続いているからでして」

　なんだか生々しい話だ……。ということは、あの労災保険云々も医療設備を購入するためのカモフラージュなのかな。

　小桜の意見を聞きたくて振り向いた。さっきから静かだと思ったら、小桜は覗き窓から顔を背けたまま最後尾をついてきていた。

「小桜さん、私たちに見せたかったのって、これですか？」

「ああ」

　何もない壁の方を睨みながら、小桜は顔をしかめていた。

「あたしが裏世界行きたくないって言ってた理由、少しはわかった？」

「はい……。でも、私たちが行くのは止めなかったですよね」

　私の一言に、小桜の目つきが険しくなった。

「止められるなんて期待するのはやめたんだ。いくら止めたって行くやつは行くんだもん。バカだよ──ほんとバカだ、おまえら」

　小桜が声を荒らげた。

「そろそろ充分だろ。これを見てもまだ危機感が湧かねーなら、もう知らん」

　小桜はそう吐き捨てて踵を返した。

「お二人とも、よろしいですか？」

　汀が訊ねる。異存はなかった。私と鳥子は頷き、肩を怒らせて歩く小桜に続いて、来た道を引き返した。

　最後に振り返ると、眩しいくらいの照明のせいだろうか、病室の連なる白い廊下が、目の届く範囲を超えてどこまでも続いているみたいに思えた。
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　病棟のあるフロアから、今度はエレベーターを使って下りた。最初に乗ったきれいなやつとは違う、業務用っぽいエレベーターだ。

　何階か下って出た先は、ラボという表示があるフロア。照明が最低限まで落とされている廊下を少し歩いて、先導する汀が立ち止まった。

「ここが閏間さんの研究室でした」

　そう言ってドアを開く。壁のスイッチを入れると、蛍光灯が瞬いて室内を照らし出した。

　天井が高く、窓は一つもない部屋だった。大きなデスクの回りを、本が詰め込まれたスチールの棚が取り囲んでいる。壁には地図や新聞の切り抜き、不動産屋のチラシやライブイベントのフライヤーに至るまで、雑多なものが所狭しとピンで留められて、付箋や書き込み、ピンとピンを結ぶ紐などでぐしゃぐしゃになっていた。

　鳥子が物も言わずに、ふらふらと室内に入っていった。私も後に続く。小桜は私の横に並んで、黙って本棚を見上げていた。

「小桜さんは、いいんですか？」

「何が？」

「冴月さんの部屋なんでしょう？　その……」

「ああ、あたしは何度も来てるから」

「あ……そうなんですね」

「冴月がまだいるときにも、いなくなった後にもな。鳥子の気持ちはわかるけど、いまさらこの部屋を漁ったって、手がかりなんて何も出てきやしないよ」

　諦めたような笑みを浮かべて、小桜が言った。

　鳥子はデスクにたどり着いて、引き出しを開けたり、卓上に置きっぱなしの科学雑誌をめくったりと、落ち着きなく動き回っていた。放っておいたら全部ひっくり返して家宅捜索でも始めそうな勢いだ。

　その動きがふっと止まった。振り返った鳥子の手には、黒革のカバーで綴とじられた、Ｂ５サイズの分厚いノートがあった。

「これは？」

「閏間さんの研究ノートですね」

　汀の答えを聞くが早いか、鳥子が留め金を弾いてノートを開いた。

　そして、固まった。

「え……？」

「どうしたの」

「読めない……」

　覗き込んでみて驚いた。確かに、何一つ読めない。几帳面な手書きでびっしりと記されているのは、初めて見る形の文字だった。

「閏間さんは自分の研究ノートをすべて、独自に開発した文字で暗号化していたようなんです」

「なんで？」

「研究成果を盗まれることを警戒してのことかもしれません。彼女が消息を絶った後、私たちも暗号解読を試みましたが、成果は得られませんでした」

「小桜！　これ、読めないの？」

　鳥子が振り返って訊ねる。小桜は肩をすくめた。

「読めたらとっくに読んでるよ。冴月がいなくなってから、あたしが何回そのノートを調べたと思う？」

　切なそうに目を伏せて、小桜が続ける。

「あたしにだけわかるような手がかりを残していったんじゃないかと妄想したこともある。でも徒労だった。悪いけど、あたしには何もわからん」

「……そっか」

　鳥子は気が抜けたように、デスクチェアに座り込んだ。

「どこ行ったのかなあ、冴月」

　肘掛けを愛おしげに撫でながら、鳥子が独り言のように呟いた。見てはいけないものを見てしまったような気になって、思わず顔を背けた。

　鳥子の精神状態と、目にしたばかりの第四種接触者のなれの果て、同時に二つの心配事に襲われて、私はもういっぱいいっぱいだ。

「大丈夫ですか？　失礼ですが、お顔の色が──」

　汀が私の顔を訝しげに覗き込む。

「なんでもないです。大丈夫」

　額に滲んだ汗を拭って、私は汀を見上げた。上の階であんなものを見せておいて、いまさら大丈夫ですかもないもんだ。

「汀さんもここの研究者なんですか？　なんか、スタッフもほとんどいないし、研究所として機能しているようにはあまり見えないんですけど」

　私が訊ねると、汀があっさりと頷いた。

「おっしゃるとおりです。私は言うなれば、この建物の管理人に過ぎません。偽装と資金調達のために始めた労災保険の運用は順調で、そちらのフロアまで下りていけば従業員もたくさんいるのですが、肝心の研究所はご覧の通り、フロアの空気をエアコンが無為にかき回しているばかりです」

「九〇年代初頭に設立されたんでしたっけ。そのころはどうだったんですか？」

「もともとＤＳ研は、ある大手電機メーカーが内々に始めた勉強会でした。新しい時代の生命科学を探求するという触れ込みで始まったその会は、気功やフリーエネルギーといった、ニューエイジ的なトピックを取り上げて語り合い、その実用性を模索するというものでした」

　出てくる単語のオカルト色に鼻白む。さっき裏世界の犠牲者の姿を目にしていなかったら、この時点でカルト認定待ったなしだったはずだ。

「今となっては驚くような話ですが、当時は同じような動きがいくつもあったんです。中には官庁主導のものすらありました。ほどなくカルト団体によるテロ事件が起こり、オカルトへの忌避感が噴出したため、そうした動きは表にこそ出なくなりましたが、企業や政治団体のインナーサークルでは生き残っていたんです。ＤＳ研も、代議士や役人を巻き込んで存続しました。そして、あるとき──」

　思案するように視線をさまよわせてから、汀が続けた。

「丹光たんこう、というのをご存じですか。目を閉じても見える光のことで、もとは仙道せんどうの言葉だそうです。小周天の行を繰り返すことで、眉間の裏に光が現れ、この光に集中することで第三の目が開く、とか」

　聞いたことがなかった。

「ヨガでも同じことを言うようです。瞑想をしているとだんだん光が見えるようになり、開いたチャクラによって、見える光の色が変わると」

「はあ。インチキくさい話ですね」

　私が顔をしかめると、小桜が首を横に振った。

「本当に見えるんだよ。人間を暗闇に置いておくと、脳が勝手に、存在しない光を作り出す。おまえらも、暗いところで目をつぶって瞼の裏を見ようとすれば、完全な闇ではないことがすぐわかるよ」

「へえー、そうなんだ。やってみようかな」

　鳥子が感心したように声をあげた。小桜が鼻で笑う。

「やめとけ。我流の実践オカルトは自律神経を狂わせるショートカットだ。特におまえらみたいな、もともと精神のバランス感覚がダメな奴らは絶対にやるな。あっという間にぶっ壊れるぞ」

　私は目をしばたたいて小桜を見下ろした。

「そうなんですか？」

「人間が見ているのは、感覚器から得た情報を脳内の視覚処理プロセスに通した出力結果だから、途中のプロセスに介入すれば意識的に幻覚を見ることさえ可能だ。まして丹光なんて、はっきりした映像でもない、ただの光だぞ。ただ、普段はそんな処理は意識せずにやってるから、改めてやろうとすると調子が狂う」

「呼吸を意識するとかえって苦しい、みたいなものですか？」

「顎を布団から出すかしまうか考えると気になって眠れない、みたいな？」

　私と鳥子がそれぞれ口にした比喩に、小桜はおざなりに頷いて続けた。

「だから、丹光見るのなんて簡単なんだ。誰でも体験できるから、日本の通俗オカルトはこの辺をゲートウェイドラッグみたいに使って、仙道とヨガをごちゃ混ぜにした商売にしてる。だいたいはちょっとした神秘体験で金を毟むしるセミナー商法だが、中にはそこから破壊的なカルトに誘導されるケースもある──」

　小桜は何かを思い出したみたいに私を見てから、鳥子に目を向けた。

「空魚ちゃんは騙されないかもしれないがな、鳥子はやめとけ。おまえ意志弱いから、神秘体験一発でカルトにやられかねない」

「ええ、ひどくない？　私そんなに意志弱いかな」

　鳥子が心外そうに言った。

「めちゃめちゃ打たれ弱いし、懐いた相手には尻尾振ってほいほいついて行くだろうが。世の中あたしみたいな善人ばかりじゃねーんだぞ」

　辛辣な評を受けて、鳥子が口を尖らせた。

「そんな簡単について行かないよー。ちゃんと相手は選んでるって」

「どうだか。なあ、空魚ちゃん」

「は、はあ」

　私は間の抜けた返事しかできなかった。犬みたいにぶんぶん尻尾を振っている鳥子の姿が頭をよぎって気が散ったからだ。

　冷静になろうとしているうちに、汀がふたたび口を開いた。

「私もお勧めいたしません。上でご覧になった方々の中には、それがきっかけで発症した例もあります。そもそも、ＤＳ研が裏世界の存在を発見したのは、まさにその丹光がきっかけだったのです」

　汀の話によると、経緯いきさつはこうだった──

　ＤＳ研は、ヨガや仙道の行や瞑想によって、「精神の拡張」を図はかるようになった。それが何を指すのか知らないけど……神秘主義からずぶずぶとカルト化への道を辿り始めたわけだ。ところが、その過程で奇妙なことが起こった。瞑想していたメンバーが、丹光の中に不思議な光景を見るようになったのだという。

　枯れた色の草原。設計意図がわからない建物の廃墟。深くて暗い森。白砂の海岸。

　文明滅亡後を思わせるようなその光景の中に、人間は誰もいなかった。

　同じ体験をする者は次第に増え、やがてついに、その光の中に入り込む者が現れた。

　その際に生じた丹光が、非常に深い青い色だったので、この世界は〈ウルトラブルー・ランドスケープ〉──ＵＢＬと呼ばれるようになった。

「……冴月が言ってたのはそのことだったんだ。青い光が危ないって」

　鳥子が独り言のように呟いた。

「なんで青いんだろう？　空魚が見てるのは、銀色の光だって言ってたよね？」

　私は黙って頷いた。今まで青い光に近付いた状況を振り返ると、風車女が私たちを誘い込んだ鳥子のマンションを模した部屋とか、この間の浜辺とか、相当ヤバい場所ばかりだった。青い光が裏世界の「深い」領域を示す兆候というのは間違いないと思う。だとしたら、青い丹光を通過するというのは、そこに直接接触していたということ……？

「ヨガでは開いたチャクラによって見える光の色が変わると申し上げましたが、それによると、喉の第五チャクラでは青、眉間の第六チャクラは藍色なのだとか。もしかすると伝統的神秘主義の技法には、裏世界との接触方法が含まれていたのではないか、と──ＤＳ研の中にはそう唱える者も現れました。どの文献を紐解いても、あの異常な草原に似た場所などありはしなかったのですが、誰もそんなことは気にしませんでした。自分たちが見出した未知の世界に、みな夢中だったのです」

　汀の言葉に不吉なものが忍び込む。

「裏世界の探索が始まり、向こうからこちらへ物品を持ち帰ることさえ可能になりました。研究者たちは精神の物質化に成功したと考え、さらにそれらの物品が、既存の科学では説明のつかないふるまいをすることを発見して有頂天になりました。ところが──」

　彼らの喜びは長くは続かなかった。ＵＢＬ接触者が精神に異常を来したのだ。発狂、失踪が相次ぎ、さらには肉体的に激烈な変異を発症する者まで現れた。

「多くが亡くなり、生存者のほとんども、二度と社会生活が営めない状態に陥りました。先ほどご覧になったとおりです。以後、ＤＳ研は裏世界犠牲者のケアを主たる活動としながら、治療の手がかりを探すという名目で細々と存続しています」

「治療って、あんなの治せるんですか……」

　思わず私の口を突いて出た言葉は、無神経なものだったかもしれない。言ってしまってから気付いて口をつぐんだけど、汀は顔色一つ変えずに答えた。

「正直に申し上げれば、治療の糸口すら見つかっていません。ですから、実質的には終末医療のペインコントロールに近いことしか……いえ、それすらできないケースが多いのです。苦痛を味わっているかどうかすらわからない状態の患者さんも一人や二人ではありませんから。しかしそれでも、裏世界やそこから来た物品を研究することが、将来的に役に立つのではないかと考えて、ＤＳ研は活動を続けているのです」

　最初の警戒心は薄れて、いつの間にか話に引き込まれていた。汀の話が本当だとしたら、彼らは私たちとは別のルートから裏世界にエントリーしたのだ。その結果は恐ろしいものだったみたいだけど。

「冴月は何をしてたの」

　鳥子が訊ねた。

「閏間さんは数年前にＤＳ研に接触してこられました。自分はより安全な方法で裏世界を行き来できると称し、実際にＵＢＬアーティファクトを持参されたので、研究員としての椅子を用意させていただいたのです。彼女が保管庫に持ち込んだいくつものアーティファクトの調査は、まったく進んでおりませんが」

「どこで裏世界の存在を知ったんだろう。小桜、聞いてる？」

「わからん。あたしを引き込んだときには、冴月はもうＤＳ研で活動していたが、いろんな場所にある裏世界への入口を見つけて侵入するという即物的なアプローチを取ってた。神秘主義的な手法とは無縁だった」

「そうですね。彼女のアプローチはＤＳ研とはまったく異なりました。怪奇現象の起こった現場、事故物件などを裏世界への侵入に用いていたようです。そうした場所には、裏世界の生物やアーティファクトがこちら側に漏出していることが多いと」

　廃墟探検から〈裏側〉への扉を見つけた私とも微妙にスタイルが違っていた。私が思っていた以上に、裏世界へのエントリー方法はいろいろあるのかもしれない。

「それに、裏世界調査の手を広げるため、有望そうな人材をスカウトしていたと伺っています。仁科様もその一人でいらっしゃいますか」

　汀の言葉に、鳥子がふっと顔を上げた。

「その一人？」

「ええ、目星をつけた若い子が何人かいる、と話されていたのを記憶しています」

「…………」

　他にもいるのか。鳥子とカラテカ以外にも、冴月さんの手駒が。

　冴月さん関係の感傷は全部無視することに決めているけど、こうも悄然としている様子を目の当たりにすると、その決心も揺らいでしまう。

　そんな顔しないでよ、鳥子。

　そんな女のこと、忘れちゃえよ。

　見ていられなくなって、声をかけそうになったそのとき、鳥子が何かを思いついたみたいに私に目を向けた。

「……そうだ。空魚、このノート、読んでみてくれないかな」

「え？」

　読めないとわかっているだろうに、何を言い出すんだ。

　戸惑う私に向かって、鳥子が身を乗り出した。

「自分の右目のこと、忘れてない？」

「…………」

「こっちの文字、裏世界に行くと変になるでしょ。でも逆に、裏世界で読める文字もあるじゃん。あれをこっちに持ってきたら、どうなると思う？」

「いや……ちょっと待ってよ。そこに書かれてるのがそれだって言うの？」

　鳥子が手の中のノートの黒革表紙に目を落とす。

「わかんないけど、試してみてもよさそうじゃない？　これが冴月の創作じゃなくて、裏世界の文字だったら」

　気がつくと、鳥子だけじゃなく、小桜と汀も私を見つめていた。

「空魚ちゃんの目を使えば、それが読めるってのか？」

「思いつきだけど」

「非常に興味深いですが、だとすると、閏間さんは裏世界の言語体系に通じていたことになりますね？」

　二人に真顔で食いつかれて、私はじりじり後ずさる。

　鳥子が立ち上がって、私につかつかと歩み寄ってくる。

「空魚──お願い」

　ひたむきな視線に抵抗できず、私は顔を背けた。

「……オーケー。わかった」

　言われるままにノートを受け取る。黒革の表紙が、しっとりと指に吸い付くようだった。

　駄目だったとしても、私のせいじゃない。鳥子だって責めたりしないはずだ。それなのに、鳥子をがっかりさせるのが怖くて、気分が沈み込んだ。

「一応やってみるけど……」

　そう言って、私はノートの留め金を外した。しおり紐が挟まっているページが開く。一つ深呼吸してから、意味の取れない文字列に、右目の意識を集中する。

「……あ」

　文字が──変わっていく。

　視界の中でふわっと滲んだ文字が、紙の上に散った黒い染みのようになった後、別の形に収束していく。

「どう、空魚？」

「……読めるように、なってきた」

「マジかよ」

　小桜が呻く。汀も身を乗り出していた。

　文字が形を変えるにつれて、隠れていた意味が浮かび上がってくる──。

「なんて？　なんて書いてあるの、教えて」

　前のめりに訊ねる鳥子の声が集中を乱す。うるさいなと思いながら、私は書かれていることをそのまま口に出してみた。
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　圜圖囿國國國國囹國國圃國國囹國國國國囿圖圜

　圜圖國囿圈圈圈圈囹圈圈圈囹圈圈圈圈囿國圖圜

　圜圖國圈圄圄圄圄圄図図図圄圄圄圄圄圈國圖圜

　圜圖國圈圄困困困困困図困困困困困圄圈國圖圜

　圜圖國圈圄困固固因囲囲囲因固固困圄圈國圖圜

　圜圀國圈図困固囮囲因回因囲囮固困図圈國圀圜

　圜圖圀圀図図固因囲回囚回囲因固図図圀圀圖圜

　圜圀國圈図困固囮囲因回因囲囮固困図圈國圀圜

　圜圖國圈圄困固固因囲囲囲因固固困圄圈國圖圜

　圜圖國圈圄困困困困困図困困困困困圄圈國圖圜

　圜圖國圈圄圄圄圄圄図図図圄圄圄圄圄圈國圖圜

　圜圖國囿圈圈圈圈囹圈圈圈囹圈圈圈圈囿國圖圜

　圜圖囿國國國國囹國國圃國國囹國國國國囿圖圜

　圜圖圖圖圖圖圖圖圖圃圃圃圖圖圖圖圖圖圖圖圜

　圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜圜だって」

　ノートから顔を上げると、三人が呆気にとられた顔で私を見ていた。

　唇を押さえて、私はのろのろと訊ねた。

「今、私、なんて言った？」

　そのとき突然、室内に眩い光が閃いた。

　音がない稲妻みたいに強烈なその光は、青い色をしていた。反射的に目をつぶると、瞼の裏に黄色い残像が焼きついた。

　おそるおそる目を開いたとき、私は総毛立つ思いに襲われた。

　室内にもう一つ、人影が増えていたのだ。黒髪に黒い服を着た、背の高い女が。

　裏世界の浜辺から脱出したとき、ゲートの向こうからこちらを見ていた、あいつだった。

　閏間冴月。

　私以外の全員が捜し求めるあの女が、鳥子の背後の空中に浮いていた。
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「おああっ!?」

　ビビった私はすごい声を出して飛び退き、本棚にへばりついた。鳥子の背後を指差し、震える声で叫ぶ。

「後ろ！　後ろ!!」

　鳥子がばっと振り返った。小桜は頭を抱えてその場にうずくまる。

「え……？　何もないけど……？」

　鳥子が訝しげに言った。こわごわ後ろに目をやった小桜が、拍子抜けしたように腕を下ろした。

「なんだよ……ビックリさせんじゃねーよ！」

「紙越様……どうなさいました？」

　憤然と立ち上がる小桜に続いて、汀も心配そうに訊ねる。

　私は信じられない思いで三人の顔を眺めた。見えていないのか。私の目には、こんなにくっきり映っているのに。

　もう一度上げた視線が、閏間冴月を捉える。

　その目はじっと鳥子に据えられていて瞬きもしない。空中に投影された静止画のように凍りついている。深々とうつむき、だらんと手足を垂らした姿は、ひどく不吉な感じがした。右手に何か持っている。四角い形をした、あれは──？

「空魚、大丈夫？」

「え。あ……うん」

　どうにか鳥子の顔に目を戻した。椅子から立ち上がって、私の顔を覗き込んでいる。

「右目で何か見えてる？」

　真剣な表情で訊ねられて、私は言葉に詰まる。

　うっかり反応してしまった。自分にだけ見えているとわかってさえいれば、閏間冴月が突然目の前に現れても、とぼけて隠し通すことができたのに。どうしよう。どうやってごまかせばいい？

　あきらめて言うべきなのか？　冴月さんがこの部屋の中に姿を現して、今この瞬間も、鳥子をじっと見下ろしている、と──。

　こんな重要事項、当然伝えるべきだという心の声と、絶対に知らせたくないという気持ちが胸の中でぶつかり合って、私は完全にフリーズした。

　一言も口に出せないまま、のろのろと首を横に振る。

「空魚、教えて。そこに何かあるの？」

「な……ないよ！　なんにもない！」

　私が苦しまぎれに叫んだそのとき、視界の端で四角いものが落ちてきて、床に当たってカツンと音をたてた。

　すぐそこに、一辺が二十センチくらいの木組みの立方体が転がっていた。寄せ木細工のようにパーツが嚙み合った構造らしく、表面を複雑な合わせ目が這い回っている。蓋らしい蓋はない──さっき、閏間冴月が手にしていたものだ。

　見上げると、宙に浮いた女の姿は一瞬のうちにかき消えていた。

「これは……？」

　汀が不審そうに呟いた。私以外の三人の目も、突然現れた箱に向けられている。とっさに視界を右目に切り替えると、箱は強い銀色の燐光に包まれていた。

　その箱の上面を通り抜けて、何かが内側から出てこようとしている。短く尖った嘴くちばしから先に現れたのは、モズに似たずんぐりした鳥だった。赤みがかった半透明で、翼の長さはだいたい指一本くらいだろうか。

　箱の一番近くにいる小桜は、薄気味悪そうに箱を見下ろしているだけで、赤い鳥に対する反応はなかった。

　鳥が羽ばたいて空中に浮かび上がる。その嘴がぴたりと小桜に向けられていることに気付いて、私は嫌な予感に襲われる。

「小桜さん、ちょっと──」

　警告しようとしたとき、鳥が翼を打って、小桜めがけてまっすぐに突っ込んだ。

　私はとっさに小桜を突き飛ばす。

「おまっ!?」

　小桜は軽かった。自分では非力なつもりだったけど、咄嗟とつさの馬鹿力もあってか、予想以上に吹っ飛ばしてしまった。肩から本棚にぶつかった小桜が喚わめく。

「痛いって！　なんだよいきなり!?」

「す、すみません、今、鳥が」

　しどろもどろに言い訳しながら、赤い鳥の行方を求めて室内を見回す。いない……どこへ行った？

　気がつくと、鳥子がいつになく険しい顔で私を見ていた。

「ど、どうしたの？」

「空魚──」

　鳥子が私に向かって手を伸ばしてきた。一瞬、叩かれるのかと思って首をすくめる。

　その両手が、私の肩に置かれた。そのまま、鳥子の頭が私の胸元にこつんとぶつかる。

「え」

　戸惑う私の前で、鳥子の膝がかくんと落ちた。ずるずると倒れ込もうとする身体を、あわてて支える。

「と、鳥子？」

「う……」

　ぎゅっとしかめられた顔が、ひどく青ざめていた。

「おい、どうした!?」

　異変に気付いた小桜が、私と一緒に鳥子を支える。

「お腹……痛い……」

　食いしばった歯の間から、鳥子が言った。

　小桜と二人で椅子に座らせると、鳥子は身体を二つに折ってしまった。その背中から、赤い鳥がぱたぱたと飛び立つ。私たちの頭上でくるりと輪を描いて、また箱の中へと戻っていく鳥を、私は為す術なく見送る。

　しまった──！　何をやってるんだ私は。最初に抱いた予感通り、あの赤い鳥は人に害をなすものだ。小桜をかばっている間に、鳥子がやられてしまった！

「この立方体は──まさか」

　汀が箱を凝視している。顔色が変わっていた。

「知ってるんですか!?」

　私が食ってかかると、汀は言った。

「閏間さんが収集してきたＵＢＬアーティファクトです。保管庫で厳重に封印しておいたものが、なぜここに」

　なぜも何も、たったいま本人が──少なくともその姿をした何かが、自分で置いていったのだ。

「山陰地方で回収したと言っていました。呪いの道具として用いられていたものだそうです。周辺の女性と子供の内臓にのみ選択的に損傷を与えると聞いています」

　床に転がる箱を見下ろしたまま、汀が答えた。

「名前が確か──コトリバコ、と」

　衝撃を受けて、私は木箱を凝視した。

　よりによって……あのタチの悪いやつか！

「コトリバコ」は、島根で報告された実話怪談だ。

　ある日、語り手の家に遊びに来た友人が、納屋から見つかったという古びた木箱を持ってくる。それを見たもう一人の、霊感のある友人が血相を変えて、神主をやっている父親に電話をかけ始める。その場で対処できる人間が自分しかいないと悟った友人は、泣いたり吐いたりしながら壮絶なお祓いを執り行う。

　儀式を終えて脱力し、これでなんとか大丈夫だと言う友人。どういうことなのかと訊ねる語り手に、友人はその木箱が、ターゲットの血筋を根絶やしにするために作られた凶悪な呪いの道具、コトリバコだと語る──。

　ネットロアの中でも有名な、近付くだけでもヤバいブツが、いま私の目の前にあるのだ。

　──なんでこんなもの持ってきたんだ、閏間冴月！

　これはもう明確な害意があると言っていいよな？　鳥子のお腹を痛くしてどうするんだ。お友達じゃなかったのか！

　鳥子が被害を受けたことで、いつもよりさらに気が立った私は、右目に意識を集中してコトリバコを睨む。目を離さずに、私は訊いた。

「汀さん、何か固い棒ないですか。この箱壊せそうなやつ」

「ございます」

　汀が右腕を振ると、ジャキッと金属音が鳴った。進み出た汀の手には、伸縮式の特殊警棒が握られていた。いつもこんなの隠し持ってるのか、物騒な男だなと内心引きながらも、私は言った。

「それ、壊してください。今すぐ」

「破壊して大丈夫なのですか」

「放っておくと、鳥子がやられます。汀さんは大丈夫かもしれませんが」

　私がそう言うと、汀は頷いた。

「承知いたしました」

　汀が腕を振り上げて、特殊警棒をコトリバコの上面に叩きつけた。

　箱は壊れなかった。壁を叩いたみたいな鈍い音がしただけだ。

　まるで攻撃に対する報復みたいに、箱の中から鳥が次々と湧いて出てきた。

「す……ストップ！　ストップ！」

　二回目の打撃を加えようとする汀を、私は慌てて制した。

　汀が攻撃を中止して、警棒を下ろす。その両側を、彼には見えない呪いの鳥が二手に分かれて通り過ぎていく。

　ゆっくりと宙を飛んで向かっていく先には、椅子の上で呻うめく鳥子。とっさに手を差し出して妨害しようとしたけど、無駄だった。なんの感触も残さず、赤い鳥の群れが手のひらをすり抜けていく。

「ううっ……」

　鳥子が苦しそうに息を吐く。赤い鳥が身体を通り抜けるたび、刺されたみたいに呻き声があがった。

　背中から抜けてまた箱の中へ戻っていく鳥たちの嘴には、赤いものが咥くわえられていた。まるで内臓をついばんでいるみたいに。

　手を出したことを感知したのか、赤い鳥は今度は私にも襲いかかってきた。

　かわす間もなく、赤い鳥が私のへその辺りに飛び込んだ。次の瞬間、下腹部に鈍い違和感が生じたかと思うと、あっという間に差し込むような痛みに発展する。

「いっ……」

　私は苦鳴を嚙み殺す。鳥が身体を抜けていく感触はわからなかったけど、座り込みたいほど痛い。

　標的を捉えたミサイルみたいに、赤い鳥はさまざまな軌道で突っ込んでくる。まるでスローモーションで炸裂する爆弾だった。しかも一つ一つの破片がホーミングして犠牲者を穴だらけにする、指向性の爆弾だ。この分では、身体を動かして鳥を避けようとしても無駄だろう。見えているのによけられない。じわじわと迫ってくる破片に切り裂かれるのを、ただ見ていることしかできない──凶悪すぎる。呪いの道具としては確かに効果的だ。

「おい、空魚ちゃん。どうなってるんだ」

　小桜が鳥子の背中をさすりながら訊ねる。

「と……鳥子が、コトリバコの呪いにやられてます。壊せるかどうか試したんですが、ヤブヘビでした」

　痛みと悪寒に顔をしかめながら、私は答える。

「このままだと小桜さんも危ないです。今すぐこの部屋から出てください」

「空魚ちゃんはどうする」

「私は……なんとかしてみます」

「なんとかって」

「いま考えてます」

　私は頭を猛烈に回転させる。銃弾が通じるなら、いますぐ木屑になるまで銃弾を叩き込んでいるところだけど、どうやら破壊はできないようだ。お祓いの方法なんて知らない私がこの箱をやっつけるには、どうすればいい？

　元のネットロアの通りなら、コトリバコには中身がある。確か、何人分もの切り落とした指先と、へその緒だったか──呪いの中核となるものが、箱のガワで守られているのだ。

　中心にあるものを直接叩かない限り、呪いを元から断つことができないのだとしたら、このパズルのような箱をなんとかして開ける必要がある。

　そのためには、私の右目だけではなく、鳥子の左手も必要だ。

　私はお腹を抱えたままの鳥子に顔を近付けて、頰をぴたぴた叩いた。

「鳥子。手を貸してほしいの」

「うう……」

「痛いよね。ごめんね。でもやらないと」

　鳥子が血の気の引いた顔を上げた。

「今度は、何を触ればいいの……？」

　苦痛に歪んだその表情から、私は目を離せなくなる。

　ぎゅっとしかめられた目元。汗で額に貼りつく髪。間歇的な痛みに引きつる頰。鳥子は、こんな顔もするんだ……。

「空魚？」

「あ……ああ。えっと、そこに転がってる箱、見える？　鳥子がお腹痛いの、あれが原因なの」

　気を取り直して私は答える。鳥子が頭を回して箱を見た。

「わかった……それで？」

「浜辺を脱出するとき、八尺様の帽子をバラしたでしょ。あれをまたやる」

「ゲートを開くってこと？」

「ううん。なんて言えばいいかな、あの箱の中に呪いの元みたいなものがある。箱を開けることができさえすれば、直接叩けると思うんだ」

「……やっぱりすごいね、空魚って」

　青ざめた顔で鳥子は微笑んだ。

　私は汀を振り返った。

「箱を開けます。何が出てくるかわからないので、念のため部屋の外にいてください。小桜さんをお願いします」

「そういうわけには──」

　異を唱えようとするのにかぶせるように、私は早口で続けた。

「汀さんはどうだか知りませんけど、小桜さんがコトリバコの近くにいたらヤバいです。私たちは自分の身を守れますから、そっちに何か行ったら守ってあげてほしいんです」

　実際のところ汀に何ができるのかなんて知らないけど、警棒とか持ってるくらいだし、腕に覚えはあるのだろう。

　汀はなおも逡巡した様子だったけど、結局頷いた。

「……承知いたしました」

「待て、空魚ちゃん、あたしは──」

「ごめんなさい。ちょっと面倒見られる余裕がないです」

　私の顔を見て、小桜が唇を嚙んだ。

「わかった……頼む」

　何度も振り返りながら、小桜が部屋から出ていった。汀が一礼してドアを閉める。

　二人きりになった途端、私は我慢の限界に達してその場にうずくまった。

「空魚、大丈夫？」

「うー、いたたた……いたいー」

　呻くしかできない私のお腹を、赤い鳥たちがついばんでいく。一羽残らず焼き鳥にしてやりたい。

　鳥子が椅子からずるっと這い下りてきた。二人で支え合って痛みに耐える。残念ながら支え合っても痛いのは痛いのだった。

「あー、くっそ痛い……腹立つなあ」

「内臓の痛みだよね、これ」

「長引くとまずそう。さっさとやらなきゃ」

　私たちは荒い息をつきながら、箱のそばまで四つんばいで近寄った。

「この箱、いきなり空中から落ちてこなかった？　空魚がノートを読んだ後に……」

「ごめん。私のせいだと思う、これ」

　後悔に歯嚙みをしながら、私は言う。迂闊うかつだった。裏世界では、一つのミスが命取りになりうる──それを知っていながら、不注意にも、閏間冴月が書き残したテキストを、何も考えず口に出してしまったのだ。いくら鳥子に頼まれたからといっても軽率過ぎだ。

「ううん、空魚にノート読ませたの、私だから……だけどなんで、あんなにびっくりしてたの？」

「え？」

「箱が出てくる直前」

「それは……出てくる前に、見えてたからだよ」

　これ以上訊かれる前にと、私は両手でコトリバコに触れた。中に熱源があるみたいに、手のひらにほのかな温かさが伝わってくる。

「触って大丈夫なの、それ」

「わかんない。どっちみちもうやられてるし……」

　箱を慎重に持ち上げて、表面をじっと観察する。寄せ木細工の上に走る銀色の線だけが、この箱を開ける手がかりだ。裏世界と表世界の境界が、複雑に折りたたまれて箱の形になっている。鳥の群れはその隙間から染み出すように出現していた。

　私がやろうとしているのは、言うなれば爆弾処理だ。とっくに起爆して、今まさに私たちをズタズタにしつつある爆弾の解体。

「私が持ってるから、言うとおりに左手で触ってくれる？」

「オーケイ」

　手袋を外した鳥子に、箱の一面を向ける。

「中央を押しながら、回してみて」

「どっちに？」

「わかんない。回る方」

　鳥子が触れると、銀色の光がひときわ明るく輝いた。指先が押し込まれ、反時計方向に回転すると、表面のパーツが花びらのようにずれながら外側へと広がった。

「動いた！」

「オーケー……今度はここ、下にずらしてみて」

　鳥子の指先によって燐光が動くと、それに従ってパーツも一緒に動く。この箱の本体は、漏れ出る光そのものだ。私の目と鳥子の手が両方あってこそ解法が辿れるパズルだった。

　ずらして、回して、押し込んで、開いて、たたんで、引っかけて……。最初はシンプルだったパーツの動きはどんどん複雑になっていった。ふと、鳥子が心配そうに言った。

「これ元に戻せとか言わないよね？」

「その発想はなかったな」

「ちょっとー、無理だよ、むりむり」

　パーツが動き、新たな形になるたび、徐々に赤い鳥の数が増えていく。同時に、痛みも少しずつ強くなる。箱の中心に近付いていると見ていいのだろうか。燐光を注意深く観察すると、パーツの隙間を通して、中心から外側へ向かう流れが見受けられる。その流れをさかのぼるように、私たちは中心へと向かっていく。

「鳥子と一緒に、前にも同じようなことした気がする。くねくね狩りのとき。こうやって苦しい思いしながらさ」

「あ、確かに。ヤバかったよね、あれ」

「あんときより気持ち悪くはないけど……痛ったいなあもう」

　苦痛から気を逸らすために、私たちはとりとめもなく話し続けた。

「これどこまで続くのかな」

「わかんない……痛くなくなるまで？」

「うええ。爆弾の方がまだましかもね。これこそ苦痛の箱ハート・ロツカーじゃん」

「なんだっけそれ」

「爆弾処理の映画、見たことない……？」

　そう言いながら、鳥子の身体がぐらっと傾いた。

「ごめん。ちょっと横になっていいかな」

「わ、私も」

　二人揃ってその場に倒れ込んだ。もう身体を起こしていることもできなかった。床に這いつくばったまま手を動かして、私たちは呪いの爆弾処理を続けた。

「なんか……こうしてると、二人で寝っ転がってボードゲームでもしてるみたい」

「嫌だよこんなボードゲーム……地獄じゃん……」

　いつの間にか、立方体の形状はとうに失われて、今やコトリバコは立体迷路のミニチュアのような異様な物体に成り果てていた。一辺二十センチの立方体の中に収まるとは思えない数のパーツが展開されて、私たちの手の中から溢れ出し、周囲に広がっていく。

「空魚、さっき、小桜に部屋から出ていくように言ったときさ、自分も痛いのに我慢してたよね」

「そうだったっけ」

　あんなに痛そうだったのに、よく見てたな──と思いながら私は生返事をする。

「どうして言わなかったの？　心配かけないように？」

「小桜さんここにいても役に立たないじゃん。なのに口は出すからさ、私まで痛がってたらうるさそうだなって思って──」

「そっか」

　鳥子が微笑んだ。またあの、優しく見守るような表情だった。

「な、なに？」

「安心したよ。やっぱり空魚、私がいなくなっても大丈夫そう」

「は？　こんなときに変なこと言わないでくれる!?」

　私の反応に、鳥子が短く笑う。

「言えるうちに言っとかなきゃなって。ほら、何があるかわかんないじゃん」

「やめてってば。手を動かして」

　私が嫌がっているのに、鳥子は話を続けた。

「あなたの人生を壊したままいなくなったら、どうなっちゃうのか心配だったけど、空魚、ちゃんとやっていける。私、ずっと見てたから」

　苦痛に顔を伏せながらも、言葉は止まらない。熱に冒されたうわごとのようだった。

「きさらぎ駅の、米軍の生き残りもがんばって助け出した。最初はビーチとか嫌がってたのに、那覇でも、石垣島でも、すごく楽しそうだった。カラテカちゃんに助けを求められて、それに応えた。あだ名までつけちゃってさ。私にはつけてくれないのに」

　そう言う鳥子の声には、わずかな不満が顔を覗かせているように思えた。

「小桜に言われて気にしてたけどさ、空魚、ちゃんと人の心があるよ。めちゃめちゃ優しい子だよ。私、知ってる──」

「違うってば……そういうんじゃ……」

「さっきだってそう。小桜をとっさにかばったでしょ。私じゃなくて」

「ご、ごめん」

　身のすくむ思いで謝ったけど、意外にも鳥子は首を横に振った。

「違うの。空魚、私以外はどうでもいいと思ってるフシがあったから、ちゃんと他人に気を配れるんだなってわかって、嬉しかったの。言ったじゃん、空魚は私以外の世界をもっと知るべきなんだよ。だから、私がいなくなった後も、きっと──」

「やめてよ!!　なんでそんなこと言うの!?」

　たまらず大声をあげたそのとき、二人の間でカチリと音がした。

　私と鳥子が伸ばした手の先、周囲に領土を拡大しまくったパーツ群の真ん中に、立方体の箱があった。最初のサイズとほとんど変わらないように見えたけど、表面は薄汚れて、ひどく古びた印象を受けた。パズル状の構造ではなく、上面が蓋になっているようだ。辺り一面に滞留する銀色の燐光は、その蓋の隙間から溢れ出していた。

　ついにたどり着いたのだ。コトリバコの中心──呪いの核に。

「……鳥子、これだ」

　息を整えようとしながら、私は言った。

　横たわった私たちの上では、赤い鳥の群れが飛び回っている。代わる代わる舞い降りては、私たちのはらわたをついばんでいく、翼を持った呪詛。お腹の痛みは焼けた鉄串を何本も突き立てられているかのようで、今にも気を失いそうだ。私より先にやられていた鳥子はもっときついだろう。

「めんどくさい話はあと。今はまず、これを開けて、中身を壊そう。あとちょっとだから、お願い」

「…………」

「鳥子？」

　私の呼びかけに、返事はなかった。鳥子は頰を床につけたまま目を閉じている。気を失ってしまったのか──腕を伸ばして肩を揺さぶる。

「鳥子、鳥子、起きて。もう少しだから」

「…………」

「鳥子！」

　声を大きくしても、ぴくりとも動かない。不安になった私は、鳥子の口元に手を持っていった。唇に触れるぎりぎりまで、手の甲を近付ける。

　──息がない。

「噓……噓でしょ」

　私は這いずって鳥子に近付いた。必死で身を起こして、ぐったりした身体を仰向けにひっくり返す。床に背中を荒っぽく打ち付けられても、鳥子は反応しなかった。

「ちょっと、やめてよ。ついさっきまで、あんなにめんどくさい話……べらべら喋ってたくせに……」

　声が震えたのは、痛みのせいだけじゃなかった。

「起きてよ！　鳥子！　目を覚まして！」

　衝動的に右手を持ち上げて、頰を張った。べちっと痛そうな音がした。一瞬気が引けたけど、それでも鳥子が目を覚まさなかったので、そんな気遣いもどこかに吹っ飛んだ。

「起きて！　起きて……起きろってば、鳥子！」

　叫びながら何度も平手打ちをする。だめだ、反応がない。

「そ、そうだ。箱の中を、先に」

　ひどく動揺しながら、私は考えた。コトリバコさえ壊してしまえば、私たちを苛さいなんでいる呪いも消えるに違いない。きっとそうだ。

　残された箱を手に取る。この蓋なら、鳥子の手を借りずとも、私だけで開けられる。

　震える手に苛いらつきながら蓋を開けると、燐光が水のように溢れ出した。瞬きをして、呪いの核を右目に捉えようと中を覗き込み──

　思考が停止する。

　箱の中には、何もなかった。

　私が右目で捉えるべきものはいっさい入っていない。切り落とした子供の指先も、血にまみれたへその緒も。

　私の手の上で、箱の四方が外側へばたりと倒れた。

　右手からこぼれ落ちた蓋が、床に散らばったパーツの間にぴたりとはまり込む。

　それで終わりだった。

　コトリバコが、なくなってしまった。

　目を上げると、私たちがいるのは、入り組んだ寄せ木細工の迷路の中だった。今まで必死で解体してきたコトリバコの部品が組み合わさって、床や壁を形成している。

　四方に通路が延び、枝分かれしながらどこまでも続いている。あたりは真昼のように明るい。振り仰ぐと迷路に天井はなく、壁の上には深い青の光が広がっている。

　裏世界の空だった。

　鳥たちの攻撃がやんでいる。なのにお腹の痛さは変わらなかった。内臓が重苦しくて、息をするのもしんどい。鳥子も動かないままだ。壁の上に羽を休めて私たちを見下ろす赤い鳥の群れは、鳴き声一つ発しない。

「ねえ、鳥子。ヤバいよ、いい加減起きて」

　声が青い空に虚むなしく吸い込まれる。それでも私は話し続けた。

「私たち、いつの間にか、だいぶ深い場所に来ちゃったみたい──」

　これまで私たちは二度、裏世界の深部に足を踏み入れた。時空のおっさんのときと、沖縄の浜辺。迷路の上にのしかかるウルトラブルーの深淵からは、あれと同じ雰囲気が強く感じられた。

　そして、その両方で、私は、閏間冴月の姿をしたものに遭遇している。

　痛みで鈍にぶっていた頭に、じわじわと理解が染み出してくる。

　栞しおりの挟まれたページ。文字を読み上げた途端に現れた黒衣の女。手榴弾のように投げ込まれたコトリバコ。

　そして、コトリバコを通じて開かれた、裏世界深部への道。

　すべて、私たちをここへ連れてくるための罠だったのか──？

　壁の上の鳥たちがいっせいに首を動かして、通路の先に目をやった。

　木組みの迷路の中から、背の高い人影が近付いてくるのが見えた。

　艶やかな長い黒髪に、喪服を思わせる黒衣。眼鏡の奥で輝く両眼は、恐ろしい青色をしていた。

　──閏間冴月だ。

　壁際に転がっている自分のリュックサックに、私は這い寄った。ジッパーを開けて、中からマカロフを引きずり出す。本当はアサルトライフルの方が頼りになるけど、分解した状態で袋に入っているから使えない。めんどくさがらずに、鳥子に組み立て方を教えてもらっておけば……いや、どっちみち今そんな暇はない。

　黒衣の女が立ち止まった。その足元には、鳥子が横たわっている。私が銃口を向けると、底の知れない二つの青い瞳が見返してきた。

　こいつは、本物だろうか？　風車女のときは明らかに化け物だったけど、今回は人の形をしている。右目でも左目でも変化はなかった。こうして改めて見ると、本当に美人だ。でもそれがかえって不安をかきたてる。これがいきなり姦姦蛇螺みたいな怖い顔に変わったりしたら、顔面の高低差にやられてそれだけでショック死しそうだ。

「冴月さん……ですか」

　私の問いかけに、女は返事をしなかった。私から外れたその視線が、足元の鳥子に向けられる。嫌な予感に襲われた次の瞬間、周囲で小さな翼が羽ばたく音が巻き起こった。

　赤い鳥の群れがいっせいに舞い上がる。頭上で鳴き交わす声は鳥というより人間に近かった。ぼそぼそと壁の向こうで喋っているような、意味の取れない陰鬱な呟き。鳥たちは眼下の私たちを見下ろして、嘴を下に、翼をすぼめて急降下してきた。

　一度にあんなに大量の呪いを受けたら終わりだ。弱った私の身体は、きっともう耐えられない。ぎゅっと目をつぶって、激痛を覚悟する。

　──来ない。

　標的は私じゃない！

　目を開けた私の前で、真っ赤な奔流と化した鳥の群れが、凄すさまじい勢いで鳥子の身体に吸い込まれていく。

「だめ!!」

　私の叫びは羽ばたきにかき消された。

　すべての呪詛がお腹の中に消えた一瞬後、仰向けに倒れていた鳥子が、びくんと跳ねた。

　鳥子のお腹の内側から、上空に向かって、激しく渦を巻く竜巻のようなものが立ち昇った。風車女と対峙したときに、鳥子の身体がほどけてできた構造とよく似ていた。あのときとは比べものにならない勢いで、上空に吸い込まれていく。黒衣の女はそれを無表情に見下ろしている。

　鳥子が連れていかれる……いなくなってしまう！

　私はマカロフの狙いをつけて、引き金を引いた。

　躊躇は一切なかった。弾は女の左胸に当たった。女が首を回して、こちらに目を向ける。両手で反動を押さえ込むようにして、私は続けて発砲した。

　外れ。右肩。左の二の腕。外れ。喉。顔。顔。弾切れ。

　煙を上げるマカロフを下ろして様子を見る。八発中六発も命中したのに、黒衣の女は立っていた。撃たれた箇所にぽっかり穴が空いている、けど血は一滴も出ていない。

　風に吹かれる木のように、女はゆらゆらと身体を揺らしている。見ているうちにも弾痕が再生していく。きさらぎ駅で遭遇した〈角持つ男〉のように。あれよりはゆっくりだけど……。

　鳥子に起きている現象に変化はなかった。風車女のときはこれで阻止できたのに。コトリバコを壊しても駄目、黒衣の女を撃っても駄目。マカロフは全部撃ちつくした。それならあとは、私に何ができる？

「……もうやめとこうって思ってたのに」

　こうなっては、腹をくくるしかなかった。

「さっさと起きない鳥子が悪いんだからね」

　聞こえるはずもない言い訳を呟いて、私は、右目の意識を鳥子に向けた。

　人間に対する右目の使用。この間カラテカに使ったときには危うく発狂させるところだった。あれ以来、人間が右目の視界に入っても極力意識を向けないように注意していたんだけど、鳥子を失いそうな今、私が状況を動かせるような手段はこれしか思いつかなかった。

　右目でまともに捉えた鳥子の身体の中に、赤いドーナツ状の物体が見えた。さっき鳥子の中に飛び込んだ無数の赤い鳥が何重にも重なって、高速で回転しているのだ。その中心から空へと噴き上がっているのは、羽毛にも似た、立体的な幾何学的図形。

　風車女と遭遇したとき、鳥子が狂気の中で口走った洞察を、私は思い出す。青い光の向こうに未知の存在がいたとして、そいつらが私たちにコンタクトしているとしたら、〈かれら〉は私たちを理解するためにどうするだろうか？

　たとえば、理解できる形に加工しようと試みるとか？　いま私が目の当たりにしているのは、そのプロセスなのでは……？

　ひゅうっ、と空気の漏れるような音がした。

　鳥子の口が開いて、息を吸ったのだ。

　安堵のあまりへたり込みそうになりながら、私は呼びかける。

「鳥子！　起き──」

　そこで気がついた。

　だめだ。今意識を取り戻したら、頭上の女が目に入る。

　私はマカロフを捨てて、鳥子に向かって身を投げ出した。咳き込んで呼吸を再開した鳥子が目を開けようとするところに飛び込んで、頭を抱きしめる。

「そ……空魚、何して……？」

「目を開けないで。何も見ないで。見たら鳥子、おかしくなっちゃうから」

「そんなに……ヤバいのがいるの？」

「そうだよ。だから絶対見ちゃだめ」

「空魚は平気なの？」

「心配しないで。私は平気」

　答えながら見上げる視界では、再生途上の黒衣の女がこちらを見下ろしている。何も言うなよ。頼むから黙ってろよ。私が女を見上げる目には殺気がこもっていたに違いない。

「それより、鳥子、身体は大丈夫？──頭は？」

「頭って、なにそれ」

　鳥子は少し笑った。

「お腹、まだ痛いでしょ」

「それが、もう痛くないの。ぜんぜん！」

　答える声が妙に明るい。

「ていうかね、身体が軽いっていうか、余計なものがしゅわーっと溶けてなくなっていく感じがしてねえ。このままだとどんどん楽になっちゃいそうだし」

「ちょ、ちょっと？」

「空魚もやってみよ？　どうするのかわかんないけど、多分ね、おへそのあたりをスーッと切って、腕を突っ込んでさ、手当たり次第に」

　うわああ、やっぱり。だめだこれは。

　──いや？　待てよ？

　右目で見て……左手でやれば……。

「鳥子、それかも」

「え、お腹裂くの？　ビリビリーって？」

「い、いや……」

「よかったあ。私があっちに行っちゃっても安心だね！　空魚も一緒に来られるもんね！」

　私は絶句した。

「ね」

「……いいから黙ってて。左手、ちょっと借りるね」

「オーケイ。ちゃんと返してよ」

　透き通った左手を取って、鳥子に言い聞かせる。

「聞いて、鳥子。合図するから、左手に触ったもの摑んで、引きずり出してくれる？」

「あーはー。いつもと同じね」

「そうそう、いつも通り──いくよ」

　私は左手を肘から持ち上げて、鳥子自身の身体に突っ込んだ。

「うっ」

　鳥子が呻いた。透明な拳が、お腹にめり込んで、赤い円環面トーラスに干渉していた。鳥の軌道が乱れて回転が歪み、トーラスの表面が不規則に波打っている。

「そう、それ摑んで！　手応えあったら引っ張るの。できる？」

「で、できるけど、ううっ、なんか気持ち悪い、吐くかも」

「いいからやって！」

「わかったよ……ぐうっ」

　鳥子が左手を握りしめて引くと、お腹の中からずるずると、歪んだトーラスが引っ張り出されてきた。

　トーラスが抜き取られるにつれて、お腹の中から立ち昇っていた渦巻きも乱れ、消滅していく。完全に空気中に出てきたそれは、真っ赤な折り紙で折られた千羽鶴みたいに見えた。

　鳥子が手を離すと、重なりあった赤い鳥の塊が、べしゃっと地面で潰れた。

　さあ、これでどうだ！　そう簡単に鳥子を連れていけると思うなよ！

　鼻息荒く黒衣の女を見上げた私は、相手の顔が思いのほか近くにあったのでぎょっとした。さっきまでほとんど無反応だったのに、いつの間にか上体を深くかがめて、ほとんど触れそうなほどの距離に顔を置いていたのだ。

「あれ？　この匂い……なんだか」

　懐かしい、と言いはじめた鳥子に危機感を憶えて、目も耳も鼻も塞いでしまおうと強く抱きしめる。

　そのとき私の耳元で、低い女の声が囁いた。




「あなたも────、────しましょうね」




「え……？」

　相手の言葉が認識できなかった。ただ、とてつもなく恐ろしいことを言われた、という印象だけがあった。

　さっきまでは睨みつけることもできた女が、意味のわからない一言だけで、激烈な恐怖の源に変わっていた。何も見たくない。知りたくない。それなのに、意思に反して頭が持ち上がっていく。

　視界にふたたび女の顔が入り込んできたとき、私の右目は、女の背後にあるものを垣間見た。間違いない、この女は、ウルトラブルーの向こうと繫がっている。裏世界深部の彼方に存在する〈かれら〉。恐怖と狂気によって、私たちに青色の深淵を越えさせようとしている巨大で異質な何者か──その気配を感じた、ただそれだけで、私の認識はオーバーロードした。

　すべての感覚器がエラーを起こし、エラーを受けた脳と神経系が完全にクラッシュするのを、私はまったく無感動に、他人事のように眺めていた。
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　気がついたときには、ベッドの上に寝かされていた。

　横に座っていた小桜が椅子を蹴って立ち上がり、血相を変えて私の上に屈み込んだ。

「空魚ちゃん、わかるか？　あたしが見えるか？」

「……見えますし、わかりますけど」

　しゃがれ声で私が答えると、小桜はほーっと安堵の息をついた。

「はー……心配させんじゃねーよ、バカ……」

　パステルブルーのリネンからはほのかに消毒液の匂いがした。ベッドサイドのカーテンで室内の様子は見えないけど、医療施設の中にいることはすぐにわかった。

「小桜さんこそ、大丈夫でしたか？」

「あたしは全然。おまえは？」

「まあまあですかね」

　実際にはお腹がまだ重くて苦しい。あまりダメージが残ってないといいんだけど。

「ここ、どこですか？　もしかして、あの病棟？　私たち、どれくらいここに──」

　起き上がろうとすると小桜に止められた。

「無理すんな。ここはＤＳ研の中の診察室だよ。あれから三時間くらい経ってる」

　私は隣のベッドに顔を向けた。左手の感触でもうわかっていたけど、鳥子もそこに横たわっていた。二つのベッドは隙間をおかずに並べられている。

「おまえら二人とも、完全に錯乱してたんだ。屈葬されたみたいにガチガチに縮こまって、でたらめな歌を口ずさんでた。手を繫いで絶対に離れようとしなかったんでな、二人で寝かせておいた。いいから休んでろ。あたしは汀を呼んでくる」

「鳥子は──大丈夫なんですか」

　おそるおそる尋ねると、小桜が皮肉っぽく唇を歪めた。

「さっきまで起きて騒いでたよ。空魚ちゃんが無事か、ちゃんと目を覚ますのかって……疲れてまた寝たけどな。空魚ちゃんより元気そうだったぞ」

　小桜はそう言って踵を返し、診察室から出ていった。

　枕に頭を預けて、私は鳥子の寝顔を見つめた。

「自分がいなくなったらどうとか思わせぶりなこと言っといて……」

　眠っている鳥子の右手は、私の手を握りしめて離そうとしなかった。

「ん……」

　鳥子が薄目を開けて、ぼんやりした口調で言った。

「迷惑なら、手、離すよ」

「誰もんなこと言ってないでしょ」

　私はため息をつく。

「何があったか憶えてる？」

　私が訊くと、鳥子は曖昧に言った。

「箱が開いたところまでは……。そこからはあんまり。空魚が何かしてくれたような気はするんだけど」

「いや、まあ、たいしたことはしてないよ」

　後ろ暗い私がごにょごにょ言うと、鳥子は唇を嚙んだ。

「ごめん。空魚にあんなこと頼んだせいで、私──」

「あーもー、いいから、そういうの」

　私は苛立って、鳥子の言葉を遮る。

「なんか鳥子、冴月さんを捜すのに私を付き合わせてるとか思って、勝手に引け目感じてるみたいだけど……私、全然気にしてないからね。っていうか、そういうのかえって腹が立つの」

　自分でも止められない衝動に駆られて私は喋り続けた。

「鳥子は私に、友達を作って世界を広げろって言うけど、そうじゃないんだよ。鳥子が私の世界を広げてくれてるんだ。ほら、ビーチとか……あれは半分、お酒の勢いだったような気がするけど」

　鳥子は黙って私の言葉を聞いていた。

「ペイルホース大隊を脱出させようってがんばったのはね、私の裏世界に、これ以上余計な人がいてほしくなかったからだよ。さっさと出ていってほしかったの。あんなに大勢、うっとうしいし」

「え、ええー……そんな理由だったの？」

　鳥子が呆気に取られたように口を開ける。

「そうだよ。私の目的は最初からずっと変わってない。自分の見つけた遊び場を、他人に荒らされたくないってだけ」

　目を丸くする鳥子に向かって、私は言った。

「だけど、鳥子とは一緒にいたい。ずっと一緒に遊べたらいいなって思ってる。だからね──私を犠牲者扱いしないでほしいの」

　私がそう言うと、鳥子は布団の下で身体を横向きにして、私をまっすぐ見つめた。

「そっか。そうだったね。共犯者だもんね、私たち」

「そうだよ」

　やっとわかったか──と私は頷く。

「そっかあ、だからカラテカちゃんのときも……」

　鳥子が呟いて、くすくす笑った。

「……なにかおかしい？」

「ううん。ただちょっと──空魚って、けっこうめんどくさい子なんだなって思って！」

「はあ!?」

　心外なことを言われて、私はぽかんと口を開けてしまう。

　その顔が面白かったのか、鳥子は声をあげて笑った。

「私のどこがめんどくさいっての？」

「さあ。自分で考えたら」

「鳥子……！」

　追求しようとしたら、鳥子は布団の中に隠れてしまった。

　狸寝入りのつもりか、出てこようとしない。

　まったく失礼な。こんな素直な人間を捕まえてめんどくさいとか、どの口が言うんだ。腹を立てながら、私は枕に頭を戻した。

　あの黒衣の女は、やはり閏間冴月本人だったのだろうか。あれは、私たちを誘い込んで、変質させて、どうするつもりだったのか──。

　疲れていて思考がまとまらない。あきらめて私は目をつぶった。

　閏間冴月のノート。裏世界深部で待ち受ける存在。第四種接触者の行き着く先。だんだん増えてきた、鳥子への隠しごと。

　考えるべき課題はたくさんあるけど、今は無理だ。まずは回復して、体力と正気を取り戻さなければ。

　元気になったら、ＡＰ‐１に二人で乗って、野を越え山を越え、どこまでも冒険に行こう──。そんなとりとめもないことを思いながら、私は眠りに落ちていった。
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　本作は先行する多数の実話怪談・ネットロアをモチーフにしている。その中でも特に、直接引用させていただいたものについて記す。本篇の内容に触れているので、ネタバレを気にされる方はご注意を。




■ファイル５　きさらぎ駅米軍救出作戦

　姦姦蛇螺かんかんだらの初出は、ウェブサイト「怖い話投稿：ホラーテラー」に投稿された「姦姦蛇螺」（二〇〇九／三／二六）である。この投稿は何らかの原因で間もなく消えたようだが、「怖かったので再ＵＰ」とのコメント付きでもう一度投稿されている（二〇〇九／四／一四）。最初の投稿がなぜ消えたのかは、「ホラーテラー」が既に存在しないため、調べがつかなかった。さらに二年以上経ってから、２ちゃんねる掲示板のオカルト超常現象板「死ぬほど洒落にならない怖い話を集めてみない？　271」スレッドにも転載されている（二〇一一／六／二六）。

　この話の最大の特徴は、クリーチャー描写が派手なことだろう。「六本腕で下半身が大蛇の女」という姦姦蛇螺の造形は、ＲＰＧ『ダンジョンズ＆ドラゴンズ』に登場するオリジナルモンスター「マリリス」を連想させる。




■ファイル６　果ての浜辺のリゾートナイト

　民宿の描写は「怖い話投稿：ホラーテラー」に投稿された「リゾートバイト」（二〇〇九／八／四）をモチーフにしている。

　後半の展開は「死ぬほど洒落にならない怖い話を集めてみない？　78」スレッド（同名のスレッドが二つある）の797～850「須磨海岸にて」（二〇〇四／七／一四）から部分的に引用している（一部「リゾートバイト」とマッシュアップした）。上記の範囲には「知ってる！」「地元では有名な事件」といった（おそらく）語り手以外の書き込みも含まれているが、その信憑性は不明である。




■ファイル７　猫の忍者に襲われる

　作中で触れた通り、「最近猫の忍者に狙われてる」という有名なコピペネタは、怪談の冒頭部分だけが切り取られたものである。その初出は２ちゃんねる掲示板のオカルト超常現象板「身のまわりで変なことが起こったら実況するスレ　151」の121（二〇〇八／三／二一）で、以降スレ住人を巻き込んだ実況報告が続く。スレッドが落ちた後は同板に「猫忍」（二〇〇八／三／二三）、「猫忍・二ノ巻」（二〇〇八／三／二六）と独立したスレッドが立てられたが、ひと月ほどでフェイドアウトしている。当時は報告者による何枚もの画像がアップロードされていたが、画像サービスの終了によって今ではまったく確認できない。

　類似した先行報告として、「死ぬほど洒落にならない怖い話を集めてみない？　145」スレに書き込まれた「監視者〝猫〟」（二〇〇六／一〇／一〇）がある。猫の集会に踏み込んで以降、猫に監視されるようになったという体験談で、忍者要素はない。




■ファイル８　箱の中の小鳥

「コトリバコ」は、「死ぬほど洒落にならない怖い話を集めてみない？　99」の912（二〇〇五／六／六）で初めて語られた。報告者が「関連する情報があったら教えてほしい」と呼びかけたため、以後、多数の話者による「呪いの箱」にまつわる怪談がネット上に書き込まれることとなった。

　最初の話が呼び水となって、「同じような経験をした」「よく似た話を知っている」と後から類似の話が語られる（または先行した話が掘り起こされる）のが、ネット怪談の大きな特徴である。「くねくね」や「時空のおっさん」などでも盛んだったこの流れは、「コトリバコ」においても盛り上がり、専用スレッドでの議論が二〇〇八年ごろまで継続した。

　また、この章で語られる九〇年代の官民によるオカルト研究に関しては、斎藤貴男『カルト資本主義』（文春文庫、二〇〇〇）を参考にしている。




　なお、一巻では解説しなかったが、裏世界の青にもモチーフがある。

　一つは、我妻俊樹『ＦＫＢ怪幽録　奇々耳草紙』収録「秘密」（竹書房文庫、二〇一五）。玄関のドアスコープの向こうが青かったという体験談である。

　もう一つはネットで読んだある怪談だ。記憶によれば、こんな話だった。話者の友人の女性が、住宅地で道に迷って帰れないと、電話で助けを求めてくる。話者は強力な霊能力のある同居人と迎えに行くが、電話で会話はできるし、同じ場所にいるはずなのに、なぜか会えない。まるで違う世界に迷い込んでしまっているかのように。そのうち女性が、青い服の男がいるから道を聞いてみると言い出す。その途端、同居人が「青い男は危険だ、絶対に近付くな」と血相を変える。最終的に女性は助け出されるが、その後も奇妙な出来事が続く……。

　細かいところに違いはあると思うが、おおむねこのような流れだった。なぜ曖昧な言い方をしているかというと、現状読み返すことができないからだ。この怪談はテキストではなく、テキストをまとめた画像としてアップロードされていたのだ。ネット上から画像が消えて久しく、検索にも引っかからない。「時空のおっさん」のバリエーションとも言えそうだが、強力な霊能者でも正体が摑めない青い男の不気味さや、辻褄の合わない後日談など、要約では伝えきれない奇怪なディティールが多く、消えてしまったことが惜しまれる。

　似た話に「死ぬほど洒落にならない怖い話を集めてみない？　129」の361「青い人が来る！」（二〇〇六／五／一五）がある。失踪していた姉が帰ってくるが、「青い人」に怯えてまた失踪してしまったという体験談だ。神隠し系の話という点でも、右で述べた青い男との遭遇譚と共通しているのが気になるところである。




　他にも間接的に影響を受けたネットロア・実話怪談は多数ある。いつも楽しく怖がらせていただいて、ありがとうございます。








特別コラム

第２回！　空魚そらをと鳥子とりこのだらだら怪談元ネタトーク


宮澤伊織



















■ 姦姦蛇螺（ファイル５に登場）




鳥子　なんて読むのこれ？

空魚　かんかんだら。

鳥子　難しいな。結局どういう怪談なんだっけ。

空魚　母親に暴力を振るった男子中学生が、キレた父親に、そんなに暴れたいなら禁じられた森の中で暴れてみろって言われて、挑発に乗って森に行ってみたら六本腕に下半身大蛇の女に襲われるって話。あ、最初は下半身出てこなくて、後から事情通の人に「危なかったな、下半身出てきてたら即死だった」って言われるんだけど──

鳥子　待って待って、いろいろ意味わかんない。まず父親の言動おかしくない？　男子中学生も暴力的なわりには素直すぎない？

空魚　まあいろんな家庭があるから。

鳥子　そりゃそうだけどさ。

空魚　字面がいかがわしいよね。女が六人……ヘビに……ら。

鳥子　ら。




■ リゾートバイト／須磨海岸にて（ファイル６に登場）




空魚　「リゾートバイト」は男子大学生がリゾートの民宿でバイトしたら怖い目に遭う怪談。「須磨海岸にて」は須磨海岸で怖い目に遭う怪談だよ。

鳥子　うん、なんとなくそんな気はしてた。

空魚　ほんと？　やっぱり勘がいいね鳥子。

鳥子　照れるなー。それで？

空魚　はい。「リゾートバイト」は、バイト先の女将さんが、使っていないはずの二階に毎日食事のお膳を持っていくので、不審に思ってこっそり上がってみたら、気持ち悪いものに取り憑かれちゃう話。

鳥子　ダメじゃん、こっそり上がったら。そんなことしてるからひどい目にあったんじゃない？

空魚　それが、もともとこのバイト募集自体、年頃の男子を集めるために仕組まれていたんじゃないか……という疑いがあってね。

鳥子　うわあ。

空魚　流行ってるからね、ブラックバイト。

鳥子　もう一つの方は？

空魚　神戸の須磨海岸で暴走族にリンチされた経験を男子中学生が語るんだけど、だんだん様子がおかしくなってくるんだよ。緑の子供とか、宇宙人とか、脈絡のないことを言い出して、言葉遣いも支離滅裂で。とにかく気味の悪い話だね。

鳥子　それ……暴行の後遺症とかじゃない？　怪談として扱っていいの？

空魚　この話、「地元では有名な話」とか言われるその一方で、語り手の方言や使われている言葉が地元のものではないとも言われてて、妙にあやふやな立ち位置の話なんだよね。臨場感は凄いのに。私はこれ、怪談と言っていいと思う。

鳥子　空魚がそう言うなら。




■ 猫の忍者（ファイル７に登場）




空魚　猫の忍者に狙われる話。

鳥子　…………。

空魚　そんな目で見ないでよ。

鳥子　だって。

空魚　一から説明すると、きっかけは、近所の公園で猫の忍者に襲われたっていうネットの書き込みでね。

鳥子　怖い話っていうか、かわいい話？

空魚　ギザギザの刀持って襲ってくるから、そんなにかわいくもないかな。

鳥子　ときどきアメリカでそういう事件があるよね。その気になっちゃった人が、ニンジャソード持って街中で暴れるの。

空魚　人間の忍者に襲われるとか、アメリカ怖いなー。

鳥子　前にニュースで見たやつは、放水で制圧されてたよ。

空魚　放水かあ。猫にも効きそうだね、水嫌いだし。

鳥子　びしょ濡れでしょんぼりしてるの想像しちゃった。

空魚　かわいい！




■ コトリバコ（ファイル８に登場）




空魚　納屋から見つかった古い箱が、実はすごい呪いの道具だった！　って話なんだけど……これねえ、凶悪なんだよ。

鳥子　なんか出てくるの？　びっくり箱みたいに。

空魚　いや、そばにあるだけで呪われる。

鳥子　呪われるって、具体的には？

空魚　子供と女性を苦しめて殺す。

鳥子　こわ。殺意の塊じゃん。

空魚　そうなんだよ。これ、相手の家に送りこんで、呪いの効果で女子供を殺して、一族根絶やしにすることを目的に作られたものだと語られてるから、ほんとに殺意しかないんだよね。

鳥子　男は被害受けないの？

空魚　うん。でも、持ってるだけでも一族に呪いが及ぶかも。

鳥子　えっぐいなあ。

空魚　名前はかわいいのにね。

鳥子　んん……？
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